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　　　　◆　◇　◆




　全すべての窓ガラスがぶち割られ、あたかも壁かべに規則正しく格こう子し状じようの穴が穿うがたれたような、風通しの良い建造物が立ち並んでいた。それら廃はい墟きよの天てん井じようは既にあらかた崩れ落ち、残された鉄の骨組みだけが、さながら蜘く蛛もの巣の如ごとく張り巡らされていた。

　夜──。街外れにある、荒れ果てた廃工場。

　その工場跡地でも一際高い鉄塔の頂上で、女が一人ひとり、夜風に吹かれていた。

　制服の上に白衣をまとった、スレンダーな美少女だ。

　頭上には月──降り注ぐ光を受けて長い髪がキラキラと輝かがやき、幻惑的に波打っている。

　だが一体、何な故ぜこんな所に……？　というより、彼女は如い何かにしてこんな高所までのぼったか？　それは全くもって定かではないけれど、強い意志を宿す瞳ひとみは遥はるか地上の闇へと凜り々りしく向けられていた。

　やがて彼女は誰だれに言うでもなくぽつりと、

「高い」

　そう、呟つぶやいた。

「くふふ、思っていたよりも随分と高いね──これは相当に高い！」

　地上までの距きよ離りを指して言っているなら、それは至極当然の事。かつては大量のセメントを製造していた広大なプラントだ。現在彼女がいる蒸留塔のてっぺんから地上までは、高さ約三十メートル。ビルにして十階分程の高さがある。

　当然──落ちたら命はない。

　ところが彼女は不意に、くふふふっと笑うと、

「面おも白しろいぞ」

　妖よう艶えんにそう呟つぶやき、豊かな長い髪を左手で搔かき上げるのだった。

　何な故ぜだろう？　右手は軽く握り、だらりとおろしている。どことなく謎なぞめいた──何か奇妙な手つきだ。そこにどんな秘密が隠されているかは、もう少し後で分かる。




　　　　◆　◇　◆




　本ほん間ま玄人くろとは高校一年生。見た目からは想像もつかない、特別な才能の持ち主だ。

　他人に阿おもねる事のない愛想のない性格をしているが、それは己おのれの才に対する絶対的な自信の表れ──という事では別になく、単に我が道を行くタイプなだけである。

（とは言え、今回は……）

　玄人の額ひたいを汗が一筋滑り落ちる。流石さすがの彼も今回は平常心でいられなかった。

　夜の廃工場に呼び出された玄人を取り囲んでいるのは不良の集団──鬼き徳とく院いん高こう校こうの連中だ。三十人はいるだろう。ぎらつく獰どう猛もうな目で玄人の一挙手一投足を食い入るように見ている。かなりの強こわ面もて揃ぞろいだ。長い鎖くさりを弄もてあそんでいる者や、バタフライナイフの手入れをしている者、木刀を手にしている者もいれば、煙草たばこを咥くわえている者もいる。

　だが、怯おびえてはいられない。彼にはこれからやり遂げねばならない事があるのだから。

「く、玄人君……」

　廃屋の中央で今にも泣き出しそうに瞳ひとみを潤うるませているのは黒髪の乙女おとめ。このような荒れた場所にはそぐわない、制服姿の美少女だ。天てん井じように付設された滑車から、だらりと長く鎖が伸びているのだけれど、それで両手首を縛しばられ、両足が地面に着くぎりぎりの高さで吊つるされているのだった。

「お願ねがい、助けて。わたし、怖くて死んじゃいそうっ……」

「大丈夫だ、未み百ゆ合り」

　怯える彼女を安心させたくて、玄人はなるたけ平然と言う。

「何も怖がる事ない。すぐに助けてやるから、もう少し辛しん抱ぼうしてろ。なっ？」

　ところが直後、はっと見開かれる潤んだ瞳。彼女は激はげしく首を振り、こんな風に言うのだ。

「ううん。違う。怖くない！」

「え？」

「わたし、ちっとも怖くなんかないわっ」

「どっちなんだよっ？」

　思わず突っ込む玄人くろとである。

「怖くないの……。そっちの方が本当よっ。だから玄人君、わたしの事は気にせず逃げて。でないとあなた、この人達にひどい事されちゃう！」

　ああそういう事かい、と玄人は思う。だからにやりと笑って親指を立ててみせた。

「心配すんな、未み百ゆ合り。俺おれはこんな卑ひ怯きようなやつらには絶対負けねえよ」

「だ、だけど……っ！」

　どこまでも健けな気げに彼を気き遣づかう乙女おとめ──彼女の名は葉は月づき未百合と言い、玄人の幼おさな馴な染じみだ。

　絹糸を思わせる長い黒髪に、透き通るような白い肌。前髪は眉まゆにかかるあたりで、ぱつんと切きり揃そろえられているが、そのせいで二重の美しい瞳ひとみが際立つ──長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた吊つり目めがちの彼女の目は、人を引き込む深海の色をしているのだ。

　しかして、その魅み力りよくに虜とりこになってしまう者は多い。

　今回、鬼き徳とく院いん高こう校こうの連中に拉ら致ちされたのも、それが拗こじれたからだった。

　彼女は昔から頻ひん繁ぱんにこういったトラブルに遭いがちで、他校の男子生徒に告白された経けい験けんも数知れず──とは言うものの、今回は相手が札付きの不良だったのが災いした。告白を断られ逆さか恨うらみした連中は、徒党を組んで彼女をさらい、力ずくで言う事を聞かせようと企くわだてたのだ。

（よりにもよって、こいつら、こんな馬ば鹿かげた事をしでかすなんてよ）

（だが、馬鹿げているからこそ厄やつ介かいだ。警けい察さつ沙ざ汰たにしたところでこいつらの事だからな。目的を遂げるまでは何度だって繰くり返すに決まってる）

（肝心なのはそこだぜ。俺はこの連中を法的にどうにかしたいわけじゃねえ。二度と未百合にちょっかい出さないようにしたいんだ。だから──）

（ここできっちり、落とし前つけてやる！）

　玄人は右手に握にぎり締しめたエコバッグに目をやった。

　バッグの中には厳げん選せんした大量の食材が詰め込まれている。

　食材？

　そう、意外な事に食材なのだ。

　とりあえず例を挙げれば──。無農薬栽培の新にい潟がた産さんコシヒカリ、ぎょっとする程ばかでかい枕まくら崎ざきの鰹かつお本ほん節ぶしに、辛から味みの少ない軟なん白ぱく長なが葱ねぎ、ふっくらほこほこ秘蔵の釜かま揚あげしらす、畑からむしってきたばかりの瑞みず々みずしい青じそ等々……今回のために厳選した素材である。

　実は、玄人は料理全般に関して、卓越した知ち識しきと技を持っているのだ。

　そこには、とある秘めた事情があるのだが──玄人はそれを決して語らない。だが、この街に昔から住む一部の者だけは経緯いきさつを知っていた。

　廃工場に乗り込んだ玄人に、不良のリーダーは開口一番言ったものである。

「てめえ、本ほん間ま玄人くろとだろ？　噂うわさには聞いているぜ。知る人ぞ知る凄すご腕うでの料理人らしいじゃねえか、なあ？」

「……」

　玄人は顎あごを引いた。

「くくく。あんな事件があったとは言え、勿もつ体たいねえこった。評判のその腕をみすみす腐らせておくってのはよぉ。なあ、どうなんだ？　今からでも変節しようとは思わねえのか？」

「よせ。前置きはいい」

　玄人は言う。

「言いたい事があるなら率直に言ったらどうだ」

「ほう？」不良は片目を大きくした。

「まどろっこしいのさ。お前のその持って回った口ぶり……。俺おれに何かさせたいって魂こん胆たんが見え見えなんだよ。言ってみな。未み百ゆ合りを助けるためなら、何だってやってやる」

「ふん！　流石さすがは凄腕料理人だ。頭も回るらしい。だったら話は早はええ」

　そして不良は意外な話を切り出したのだ。

「オレは一度でいいから、てめえのその評判の料理を味わってみたくてなあ」

「何だと？」

　不良はにやにやと意味ありげに笑えんで、

「これでもオレは好奇心が旺おう盛せいなんだ。特に食い物には目がねえのよ。てめえの料理でオレの舌を満足させてみろ。そうしたらこの女は無事に返してやってもいいんだぜ？」

　玄人は舌打ちした。静かに息を吐いて言う。

「……言っておくが、俺の料理術はお前の想像してるような物じゃねえ。言葉で表現するのは難むずかしいが、煎せんじ詰めりゃあ何だっていいんだよ。状況を整ととのえる事で味を引き出す。その本質は料理であって料理じゃない、どんな物でも旨うまく食わせられる作戦の事を言う。要するに……」

「つべこべうるせえ！　御ご託たくはいいんだよっ。どんな物でも旨く食わせるって言うなら、ますますもって丁度いい。てめえはオレが指定する料理を作れ。それでオレを満足させてみろ！」

「くっ……」

　なまじ詳しく説明したのが裏目に出て、揚げ足を取られてしまった。

「……いいさ、何だって作ってやるよ」玄人は腹を括くくった。「何が食いたい？」

「実はオレは昔から、卵かけご飯に目がなくってよぉ」

「え？」

「トロッとしたあの白身の感触。醬しよう油ゆと黄身の混じり合うハーモニー。それを熱あつ々あつのご飯と共にかっ食らう快感──堪たまらねえぜ！　ここは一つ、究極の卵かけご飯でも作ってもらおうか」

「卵かけ、ご飯……」

「あんだよ、苦い顔しやがって？」

「いや、それは俺おれ的てきには料理と言えない気がするんだが……。だがまあいいだろう。食い物に貴き賎せん無し。そっちが望むならお安い御用だ」

「くくく。ただし！　オレたちのアジトに、卵は持ち込ませねえぞ」

「……何だとっ？」

　不良のリーダーの言げんたるやこうだった。

　自分の好物は確たしかに卵かけご飯──だが、こちらからそれを教えたのだから、相応のペナルティを設けさせてもらう。この場に卵は持ち込ませない。断固として妨害する。さっき言っていたどんな物でも旨うまく食わせるとかいう、ご自慢の作戦とやらでどうにかしてみろ。それができないのなら、料理の代わりにこの女を食らってやる──。

　その言葉を聞き、玄人くろとの顔は瞬しゆん時じに真まっ青さおに。全速力で引き返すと、汗だくで準備に奔ほん走そうしたのだ。

「さーてと、のこのこオレ達のアジトに戻ってきたのは用意が整ととのったって事だよなあ？」

　そして現在──。

　不良のリーダーが、うすら笑いを浮かべて玄人に近づいてくる。

「早さつ速そく作ってもらおうか。お前が作れる最高に美味な、卵かけご飯ってやつをよぉ！」

「くっ、この卑ひ怯きよう者ものども。卵の持ち込みを禁じておいてよく言うぜ」




　そう。つい先程、玄人は廃工場の入り口で連中に入念なボディチェックをされたのだ。おかげでバッグの隠し底に収納していた卵はその場で全すべて叩たたき割られ、今の彼は一つの卵も所持していない。

（卵さえあれば、味には絶対の自信がある）

（だが、ちくしょう！　詰まるところ、こいつら最初からまともな勝負をする気はなかったんだ……。悪あく趣しゆ味みなやつらめ。未み百ゆ合りがあまりに俺の事を案じてるもんだから、目の前で醜しゆう態たいを晒さらさせようって魂胆だったんだ）

　とは言え、今更そんな事を考えても仕方ない。玄人はエコバッグから敷しき物を取り出し、そこに調ちよう理り器具と材料をずらりと広げる。一いつ升しよう瓶びんに入れてきた綺き麗れいな井戸水を飯はん盒ごうに注ぎ──

　しゃうしゃうしゃうしゃう。

　大勢の不良と、囚とらわれた未百合が見守る中で、至ってマイペースに米を研とぎ始めた。まあそうするしかない。ちなみに水道水はカルキ臭いから論ろん外がいだ。

　それから、壊こわれた壁かべの残ざん骸がいを運んできて竈かまどを作ると、薪まき代がわりの木材に火をつけた。

（よし、こういう場合、丸めた新聞紙に先に着火させるとうまくいく）

　と、考えようによっては彼らより危険な事を考えつつ、てきぱきと手を動かす玄人だったが、何はともあれ、やがてふっくらほこほこ、見るからに美お味いしそうなご飯が炊たける。

　深めの茶ちや碗わんにそれを盛り付け、用意しておいた薬味をトッピングした。料理は手際だ。そしてこの手のシンプルな料理は、熱あつ々あつのうちに食べてもらう事が何より重要なのだ。

　つやつやと光ひかり輝かがやく白米の上で、剃刀かみそりの刃で薄うすく削った鰹かつお節ぶしや、かぐわしい刻み長なが葱ねぎ、ぷりっぷりの釜かま揚あげしらす等が、湯気で炙あぶられて躍おどり、ふんわりと香ばしい匂においを発している。

　廃工場には若干ミスマッチな光景ではあるが──。

　ホクホク感たっぷりで、美お味いしそう！

　文句無しの出来上がりであった。

　唯ただ一つ──。

　肝かん心じん要かなめの『卵がかけられていない』という一点を除いては。

「へっ！　ようやくできたみてえじゃねえかよ」

　不良のリーダーが、あたかも笑いを堪こらえ切れないというような、嘲あざけりの口く調ちようで言う。

「だが見たところ、その卵かけご飯には、主役の卵がかかっていないようだが？」

「……慌てなさんな。今そっちに持っていってやる」

「そうだな、持ってきてくれ。そして近くでよーく見せてみろ。くくく……。どこからどう見ても卵のかかっていない、てめえのその出来損ないの、惨みじめな卵かけご飯をよぉ！」

「く、玄人くろと君、お願ねがい……」未み百ゆ合りが泣き出しそうな声で、「わたしの事はほんとに気にしなくていいから……っ！」

「心配すんなって、未百合。俺おれの料理はここからが本番だ。負けはしねえよ」

　玄人は茶ちや碗わんを左手に持ち、醬しよう油ゆ差さしを右手に握にぎり締しめて、一歩一歩そこに近づいていく。

　ゆっくりと、息を殺して。

　少しずつ。

（あと二歩）

（いや、更に半歩……）

　そして──。

　不意に頭上で、キラッと星が瞬またたいたのだ。

（この辺りか……？）

　ぴたりと歩みを止める玄人。

　その瞬しゆん間かん、玄人の頭上から恐るべき勢いで何かが降ってきた！

　目も眩くらむような凄すさまじいスピードで落ちてくるのだ。

　果たして、それは──女であった。

　先程から鉄塔のてっぺんで下の様よう子すを窺うかがっていた、あの白衣を着た瘦そう身しんの美少女だ。地上めがけて真っ逆さまに突っ込んでくる。そう、玄人の頭上で煌きらめいたのは星ではなく、彼女が付けたＬＥＤヘッドライトだったのだ。

　地上三十メートルの高さから、死の浪漫ロマン飛行──？

　否、そうではない。彼女の足首に巻かれているベルトに注目だ。そこから長く伸びた伸しん縮しゆく自在のロープは、鉄塔に仮設されたジャンプ台へと頑強に結わえ付けられている。

　即すなわち、これは──。

　バンジージャンプ！

（うおおお、ほんとに来やがったああっ？）

　流石さすがの玄人くろともその迫力には度肝を抜かれた。

　が、凄すさまじい速度で自由落下中の彼女は、意外にも柔らかく笑えんでいる。地上に向けてスッと右の拳こぶしを突き出し──そこに握られているのはすべすべの卵だ。瞳ひとみを穏おだやかに開き、茶ちや碗わんと己おのれの手が最も接近するタイミングを測っていた。そのぎりぎりの一いつ瞬しゆん、前もってヒビを入れておいた生卵に、ほんの僅わずかな指の力を加え──

　かしゅっ。

「うり」

　片手割りした卵の中身が、真下にするっと落ちる。

　玄人は一歩も動かない。茶碗を掲げる事すらしなかった。それ程のベストポジションだったのだ──というより、あまりに仰天していて対応できなかったという方が正しい。

　ぽとんっ。

　とは言え、ほかほかほっこりの白米達は、見事ど真ん中でフォーリンエッグを受け止めた。

（や、やりやがった……！）

（あの女、ほんとにやりやがったあああっ！）

　黄身は潰つぶれる事なく、ぷっくりと盛り上がったまま綺き麗れいな形を保っている。

　ぷっくり、ぷるるんっ♪

　まさしく、奇跡。

　それは運命的な──あるいはご飯と卵を結びつける宿命的な何かを感じてしまう程だった。

　さておき、我に返った玄人が卵のかかったご飯に、極上の薄うす口くち醬しよう油ゆをついっと円を描くように垂らせば、

「よし、出来上がりだっ！」

　上空に向かい、力強く親指を立てる玄人。すると命知らずのぶっ飛び美少女も、落下の反動でびよんびよんと派は手でにバウンドしながら、彼に親指を立て返すのだった。

「ほっ！　打ち合わせ通りにうまくいったね。君とは良い関係を築けそうだ。これから楽しくやろう。くふふふっ！」

　一方、不良のリーダーは顎あごが外れんばかりに口をぱっくり開けて絶句していた。そりゃそうだ。玄人は完成した卵かけご飯を持ち、彼のもとへずかずかと近づいていく。

　すると不良は放心状態からようやく我に返り、

「そこまでやるのかよ！」

　呆あきれた顔で突っ込みを入れてきた。

「クレイジーすぎるぞ、料理人！　て言うか、もっとシリアスな話なのかと思ってたぜ！」

「正直俺おれも驚おどろいてるよ……。だが仕方ねえだろ。これしか方法がなかったんだ。さあ、そんな事よりこっちはちゃんと約束を守ったんだぜ。お望みの卵かけご飯、食ってみてくれ」

「……フン！」

　すると不良はいかにも狡こう猾かつそうに口端を歪ゆがめるのだ。小こ馬ば鹿かにしたように薄うすく笑って、

「そうかい。そこまで言うなら仕方ねえな。どーれ、ちょっと食ってみてやるかあ？」

　文句をつけようとしているのが見え見えの投げやりな素振りで箸はしを持ち、ご飯を口に運んだ。

　ところが──。

「マ、マジかよ……っ？」

　一口食べた途と端たん、不良は顔色を変えた。肩をがたがたと小刻みに震ふるわせ、電流でも浴びたかの如ごとくガバッと茶ちや碗わんに前のめりになる。そして一いつ気き呵か成せいに、ガツガツガツガツ……。

「うめえ！　これ、ホントにうんめえーっ！」

　ガツガツガツ、ハフハフハフ！　終しまいに彼は滂ぼう沱だの涙を流しながら──こんなにうめえ卵かけご飯は生まれてこのかた食った事がねえぜぇっ──と、完全なる敗北を認めたのである。かくして彼らは二度と未み百ゆ合りに手を出さない事を約束し、つつがなく人質を解放したのだ。




　──それが今から三ヶ月前に起きた、ささやかな料理事件の顚てん末まつである。
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　そこに住む住民自らが、どこか奇妙な街だと公言して憚はばからない──九く森もり町ちようはそんな場所だ。どういうわけか知らないが、あくの強い料理人やら、一ひと癖くせも二癖もある美食家やら、食に特異な執着を抱く人々が不ふ思し議ぎと集まりがちなのである。

　一説によれば、それはこの街出身の作家、城じよう之の内うち正しよう太た郎ろうに由来すると言う。

　城之内は大たい正しようから昭しよう和わにかけて、主に料理小説の分野で活かつ躍やくした作家なのだが──内容は、人々を苦しめる悪漢を、料理人が飯を食わせて改心させるという王道的な物が多い──更に、彼は美食家としても有名だった。著書にはしばしば実在の店が登場し、その他、食に関するエッセイも数多く残している。

　また、自らが包丁をとってもその腕前はかなりの物だったそうで、自身が発足した会員制の高級料亭は今も尚なお存続している程だ。かつての勢いこそ薄れたものの、現在も食通の巡礼地の一つとして、その店は知る人ぞ知る人気を博しているらしい。

　繁はん華か街がいの外れに迷路のように入り組んだ不ふ穏おんな一角がある。無事に潜くぐり抜けられれば件くだんの料亭だ。そこでは料理人と食通のプライドを懸かけた手合わせが、現在も地味に繰くり広げられている──と言えば格好がつくが、実際には、これは旨うまいだのまずいだの、我わが儘ままと拘こだわりが重なり合う微妙な線せん上じようでぶつかり合っているので、さほど高こう尚しような光景には見えないかもしれない。

　また、高尚に見えればいいのかと問われたら、実際はそういう物でもないのだ。いい大人おとなが喧けん々けん囂ごう々ごう、傍はた目めには異常に見える程の執着心を剝むき出だしにしてやり合うのは、それだけ真しん摯しで真剣だからであって。

　──芸術とは、なりふり構わぬ感情の衝しよう突とつから生ずるもの也なり。

　と言うのが、城じよう之の内うちの持じ論ろんであった。だからまあそれはそれで……と、かの人が存命であったら尤もつともらしく飄ひよう々ひようと言うに違いない。

　ともかく、ここでは食にまつわる事件は日常茶飯事で、地方紙はネタに事欠かないのだ。

　風変わりな場所、九く森もり町ちよう──。

　本ほん間ま玄人くろとが通っている風かぜ乃の森もり学がく園えんは、その変な街の中心部にある。




　　　　◆　◇　◆




　初夏。カーテン状の木こ漏もれ日びが燦さん々さんと降り注ぐ、緑豊かな場所だった。あちこちのベンチで生徒達が弁当を広げ、五時間目の授業中に襲おそいくるであろう眠気など意に介する事なく、食事と休息を楽しんでいた。

　七月の木もく曜よう日び──ここは風乃森学園の高等部中庭である。

　昼休みの、いたって牧歌的な光景の中を本間玄人は歩いていた。抱えた特大の弁当箱は、妙にファンシーな水玉柄のランチクロスにくるまれている。

　と、きょろきょろと辺りに目を走らせていた玄人の瞳ひとみが、出し抜けに鋭するどい光を放った。

「見つけた！」

　その少しばかり大き過ぎた声にビクンと反応。視線の先で肩をもたげたのは、木陰で文庫本を読んでいた黒髪ロングの乙女おとめである。

　彼女は玄人の方に首を向けると、口に手のひらを当てて、

「見つかっちゃった……！」

　と、呟つぶやいたものの、その短い台詞せりふを最後まで言い終える頃ころには、玄人は既に間近まで接近している。彼の身のこなしが素す早ばやいのと、彼女がおっとりしている事の両方が要因だ。
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　葉は月づき未み百ゆ合りは、玄人くろとの幼おさな馴な染じみである。

　わけあって今は一人ひとり暮ぐらししている玄人だが、未百合はもともと彼の実家の隣となりに住んでいたのだ。五歳の頃ころからの付き合いだから、互いの事は色々知っている。

　未百合について色々知っている事。例えば……。

　その一、文学少女を思わせる黒髪の前髪ぱっつんだが、実際に本好きで、国語の成せい績せきが良い事。それもその筈はず、彼女の母親はグルメ雑誌のライターだ。未百合もまた母親譲ゆずりの鋭えい敏びんな感覚とユニークな語ご彙いを持っている。

　その二、男子からの人気が高い事。学年の彼女にしたいランキングでは常に上位に入っている。それは外見だけでなく、未百合の人となりも多分に影えい響きようしているだろう。彼女は少し危なっかしいくらい素直でおっとりした性格なのだ。とは言え、本人はワンテンポ遅い事を自覚しており、直そうとしているらしい。目下さしたる効果は見られないが、健けな気げな努力はいつか実を結ぶ……と良いね。という事で、一部では『遅咲きの撫子なでしこの花』と呼ばれている。

　その三、昔から何かと玄人の世話を焼きたがる事。子供の頃よく助けてやったせいか、妙になついている。しばしば彼の住すみ処かを訪れては、食料品を置いていったり、部へ屋やを掃除したりするのだ。お前は通い妻か……と突っ込みたくなるが、何かと物入りな一人暮らしに食料品はありがたい。だから玄人はお返しに、たまに弁当を作ってあげているのだった。最近はご無ぶ沙さ汰ただったが、今日きようは久しぶりに作った。そこには明めい確かくな理由がある。

　というわけで、玄人くろとは未み百ゆ合りにひょいと弁当を差し出すと、

「弁当」

　と、言った。

　未百合は無言でスッと下方に目を逸そらした。

　玄人は意外そうに目を瞬しばたたく。──変だな、いつもの未百合らしくない。

　その場に屈かがむようにして逃げた先に回り込み、

「弁当」

　もう一度言ってみた。

　しばし黙もつ考こう。未百合は観かん念ねんしたように肩を落とすと小さく息を吐き、

「ええ……。それ、お弁当ね」

「見ての通りのしがない弁当さ。最近ご無ぶ沙さ汰ただったが、久々に作ってみたくなってな。せっかくだ。やるよ」

「ウ、ウン。ありがとう玄人君。でも……。でもあのね？　あなたの気持ちはとっても嬉うれしいんだけど、実は今わたし、ダイエットしてるのよ」

「らしいな。お前のクラスのやつに聞いた。最近昼飯を抜いてるそうじゃねえか」

　そう、昨日きのうＢ組を通りかかった際、偶然耳にしたのだ。未百合がダイエットをしていると。

　訊きけば、最近の未百合は昼休み、空腹を我慢しながら中庭で本を読んでいるという。ダイエットの理由は定かではないが、ともあれ玄人はＡ組なので今まで気づかなかった。てっきりいつものように、Ｂ組の友達とランチしているものだとばかり思っていたのだ。

「あのね、これでもわたし、今かなり頑張ってるの、ダイエット……」

　未百合は切ない顔で腹部にそっと両手を当てて、

「だからそれ、食べたいけど食べられないわ。ごめんなさい。ほんとにすごく残念。せっかく玄人君が腕によりをかけて作ってくれたのに」

「そうか」

　玄人は差し出していた弁当をすっと引っ込めた。「なら別にいい」

「あ、あの……。ごめんなさい」

「いいって。謝あやまんなよ」

「ほ、ほんとにごめんなさい……。わたし、どうしても太りたくなくて」

「分かったって。じゃあな」

　くるりと踵きびすを返し、玄人はさっさとその場を去ろうとする。

　と、

「ま、待ってぇ！」

　未百合が二重の大きな瞳ひとみをうるうる滲にじませて、必死に取りすがるのだった。

「お願ねがい、待って！　そんなに突き放さないでっ？　わたしだって、本当は食べたいのよ。せっかく玄人くろと君が作ってくれたお弁当だもん。凄すごく、凄く食べたいのっ！　でも、それで太っちゃって、ますます見向きもされなくなったらイヤじゃない。そんなのって惨みじめだわ。女の子として悲しすぎるもの。だからダメなの。わたし、どうしても食べられないわっ」

「み、未み百ゆ合り……さん？」

　妙に切実な様よう子すにたじろぐ玄人。──何だってんだ？　さっさと立ち去りたいところだが、しかし、ここはフォローが要いる気がする。未百合はおっとりしているだけに少々思い詰めやすい。要は自分の中に色々と溜ため込むタイプなのだ。

　玄人は両手をポケットに入れて軽く息を吐くと、

「お前さあ、さっきから太る太る言ってるけど、何をそんなに気にしてんだよ？　ダイエットなんか無用じゃねえか。未百合は滅め茶ちや苦く茶ちやスマートだって」

「エッ？」

　ぱっと顔を上げ、輝かがやく瞳で彼を見る未百合。「ほんとに？」

　が、彼女はすぐに素す早ばやくかぶりを振るのだ。

「そ、そんな事ないわよ……！　わたし、すごく太っちゃってるの。本当よ。最近恥ずかしくなるくらい、グングン体重が増えてる。お食事の量は前と変わってないのに……。正直、自分でも戸惑ってるわ。どうしたらいいのか分からないのよ」

「分かるも分からないも、そりゃ単にあれだ。俺おれ達、成長期なんだから仕方ないだろ」

「成長期って……。わたし、もう充分に育ってるわ。身長は去年から伸びてないし」

「いやまあ、身長はそうだろうけどよ」

　玄人は頰ほおを搔かき、目め線せんを落とす。実は彼女の胸のふくよかさは学年でも一、二を争うのだ。昔から片へん鱗りんはあったが、最近更に成長──爽さわやかな夏の制服がくっきりとせり上がり、いけない感じになっている。罪作りなルックスなのだ。

「ま、要は栄養が身長以外のところにいってるって話だな」

「ちょっと、玄人君……。どこ見て言ってるの」

　未百合が恥ずかしそうに顔を赤らめて、

「そんなに見ないで……」

「う！　いや、俺はそのっ」

「そうやって、わたしのおなかについたお肉を見透かそうとしているんでしょう？　もぉ、意地悪ね」未百合はそっと下腹部をさすりつつ、「いいわ。どうぞ、見たいならもっと見ればいいんだわ。わたし、それをバネにもっと頑張って瘦やせてやるんだから」

「あ？　俺は別にそういうつもりじゃ」

「玄人君の意地悪っ」

　未百合は桃もも色いろの唇を尖とがらせ、玄人の胸を拳こぶしでこつんと甘えるように叩たたく。

　と、不意に表情をあらためて。

「ねえ、玄人くろと君。……ちょっと訊きいてもいい？」

「何だよ？　急に姿勢良くしやがって」

「あなたって、えっと、その、瘦やせてる女の子がとっても好きだったり……するのよね？」

「は？」

　思わずぽかんだ。どうして突然そんな事を訊かれるのか分からなかった。

「いや……。俺おれは体型とかはそんなに気にしないが。瘦せてようが太ってようが、どっちでも良いんじゃねえの、度を越してなけりゃあさ……。ふん、それよりはまあ、あれだ。肝心なのは性格だろ。人間だって料理と同じでさ、大事なのはやっぱ中身ってもんだからな」

　すると、はっとしたように未み百ゆ合りは目を見開き──それから小声でボソリと呟つぶやいた。

「……ウン、あなたのそういうところ、好きよ」

「ん？　今、何か言ったか？」

「な、何でもないっ。何にも言ってないわっ！」

　顔を真まっ赤かにして激はげしく首を振る未百合を、玄人は不ふ思し議ぎそうに一いち瞥べつすると、

「と言うか、瘦せてるとか太ってるとかよ。どうして突然そんな事を気にしてんだ？」

「だって……」未百合は人差し指を嚙かむようにそっと口に当てると、「だって最近の玄人君、いっつもあの人と一いつ緒しよにいるんだもの……」

「あの人？」

「白しろ奈なさん」

　城じよう之の内うち白奈。

　彼女は一年Ａ組、玄人のクラスメイトである。未百合と異なり、すらりとした長身のさばさばした人物で、最初に見た時は玄人も一いつ瞬しゆんスーパーモデルかと思った程だ。実際、彼女が街を歩けば男も女もはっと息を吞のみ、振り返る。それくらい日本人離ばなれした美び貌ぼうとプロポーションの持ち主で──ところが、性格は外見よりも一般人離れしているのだ。個性的な生徒の多い風かぜ乃の森もり学がく園えんでも一番の変人である。

　珍エピソードには事欠かない。

　その一、天才バカである。それも人目を気にしない天然の芸術家タイプだ。いつも校内のあちこちを歩き回っては独自の思索に耽ふけっている。思索の内容は、玄人も予想だにしない凄すごい料理のアイデアだったり、心底どうでもいい事だったり……まあ後者の方が多いのだが、とにかく予測不能だ。思考に集中し始めると他がおろそかになる事もしばしば。よく間違って男子トイレにずかずか入っていき、皆に悲鳴をあげさせている。昔はトイレに行くのを忘れてお漏らししていたというから一応進歩はしているのだろうが、それにしたって遺い憾かん千せん万ばん。外見がモデルなだけに中身の残念ぶりは際立ち、男子からは『超残念』と呼ばれている。

　その二、白衣を着るのが好きである。いつも放ほう課か後ごは制服の上に白衣を着て部活に勤いそしんでいるので、彼女のトレードマークはそれだ。汚れる作業でもないのに何な故ぜだろうと思い、玄人は一度訊きいてみた事がある。シンプルに『格好いいから』と答えられた。……まあ確たしかに白しろ奈なが着ていると、何か前ぜん衛えい的てきなデザイナーズファッションに見えない事もないのだが、しょっちゅう脱ぐのを忘れてそのまま下校するので、やはり彼女からは目が離はなせない。

　その三、そして何より──。

　あの『料理事件部』の発起人である。

（そうそう。最初は駄だ目めもとで相そう談だんしてみたんだ。あの時はまるで知らなかったが……）

　玄人くろとは三ヶ月前の出来事を思い出す。

　不良集団に未み百ゆ合りが拉ら致ちされ、助けようとあちこち駆け回っていた時だ。校門の傍そばでばったり会った城じよう之の内うち白奈が彼を見み咎とがめ、相談に乗ってくれた。有名人なので顔は知っていたが、話したのはその時が初めてである。

　白奈は知り合ったばかりの玄人の話をしっかり聞いてくれた。思えばその時も白衣を着たままだったが、服装と裏腹に態度は真剣そのものだった。

　そう。城之内白奈は変なやつだが、困っている人を放っておけない性格。どんなトラブルにでも平気で首を突っ込み、助けてあげようとするのだ。そして起死回生のぶっ飛んだ作戦を閃ひらめき、自ら実行に移してくれた。

　即すなわち──バンジージャンプ卵かけご飯！

（ま、最初に聞いた時は、てっきり冗談で緊きん張ちようをほぐしてくれてるんだと思ったが）

（マジも大マジ！）

（実はバンジー以上に、飛んでる性格の御方だったのさ……）

　ともあれ、ミッションは鮮あざやかに成功し、玄人は無事に未百合を救出。その交換条件として彼は否応なく『料理事件部』に入部させられたのである。

（ふん。……まあ助けられたのは事実だし、そういう約束だったんだから仕方ねえよ）

　と、渋々入部した形の玄人ではあるのだが、一応恩人である白奈の事は立てていて、部活中は敬語を使ったり使わなかったりしている。愛想はないが、性格は割と義理堅いのだ。

　閃ひらめきの料理人、白奈が部長。

　戦略の料理人、玄人がボス。

　他はともかく、お互いの腕は認めている。レベルは共に超高校生級だ。

（そうか。あの『卵事件』から、もう三ヶ月も経たったのか……）

「玄人君？」

「ああ、悪い。ちょっと昔の事を思い出してたんだ。何だっけ。ああそう。白奈の事だよな。そりゃお前、仕方ねえだろ。俺は料理事件部なんだ。好きでやってるわけじゃないが、部長のサポートするのは仕事の一つなんだからよ」

「ン、それは分かるんだけど」未百合は切なげに目を伏せて指先で芝しば生ふをいじいじ。「最近うちにもあんまり遊びにきてくれないじゃない……」

「何かと忙しくてな」

「お部へ屋やの模様替えをしたから、見にきてほしいの。新しいカーペット、買ったのよ？」

「ま、そのうち顔を出すさ」

　玄人くろとは鼻の横を搔かいた。

「でも、俺おれが部活で忙しいのと未み百ゆ合りがダイエットで昼飯抜くのはまるで関係ないぜ？　屁へ理り屈くつはもうよせ。いい子だからよ」

「あ、ウン！　わたし、いい子……」何な故ぜかそこで顔を赤らめた。「だけど白奈さん……モデルも顔負けのスレンダーぶりなんだもの。関係ないとはやっぱり言い切れないもの……」

　と、口ではまだブツブツ言っているが、未百合は素直にランチクロスをほどいていった。

　弁当箱の蓋ふたをぱかりと開ける。そこに現れたのは、

「まあ！　これって……」

　ぱっちりと目を瞠みはり、

「キャラ弁だわっ！」

　キャラ弁とはキャラクターを象かたどった弁当の事だ。絵心のあるお母かあさん達が、よく自信作を写真に撮とってネットに上げている。これはアニメキャラを象った物ではないけれど──。

　とは言え、どうあっても食べないわけにいくまい。そうせざるを得ない状態に相手を追い込むのが玄人の料理術であり、ストラテジーなのだ。

「ね、ねえ玄人君。これって」コクンと喉のどを鳴らして、「……わたしっ？　もしかして、わたしなの？」

「意外と似てるだろ」

　弁当箱に詰まっていたキャラクターは、黒髪麗うるわしき大和やまと撫子なでしこ──黒髪は海の苔りだった。

　そう。昨夜、未百合の顔写真を元にイラストを描かいて型紙を作った。板海苔とそれを重ねてデザインナイフで丁てい寧ねいに切り抜く。未百合は色白だから、肌の部分は白米でいい。色をつけるのに食紅は使いたくなかったから、色の薄うすい野菜を千切りにした物を載せ、髪の毛のハイライトを表現したり、頰ほおの血色を良くしてみた。結果、予想以上の出来栄えになり──まあ、ある程度の造形センスがなければ料理人はやっていけないというものだ。

「や、やだぁ……っ。凄すごく、凄く嬉うれしいっ！」

　感動のあまり瞳ひとみをキラキラ、身体からだをプルプルと小刻みに震ふるわせて、もうたまらないという表情の未百合だ。溢あふれんばかりの感情に満ち、指でつついたら風船のように弾はじけ飛びそう。

「……食べても、いいの？」

　歓喜の瞳でおそるおそる、そう訊きいてくる。

「召し上がれ」

「いただきまーすっ」

　かぷっ！

　キャラの部分に手を付けるのが勿もつ体たいなかったのか、未み百ゆ合りは脇わきに飾っていた魚の照り焼きに箸はしをつけた。口に運んで、もにもにもにもに……。幸せいっぱいの顔で可愛かわいらしく頰ほお張ばり、

「ふわあぁぁ……美お味いしいぃーっ！」星ほし屑くずが舞まうような歓声をあげる。「玄人くろと君！　このお魚の照り焼き、とっても美味しいわっ！」

「だろ？」

　岩塩をすり込んだマグロに、軽く片かた栗くり粉こをまぶして照り焼きにした物だ。

「柔らかくて、脂がたっぷりのってて、嚙かむとお口の中にコクのあるマグロの旨うま味みがじゅわっと広がるの。甘辛のタレがまた絶品ねっ！　とってもまろやかよ。しょうがとお酒の風味がふんわり効いていて、味わい豊かだわ……ほふほふほふ、こぷんっ！」

「こっちの白身魚のフライも食べてみてくれ。ほら、タルタルソースかけてやる」

「ありがと」

　味の統一性原理──料理人にとっては広く知られた概念だが、この弁当も基本それを押さえている。ベースが海の苔り弁べんだから海産物を中心にまとめてみた。海苔、昆こん布ぶの佃つくだ煮に、マグロの照り焼き、白身魚のフライ……。海の物は海の物、山の物は山の物と、ある程度相性がある。

　そしてビジュアル面においては、キャラの黒髪を引き立てるよう、白みがかった背景になるようにレギュレーション──要するに、おかずのチョイスには結構気を使った。

「あーん、これも美味しい！　美味しいわぁっ。香ばしい衣ころもの歯ごたえが、ふんわりサクッ！　かりかりフワッ！　中の味を引き立ててるの。白くて艶つややかな……これって鱈たらよね？　引ひき締しまった身の食感がたまらないわ。さっぱりした魚の旨うま味みに、つぶつぶいっぱいの甘酸っぱいタルタルがすごくよく合う。キュウン！　わたし、ほっぺたが落ちそうっ！」

「白身魚は脂肪が控えめだからな。他ほかにも色々詰まっちゃいるが、安心しろよ。これでも四百キロカロリー前後に収まるように計算したんだ。太る事はないから、思い切りいってくれ」

「……。そうなんだぁ」

　物もの凄すごくキラキラした目で弁当箱を見る未百合。両手を胸に当てると、うっとりした顔で、

「玄人君のその気遣い、とっても嬉うれしい……。胸がいっぱいって、きっとこういう気持ちの事を言うのね。最高よ。何かもう、ダイエットなんてどうでもよくなってきちゃったかも」

「む、そうか？　それならそれに越した事はないんだが」

「……ウン、わたし、残さず食べるわ。ダイエットなんかもうやめちゃう！　わたし、あなたのお弁当、ありがたく全部食べさせてもらうわねっ」

「ああ、そうしてくれると嬉しい」

「そうする！　ウフフッ」

「あ、この昆布の佃煮も一味違うんだぞ？」

「ぱくっ！　……ふわぁぁ、ほんとだ！　しゃにっとしてて、甘しょっぱくて柔らかい。それでいて後味がしつこくなくて……」

　──実は未み百ゆ合りはいつもこうなのである。何だかんだで玄人くろとが作った物なら、最後には喜んで食べるのだ。

　はふはふ、ほむほむと良い感じにやっている二人ふたり。ところが不意に、どすんっ！

「うわっ？」

　突然後ろから強いプッシュ──誰だれかが玄人の背中にぶつかってきたのは、丁度その時の事だった……。




　　　　　　２




　その日の放ほう課か後ご。

「……ふーん」

　玄人が長い説明を終えると、城じよう之の内うち白しろ奈なは白衣のポケットに両手を突っ込んだまま、彼の顔をジロジロと覗のぞき込むように見た。

「ふーんふんふん。成なる程ほどそういう事か。道理で。それで君はさっきから、そんな苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていたわけか」

「……苦虫を嚙み潰した顔なんかしちゃいません」玄人は言う。「そもそも苦虫ってどんな虫ですか」

「んー？　ウィチェッティ・グラブ？」

「食った事ねえ！　て言うか、それ、別に苦くない筈はずですよ。確たしかアボリジニーが食べるやつでしょう。何かの漫画に旨うまいって書いてありました」

　と、苦虫を嚙み潰したような顔で言う玄人。制服のシャツの襟えりから胸元にかけて、茶ちや色いろの薄うすい染みが点々とついている。結構目立つ染みだ。濡ぬれたハンカチで随分拭ふいたり擦こすったりしたが、これ以上は取れなかったから、クリーニングで染み抜きを頼むしかない。

　現在部へ屋やにいるのは玄人と白奈の二人ふたりのみで、他ほかの部員はいなかった。

　ここは放課後の『料理事件部』の部室である。

　料理事件部とは──？

　平たく言えば、学園の揉もめ事ごと処理を請うけ負う部活だ。この街に溢あふれ返る風変わりな『料理事件』、つまり飲食絡みのトラブルの解決が目的である。当然ながら誰だれにでもできる事ではなく、調ちよう理り師し免許を持っているのが最低限の資格で、更に白奈のお眼鏡めがねに適かなったのは今のところ玄人だけ。二人の腕は互角である。

　もっとも部長の白奈の珍行動が目立つためだろうか（今日きようも試食と称し、中庭の雑草にマヨネーズをつけて食べていた）、部員の高いスペックとは裏腹に、料理事件部の真価はお世辞にも理解されているとは言いい難がたい。

　むしろ。

　怪しい。おかしい。残念だ……。

　口さがない生徒達からは『触らぬ神に祟たたりなし部』とも言われており、本当は相そう談だんに来る者もあまりいないのだった。

　とは言え、設備は充実、室内は小こ奇ぎ麗れいである。ちょっとした事務所風でお洒落しやれだ。

　隅に応接用のテーブルと黒光りする革のソファーがある。中央のスペースは思考中に歩き回れるよう大きく空いており、天てん井じようでは緩かん慢まんにプロペラが回っていた。飾ってある観かん葉よう植物は、幸福の木ことドラセナで、幹の皮が少し剝むけているのは白しろ奈なが味見と称して食べたから。美お味いしいとは言っていなかった……。が、ともあれそんな探究心旺おう盛せいな部長の城じよう之の内うち白奈は、今日も壁かべ際ぎわのホワイトボードと睨にらめっこしつつ、いつものように怪しげな思索に耽ふけっていた。そこに玄人がやってきて、制服の汚れについて説明を求められたというわけだった。

　白奈は制服の上に白衣をまとった、長身の美少女である。

　容よう貌ぼうは日本人離ばなれしていて大人おとなっぽい。

　超然と輝かがやく神秘的な双そう眸ぼう、ロシアの雪原みたいに白い肌、僅わずかに波打ちながら腰まで伸びる豊かな長い髪には不ふ思し議ぎな形状のリボンが飾られており、魅み惑わく的てきかつ妖よう美びである。スレンダーな体たい軀くはモデル顔負けで、腰の位置が非常に高く、これで運動神経も抜群なのだ。思考が煮詰まってくると突然バック宙したりするから色んな意味で大仰天。中身がもう少しだけまともなら、という台詞せりふは彼女のためにある。
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　そして、この街出身の有名な食通──城じよう之の内うち正しよう太た郎ろうの曾ひ孫まごでもあるのだった。

　当然料理に関してはスペシャリスト中のスペシャリストなのだが、それはさておき。

「ま、自業自得だね」

「え？」と玄人くろとは言う。

「それは君、ボスの自業自得だよ」

　ボス、首領の意──。この部における玄人の肩書きだ。過去にあった、とある料理事件に由来するものなのだが、部長の白しろ奈ながそのまま『部長』で、玄人が『ボス』である。

　この部には他ほかに『エース』と『チャンプ』と『リーダー』と『司令塔』が登とう録ろくされており、いずれも強い権限を与えられているが、全すべて幽ゆう霊れい部員だ。白奈のアイデアによるものだから、正せい確かくな意図は分からない。上下に拘こだわらない事を意味しているのかもしれない。

　さておき、白奈は豊かな長髪に手て櫛ぐしを入れると、フワリと搔かき上げて、

「ねえボス、君はまたあの幼おさな馴な染じみとイチャイチャしていたんだろう？　葉は月づき未み百ゆ合りちゃん。うん、確たしかに女のわたしの目から見ても可愛かわいい子ではあるよ。それは認める。愛され系の女、彼のハートを摑つかむタイプの女だとね。尤もつとも、美少女っぷりでわたしが負けているとも思わないけど。とは言え……だ。君は少し彼女に甘過ぎるきらいがあるよ？　こういうのもたまには良い薬だろう。後ろから人にぶつかられてつんのめり、お弁当のおかずにまみれて、シャツが佃つくだ煮にまみれになるっていうのもね」

「ったく、部長……。何をまたわけの分からない事を言ってるんですか。俺おれ達は全然イチャイチャなんかしちゃいません」玄人は肩を竦すくめる。

「そうなのかい？」

「そうですよ。俺はただ弁当を作っただけです」

「弁当」

「海の苔り弁べんです」

　不意に白奈はくるっとホワイトボードに向き直った。そこにマーカーできゅぴきゅぴと文字を書き付ける。

　始まった、と玄人は思う。

　白奈は食べたい物を思いつくと、ホワイトボードに書き込む癖くせがあるのだ。実現する確率は高い。というのも、今も『ロールキャベツ』だの『大蒜にんにくスパゲティー』だの『トマトサラダ』だの、とりとめもなく書かれているが、部活の実習日にはそれら候補から選んだ料理を作る事が多いからだ。今日きようは待たい機き日びだから部室だけれど、実習日には調ちよう理り室しつで色んな料理を作って食べる──それもまた料理事件部の活動の一つなのである。

　今、白奈は『海苔弁当』と書き付けたから、いずれは作る事になるのだろう。

　ともあれ、今日は別段仕事もないようだし、玄人としてはさっさと帰りたいところだ。

　昼休みに未百合と弁当を食べている最中、突然後ろからぶつかってきた変な女──急いでいたのか傍ぼう若じやく無ぶ人じんな性格なのか、謝あやまりもせずにその場を立ち去った──のせいで弁当箱をひっくり返してしまったからだ。せっかく作った弁当は台無しになるわ、制服は汚れるわで散々だった。実に腹立たしい。

　が、こんな事で白しろ奈なに八つ当たりなんかしたくないし……等と考えていると、

「吸血鬼ちゃん、だね」

　ぼそりと白奈はそう言った。

「は？　吸血鬼……？」

　玄人くろとは戸惑う。

「突然何ですか、部長。脈絡ないですね？」

「脈絡はあるよ。さっきの話の続きさ。君がしてくれた説明によれば、去っていくその子の後ろ姿を見て、『血ち倉くらさん』って言ったんだろう、未み百ゆ合りちゃんは」

「ん？　ええ……。確たしかに言ってましたけど」

　それがどうかしたのか、と玄人は思いつつ、

「や、後ろ姿で分かったみたいですね。目立つでっかいヘッドホンしてたんで……。流石さすがの未百合も怒って呼び止めようとしてましたけど、向こうは戻ってくるどころか、謝しや罪ざいの一言もなかったな。一いつ瞬しゆん振り返っただけで、スタスタどっかに行っちまいましたよ。そうです、血倉なんとか。いや本当、あんなアウトローな女には高校入学以来初めて遭そう遇ぐうしました」

　玄人は腕組みして、

「まったく、思い出すだに業ごう腹はらですよ。一体、何年の何組だったんだか……」

　すると白奈はちょっと唐突気味に言った。

「割と最近の事だよ」

「え？」

「件くだんの血倉さんが、この学園に来たのは」

「そうなんですか？」初耳である。

「彼女は転校生なんだ。そしてどうも、そのような渾あだ名なで呼ばれているらしい」

「へえ……」

　よく知ってますね、と玄人は言いかけて、いや知っていても不ふ思し議ぎじゃないかと思い直す。

　白奈は変人だが気のいい性格で、何にでもすぐに首を突っ込む。だからこの学園の色んな事に詳しいのだ。

「しかし吸血鬼ちゃんか……。俺おれ的にはそれ、あまり感心しない仇名に思えますけどね。一体どんな人なんです？」

「うん、それはだ」




　　　　◆　◇　◆




　白しろ奈なの話によれば、その女の子が転校してきたのは一ヶ月程前だそうだ。

　一年Ｄ組の悪名高きアウトロー、血ち倉くら知ち里さと。

　玄人くろとは一年Ａ組だから、実は同じ学年だった。言われてみれば、巨大なヘッドホンを首に掛けた女子を廊下で幾度か見かけた気がする……が、この学校は奇抜なファッションセンスの生徒が多いから別人の可能性もある。

　ともあれ、その態度の悪さはＤ組では有名なのだ。

　血倉はいつも音楽を聴きいていて人の輪わに加わらず──ヘッドホンから洩もれるゴシックメタルを耳にした女子が、それ系の話題を振っても食いついてこないから、あれは音楽好きというわけでなく、交流を拒否する手段なのだと認にん識しきされている。

　顔立ちは冷ややか。良く言えば貴族的。肌は陽ひに当たった事がないように異様に青白く、それを裏付けるように体育の時はいつも日陰で見学だ。昼休みになると一人ひとりどこかに姿を消してしまう。休み時間に水も飲まず、そもそも人前で食事している姿を誰だれも見た事がない。

　一日中、飲まず食わずなのか……？

　妙な渾あだ名なが付いたのは、そういった事情も少なからず影えい響きようしているらしい。

「ううむ」玄人は唸うなり声ごえをあげる。

「どうした、ボス？　眉み間けんに皺しわなんか寄せて」

「いや、部長。俺おれいつも不ふ思し議ぎに思うんですがね……。性格が尖とがってるやつって、どうして食う事にも妙な問題を抱えてる輩やからが多いんでしょう」

「んー、そうだな……。生物にとって最も根源的な事だからこそ、そこに様々な特徴が表れるんじゃないのかな。わたしも人の事をとやかく言えないけどね。さておき、血倉知里に関してはこんな事件があったそうだよ」

「事件？」

「うん。事件だ。素行はもともと悪かったそうだが、この事件がきっかけで非友好的な態度に磨きがかかり、結果、クラスで孤高を貫く流れとなったらしい。まあ、あくまでも噂うわさにすぎないから、どこまで信じていいのかは微妙なものがあるけれど……」

　白奈は実まことしやかに語り出した。




　ある日の放ほう課か後ご、Ｄ組の某女子が血倉家を訪れた。血倉知里が持ち帰るのを忘れた進路調ちよう査さのプリントを届けるためである。

　部活が終わってから出向いたので、外はもう薄うす暗ぐらい。こんな事なら明日あした学校で渡しても良かったんじゃないかと自分に突っ込みを入れつつ、彼女は呼び出しのチャイムを鳴らす。

　ピンポーン。……返事がなかった。

　留守？

　こんな時間になってもこの大きな屋や敷しきには誰だれもいないんだろうか、と首を傾かしげ、彼女が辺りの様よう子すを窺うかがっていると、建物の横手からガサゴソと物音がする。

　ああそうか、庭仕事でもしていたんだな、と彼女はそちらに足を向けた。血ち倉くら家けの敷しき地ちは相当に広く、辺りには花か壇だんや家庭菜園の畑、沢たく山さんのプランターが並んでいるのだ。

　やがてガーデンライトの漠たる光の下、暗くら闇やみに佇たたずむ血倉知ち里さとの背中を見つけた。それで彼女はホッと一息──よかった見つけた、それにしても血倉さん、あんな所で何してるんだろ？

「血倉さぁん」

　声をかける。

　するとビクッ。

　血倉知里は弾はじかれたように振り返った。──見た事もない怖い表情だ。目を見開いて、瞳どう孔こうも開き、まるで見られてはいけないところを見られてしまった人外のよう。

　否、そうじゃない──。

「いやああああああぁぁっ！」

　──見てはいけないところを見てしまったのは自分の方だ。あまりの恐怖に絹を裂くような悲鳴をあげたのは、血倉ではなく彼女自身。怖くて、怖くて、堪たまらないっ！　手にしていたプリントを投げ捨てて周しゆう章しよう狼ろう狽ばい、死に物狂いでその場を逃げ出す。

　彼女は見てしまったのだ。

　振り返った血倉の唇から、夥おびただしい真まっ赤かな血がだらだらと滴したたり落ちていたのを……。




　　　　◆　◇　◆




「……ウワ～～～～～ッ！」

　そして白しろ奈なは両手を大きく広げて脅おどかしの声をあげた。──話のオチをつけたらしい。襲おそい掛かるポーズを保ったまま、どや顔で玄人くろとの反応を窺っている。

　その何とも言えない残念ぶりを見ながら、玄人は耳をほじりつつ、

「ほんと、よく知ってますねー……」

　と、ヒキまくりながら言った。




　　　　　　３




「ったく、何が吸血鬼ちゃんだか……」

　部室を出た玄人は、血倉の所属するＤ組に向かい廊下を歩いていた。七月ともなれば放ほう課か後ごのこんな時間になってもまだまだ明るい。

「料理人の立場から言わせてもらえば、本気で馬ば鹿か馬ば鹿かしい。食材的にも栄養学的にありえねえんだよ。あんな話を聞いちまったら、ますます興きよう味みを刺し激げきされるじゃねえか。一年Ｄ組、血ち倉くら知ち里さとね。……ふん、ついでに昼休みの件もしっかり詫わびてもらうとするか」

　まあ、流石さすがに今日きようはもう帰宅しているだろうけれど。

　とは言え、教室に残っている者が皆無という事はあるまい。Ｄ組の者からなら、件くだんの吸血鬼騒さわぎ──もっと詳しい話を聞ける筈はずだ。

　というわけで、Ｄ組の教室に辿たどり着く。

　思ったよりも残っている生徒がいたので、玄人くろとはそのまま教室に入っていった。

　窓際に集まりお喋しやべりしている者達、教室の隅でゲームをしている者達、その他、仲の良さそうな集団、まあ総じて和わ気き藹あい々あいとした平和そうな顔ぶれだ。結構結構──。

　と、思っていると、

「む……？」

　皆が皆そういうわけではなかった事に玄人は気づく。教室の後方に一つだけ妙な雰囲気のグループを発見したのだ。困ったような声がする。

「ち、ちょっと……。駄だ目めだよ、そんな事するの……」

「うっさいなあ。いいじゃん別に、あいつの席なんだから」

「そうそう、これくらいやった方が向こうの為ためにもなるんだって」

「つーかホラ。うだうだ言ってないで、あんたもやりなよ、円えん藤どう」

「だ……だめだよ。こういうのって良くないよぅ……」

　玄人は眉まゆ根ねを寄せた。

　そこにいるのは四人の女子だ。顔が笑っているから楽しげに見えたが、よく見ればあまり良い種類の笑え顔がおとは言いい難がたい。さもしい笑えみを浮かべつつ誰だれかの机に手をかけている三名の女子を、いかにも気弱そうな一人ひとりの女子──円藤と呼ばれた、肩より少し長い髪を三みつ編あみにした女の子──が、及び腰にたしなめているのだった。

　それが誰の机なのか、何をしようとしているのかまでは分からない。

（遊んでるって感じじゃなさそうだが……）

　どうしたものか、と玄人が逡しゆん巡じゆんしている間にも、円藤はさながら小型犬のようにビクビクおどおどしつつ、しかし果敢に女子三名に食い付いていくのだった。微かすかな震ふるえの混じる声で、

「や、やめようよ……。血倉さんだって、れっきとしたクラスメイトなんだし……」

「はあ？　なーにがクラスメイトだか。いっつも勝手な事して、和を乱しまくってるのは血倉の方じゃん」

「話しかけても無視するばっかでさ」

「むかつくよねー」

「ああいう我わが儘ままな女にはちゃんと分からせてやった方がいいんだよ。そしたら自分が悪かったんだって、反省するかもしんないじゃん。だから机に少し悪戯いたずらしちゃうわけ。言うなれば、これはあたし達なりの思おもい遣やりなのよ。分かるでしょ？」

「わ、わかんない……」

　どうやら。

　素行の悪さ故にクラスで浮いている血ち倉くら知ち里さと。そんな彼女がいない隙すきに嫌いやがらせしようとしている血気盛んな三人を、この円えん藤どうという気弱女子が一人ひとりで止めようとしているらしかった。

「ねえ、やめよう……？」円藤は言う。「血倉さん傷つくよ……」

「ったく、うっさいなー。そうやって円藤はいつも血倉の事をかばってさ。何か弱みでも握られてんの？　あんまりいい子ぶってると、あんたもそのうち標的になるかもよ？」

　うっ、と短く息を吞のむ円藤。もともと下がり気味の眉まゆがこれ以上ない程のハの字を描く。

　流石さすがにこれ以上は黙だまって見ていられない。

「おい！　くだらない真ま似ねはよせっ」

　近づき、一いつ喝かつする玄人くろと。遅れて聞こえてくる雷の音のように、はっとした三人が机から手を離はなした。

「な、何よいきなり？　びっくりしたぁ……」

「あ！　て言うか、この人って……あれじゃない？」

「何だっけ。確たしかあの、事件部の……」

「料理事件部の部員さんっ！」と嬉うれしそうな声で言う円藤。助かったという安あん堵ど感かんがあからさまに表情に出ている。

　それに追随するように三人も口々に言った。

「ああそれそれ、料理事件部！」「あの、料理事件部だよ！」「マジであの、料理事件部っ！」

　料理事件部、料理事件部と、さながら珍ちん獣じゆう扱いである。

　玄人は舌打ちしたくなった。

（ああもう、良くも悪くも目立ちたくねえのに、白しろ奈なのおかげでこんなに有名人になっちまって。ちくしょう……）

　とは言え、ここで引き下がるわけにもいかない。片手で額ひたいを押さえながら、

「……ああそうだよ、俺おれは料理事件部だ。料理事件部で悪かったなっ。で？　お前らの名前は何て言うんだ」

「え？　矢や野のだけど」と不ふ思し議ぎそうに答える一番端の女子。

「田た中なか」とその隣となりの女子。

「江え戸ど川がわ」とその隣の女子。

「あ、わたしは円藤……」

「円藤は知ってる。矢野に田中に江戸川だな。ふん」

　玄人くろとは軽く肩を竦すくめた。

「まあ、お前らの気持ちは分からなくもない。血ち倉くら知ち里さと……確たしかにあいつは態度の悪いやつらしいからな。かくいう俺おれも昼休みに少しばかりやられた。見ろよ、この制服の汚れっぷり。これで謝しや罪ざいの一言もなかったんだ」

　物珍しげにジロジロ見られる。

「だがよ、こういうやり方は賛さん成せいできねえな。文句があるなら一対一で直接言えよ。本人のいないところでコソコソやるなんて卑ひ怯きようじゃねえか。そんなの弱虫のやる事だろ。なあ？」

　矢や野の、田た中なか、江え戸ど川がわの三人は決まり悪そうに顔を見合わせた。

「……こんな事言ってるけど、どう？」

「……んー、流石さすがだね、料理事件部」

「……やっぱ言う事違うね、料理事件部。まあ料理事件部だもんね」

「そんなに何度も言わなくていいっ」玄人は思わず突っ込む。「俺だって恥ずかしいんだ。少しは控えようか！」

「ふーっ。……もういいや、何か白しらけちゃった」

　低い声でそう呟つぶやき、三人はお互いを肘ひじで突き合った。行こ行こ、と囁ささやきを交わして、じろりと円えん藤どうを一いち瞥べつ。そして、

「……覚えてなさいよ、円藤。あんたも血倉みたいにハブっちゃうからね！」

　八つ当たり気味にそう言い、足早に教室を去ろうとする。その場に一人ひとり取り残された円藤の顔色は、目に見えて青くなっていた。

「おい、待てよお前ら。ちょっと訊ききたい事が……」

　引き止める玄人だが、三人組は背中を向けたままで振り返らない。ある意味潔いさぎよくスタスタと足早に教室後方のドアに向かい──。

　と、不意に三人の歩みがぴたりと止まったのだ。

（む？）

　どうしたのかと目を向ければ、そこに展開していたのは不ふ穏おんな光景。

「あ」

　円藤がぼそりと言う。

「血倉さん……」

　噂うわさをすればだ。

　三人の視し線せんの先──教室のドアと廊下の狭はざ間まに、件くだんの血倉知里がいた。

　血倉は唇を引き結び、細い眉まゆを逆立てて三人を睨にらんでいる。ギロッ……。首に掛けたヘッドホンから現在音は聞こえず、その表情は明らかに平静を欠いており──どうやら今の騒さわぎを廊下からずっと見ていたらしい。バッドタイミングだ。

「……」

　血ち倉くらは何も言わない。一触即発のただならぬ雰囲気の中を唇を引き結んだまま、ツカツカと三人に近づいていく。そして至近距きよ離りで立ち止まった。

　無言で睨にらみ合う血倉と三人の女……。

　修しゆ羅ら場ばであった。

　やがて特に前触れもなく、血倉は平手を勢いよく上に振り上げた──矢や野のに平手打ちを見み舞まうつもりだろう──ここからでは矢野の背中しか見えないが、おそらく反射的に目を閉じている筈はず。ぐっと肩を持ち上げて、身を固くしているからだ。

　ところが。

（あ？　何だ……？）

　玄人くろとは思わず目を瞠みはる。それはどう言えばいいのか──不可解な光景だった。

　振りかぶり、矢野の頰ほおを張る寸前だった平手を、何な故ぜか血倉が途中で止めたのだ。

（……？）

　矢野の怯おびえた素振りを見ただけで気分が満足──という感じではない。血倉の態度からそれは明らかだ。空中でぴたりと止めた手を引っ込めはしたが、血倉の顔はまだ怒りに紅こう潮ちようしており、眉まゆも逆立ったままで、つまりはテンションを保ったままなのだ。

　事態は未いまだ継続中、修羅場進行中──。

「えっ……？」

　呆あつ気けに取られたような声を出したのは田た中なかか、それとも江え戸ど川がわだったろうか。

　血倉がツカツカと三人の横を通り過ぎ、こちらへ近づいてきた。

　どういう事だ……？　玄人も意味するところが分からない。しかしながら、それから起こった事を手短に説明するとこういう事になる。

　──血倉知ち里さとは円藤の傍そばまでやってくると、両手で思いっきり彼女を突き飛ばした。

「余計なお世話なのよっ！」と居い丈たけ高だかに言い捨てて。

　どん！

「きゃあっ？」

　その勢いは思った以上で、円藤は腰を後ろの机に強したたかに打ちつけた。椅い子すの倒れる音が教室に響ひびき渡り、円藤はそのまま床に惨みじめな尻しり餅もちをつく。──痛そうだった。

　そんな可哀かわい想そうな円藤を見下すかの如ごとく、血倉は尖とがった顎あごを反らして、

「フフン！」

　鼻でせせら笑う。

　そして血倉知里は踵きびすを返し、一人ひとりでさっさと教室を出ていってしまったのだ……。




　玄人は黙もつ考こうする。

（やれやれ……。まあ、客きやつ観かん的てき事実だけを要約するとこういう事になるな）

　血ち倉くらのいぬ間に悪さをしようとしていた矢や野の、田た中なか、江え戸ど川がわの三人娘──あんたもハブっちゃうぞ的な言動から、クラスにおける反血倉セクトの筆頭格と思われる──そんな彼女達の悪行を、気弱女子の円えん藤どうは止めようとしていた。その一部始終をくしくも廊下から見ていた血倉知ち里さとは、当然ながら立腹だ。三人のもとへ歩み寄ると、強烈な平手打ちをお見み舞まい──

　……せずに、何な故ぜか途中で手を止めた。そして自分をかばってくれていた感かん謝しやすべき存在であるところの円藤を突き飛ばし、鼻でせせら笑い去っていったのだ。

（ふん、なかなかそんな真ま似ねはできねえな）




　さて。啞あ然ぜんとその場に立ち尽くしていた矢野、田中、江戸川だったが、やがて弾はじかれたように円藤のもとへと駆け寄ってきた。

「ち、ちょっと！　大丈夫、円藤っ？」

「凄すごい音したけどっ」

「尾てい骨とか折れてないっ？」

　三人に支えられ、ふらふらしながら円藤は起き上がる。

「だ、大丈夫……」ぎこちなく笑って、「これくらい何でもないよ。尾てい骨も平気だし。それより矢野さん、田中さん、江戸川さん、ありがとね」

　円藤──健けな気げな性格の女子だった。

「や、これくらい、礼とか言われる事じゃないけどさ」と矢野。

「それにしても、あいつ……血倉だよ！」田中は露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめた。

「あたし達に敵かなわないからって、円藤に八つ当たりするなんて」不快げに言う江戸川。

　そして共通見解はこうだった。

「血倉は手の施しようがない性格ブスだよ！　あの女、やっぱ最悪！」

　血も涙もない、あいつはマジで吸血鬼みたいな女だ……と、三人は憤ふん懣まんやるかたない口く調ちようで盛り上がる。共通の敵が存在する集団は結束力が強くなるらしいが、そんな微妙に転倒した友情トークに、円藤は賛さん同どうも迎合もしなかった。ただ、どこか呆ほうけたようなぼうっとした顔で、うんうんと気のない相あい槌づちを打ち続けていた。




　が、玄人くろとはしっかり見たのだった。

（位置関係のせいで見えちまった……。ま、あの三人がいた場所から、あれは視認できなかったろうな。当然、教室に残っていた他ほかの連中からも見えない角度だった）

（そう、あれは俺おれにだけ見えたんだ。なかなか面おも白しろいじゃねえか）




　　　　◆　◇　◆




　所変わって。

「さてさて、とりあえず円えん藤どうちゃん」と白しろ奈なは言った。「んー、円藤……？」

「佐さ耶やです」

「くふふ」白奈は琥こ珀はく色いろの液体がなみなみと注がれたグラスを手渡し、「これを飲むといい、円藤佐耶ちゃん。麦茶、よく冷えてるよ」

「ありがとうございます。頂きます……」

　料理事件部の部室に、玄人くろとと白奈と円藤はいた。

　先程、炎の如ごとく盛り上がり、炎の如くあっという間にテンションが下がって、さくっと教室を出て行ってしまった矢や野の、田た中なか、江え戸ど川がわの三人──。彼女達の帰宅後、ぽつんと取り残された円藤を玄人がここへ連れてきたのだ。

　おやボス、帰ったんじゃなかったのかい、と初め白奈は目を丸くしたが、円藤の姿を見た途と端たん、キラーンと顔を輝かがやかせた。依頼人が滅めつ多たに来ないせいだろう。殆ほとんど揉もみ手てせんばかりの勢いで──さあさあさあ、こちらへどうぞどうぞ──黒光りする応接用ソファーに無理やり円藤をふんぞり返らせると、嬉き々きとして冷たい麦茶を運んできたのである。

「え？　え？　あのっ、あたし、別に依頼をしに来たわけじゃ……」と、怯おびえる円藤に白奈は遠えん慮りよする暇を与えず、まくし立てる。

「いやー、分かってる。分かってるよ！　心配しなくていい。料理事件部の名にかけてトラブルは必ず解決しよう。泣きたいなら胸も貸そう。さあ、気の済むまで思い切り泣いてくれ」

　うんうんと頷うなずきながら、すっかり悦えつに入っている白奈。……これは断りづらい。

　玄人が円藤を部室に連れてきたのは、勿もち論ろん白奈を喜ばせるためではなかった。

　あの時、ぽつんと取り残されて落ち込んでいる円藤が、

「ど、どうしよう……。あたしが騒さわいだせいでこんな事に……」

　あたし、どうしたらいいんでしょう、と途方に暮れたように訊きいてきたので、

「そんなの知らねえよ」

　自分の事は自分で何とかしろ、と最初は放置して帰ろうとしたのだ。だが、ちらっと振り返ると彼女は凄すごくしょんぼりしている。思わず足が止まった。玄人はイライラと頭を搔かいて、

「……クソッ！」

　戻ってきた。そして、「来い！」

　怯える円藤をここまで無理やり引っ張ってきたのだった。

　玄人は大きく息を吐き、自分を納得させる。

（こんなの俺おれの柄じゃないが、成り行きだから仕方ねえよ。それに一応、この部のコンセプトにも基づいている事だしな……）

　コンセプト。

　そう、もともとこの料理事件部は、城じよう之の内うち正しよう太た郎ろうの理念に着想を得て、曾ひ孫まごの白しろ奈なが起たち上げたもの。美お味いしい物を食べればどんな難なん題だいも解決するという、城之内小説のゴールデンルールが絵空事ではないと、世間に知らしめていくのが中心的テーマなのだ──。

（ってのは、まあ、白奈が一人ひとりで熱あつく語ってるだけなんだが）

　玄人くろとは鼻の先をぼりっと搔かく。

（いいさ。俺おれはその辺の細かい事は気にしねえ。単に交換条件で入っただけなんだからよ）

　実際のところ、白奈の崇すう高こうな理念は全く生徒達に伝わっていない。

　それどころか、むしろ皆の反応は突っ込み混じりだ。

「だって、『料理』に『事件』がついた時点で既におかしいでしょ！」

　……まったくだぜ、と玄人も思う。

　おかしい。奇き天て烈れつ。触らぬ神に祟たたりなし。

　更に部長である白奈のキャラも相まって、平へい穏おんかつ目立たない学園生活を望む者にとっては畏い怖ふの対象なのである。そんな場所に半ば強制的に連れてこられた円えん藤どうの心細さたるや、如い何かばかりか？　話を切り出すまで彼女はずっと縮ちぢこまり、ビクビクしていた。

　だがそんな時、白奈が不意に立ち上がると、白衣をバサッと翻ひるがえして言ったのだ。

「大事な事を忘れていた！」

　むっ？　良い台詞せりふでも言うつもりか、と玄人は思う。

「わたしとした事がうっかりしてたよ。ウェルカムドリンクの麦茶だけでは物足りなかっただろう。ちゃんと茶菓子も出さなければな！　全速力で取ってくるから待っていてくれ」

「全然大事じゃねえ？　て言うか、全速力で行かなくていいですっ」

「何を言う、ボス」片かた眉まゆをピクン。

　玄人の突っ込みがお気に召さなかったのか、白奈は「どっこいしょーいち」と寒気がするような事を言いつつ、隣となりに座っていた彼の膝ひざをわざわざ跨またいでいこうとする。

「会話を円滑に進めるためには、まずは物理的に口を動かすのが大切。こんなのは料理心理学の初歩の初歩だよ。気分は動作に影えい響きようされるものなのさ。とにかく、今とっておきの最も中なかと芋いも金きんつばを持ってくるから……って、ほっ？」

　危ねえっ、と玄人が声をあげようとした時にはもう遅かった。

「ひゃあーっ！」

　わざわざ長い足を見せびらかそうと玄人を跨いでいった白奈が悪い。跨いだ先でツルッと足を滑らせ、がくぅんと大きくバランスを崩す──玄人にはそれがスローモーションで見えていた──白奈はまるでオーバーヘッドキックをするように綺き麗れいに宙を舞まい、ド派は手でに転倒した。

「あ、あいてててて……」

　壮絶な格好で尻しり餅もちをつき、頭を押さえてふるふると振っている長身の美少女。

　残念だ、と玄人くろとは心の底から思う。外見がスーパーモデルなだけに、白しろ奈なの中身の疎おろそかぶりは本当に残念だった。

「だ、大丈夫ですか……？　物ものっ凄すごい転びっぷりでしたけど」円えん藤どうがこわごわ言う。

「お尻が！　お尻が二つに割れてしまった！」

　そのボケも残念極まりない。

「あ、あはは……」

　円藤は乾いた声で愛あい想そ笑わらいする。とは言え、乾いていても強こわ張ばっていても笑え顔がおは笑顔だ。

　結果的に白奈のその転倒パフォーマンスで彼女はリラックスしたらしく、訥とつ々とつと事件について語り始めたから、閃ひらめき系白奈の面めん目もく躍やく如じよと言って良いかもしれなかった。




　　　　◆　◇　◆




　そして。

　彼女の相そう談だんを聞く事、しばらく。

「くふふ、成なる程ほどね」

　と、白奈は言った。

「煎せんじ詰めれば円藤ちゃん、君は血ち倉くらちゃんの事を心配している。少しくらい自分が酷ひどい目に遭っても関係ない。それくらい、とてもとても心配している。彼女を助けてあげたいのは、要するに──そういう理由なんだね？」

「だから血倉をあんなに頑張ってかばっていたわけか」玄人は言う。

「そう……ですね。何だろう。心配って言うか、何て言ったらいいのか……」

　クラスの誰だれとも相あい容いれる事のないアウトローな女、血倉知ち里さと。彼女を皆に溶け込まそうと、円藤佐さ耶やは前々から、控えめながらも粘ねばり強く、あれこれ尽力していたと言う。

　その理由は何の事はない。例の吸血鬼騒さわぎに遭遇した張本人が、彼女だったからだ。

　日暮れに血倉家を訪れ、口から真まっ赤かな血を垂れ流している血倉知里を見たのは──誰だれあろう、この円藤佐耶であった。

「別にあたし、悪気とかがあったわけじゃないんです。こんな大変な噂うわさになって、血倉さんとクラスのみんなが拗こじれちゃうとは思わなかった……。あたし、ただ……怖かったんです。本当にわけが分からなくて……。あの、情けない話なんですけど、あたし、もともと怖がりで、子供の頃ころに吸血鬼が出てくる映画を観みてから、少しトラウマみたいな物があるんです。だからその時は凄く恐ろしくって、友達に電話で話を聞いてもらおうと思った。で、話をしたんですけど、そしたらもう、次の日には噂になっちゃっていて……」

　それは最悪の成り行きだった、と円藤は言う。

　翌日のクラスは朝からその話で持ちきりだ。こそこそと皆が耳打ちする中で、たった一人ひとり血ち倉くらが自席で机の表面を睨にらむように見ている。血倉に噂うわさの真相を訊きこうとしている者もいるが、彼女に歩み寄りの気け配はいはない。眉まゆを寄せ、顔を不自然に強こわ張ばらせて、頑かたくなな態度に拍車がかかっていた。興きよう味み津しん々しんなクラスのムードが態度をより意い固こ地じにさせているのだ。

　見るに見かねた円えん藤どうは、ひとまず教室から血倉を連れ出そうとしたという。

　おそるおそる手を差し伸べて、

「ち、血倉さん……。あ、あの、昨日きのうの事でお話したいから、その……」

「やめてよ」

　ぱあんと強く手を払われた。ショックで愕がく然ぜんと立たち竦すくむ円藤。そして血倉もまた自分のした事にたじろぐように傷ついた顔で立ち竦んでいる。が、

「……あなた、ちょっと馴なれ馴なれしいのよっ」

　頭ごなしに怒ど鳴なりつけ、おかげで円藤はビクッ！　何も言えなくなってしまった。

　クラスメイトは一様に眉まゆを顰ひそめ、「何あれ」「今のは流石さすがにあんまりだろ」「ひでーよ」「血倉さんってマジ性格悪い」と不快感をあらわに。

　結果として血倉はその日、クラス全員の決定的な反感を買ってしまったのだった。




「……結局あたし、あの時の罪悪感からこんな事してるのかな」

　円藤は辛つらそうにうな垂れて言う。

「そう。きっと血倉さんの事を心配してるわけじゃないんです……。あたしがこんな風に色々してるのは、ほんとの事から目を逸そらしたいから。血倉さんのためみたいに言い訳して、実際はただ自分を安心させたいだけなんです……」

　自じ虐ぎやく的てきに呻うめく円藤。顔をあげて、

「あたし……やらしいですよね？」

　瞳ひとみにはうっすらと水の膜が張っている。

　玄人くろとは静かに首を横に振った。

「そんな事ねえよ」

「え？」

「あんまり自分を卑ひ下げするもんじゃない、円藤。お前は血倉を助けようとこんなに頑張ってるじゃねえか。きっかけが罪悪感だから何だよ。こういうのは料理と同じでさ、実際に行動するのが大切なんだ」

　にやりと笑ってみせた。

「それにな、罪悪感ってのは言うなりゃ正義感の裏返しだ。悪いやつなら、そもそも自分の事をやらしいなんて思わないんだよ。お前は心が綺き麗れいなのさ。ま、バナナみたいなもんだな」

「……バナナ？」

「表面がどうあれ、一皮剝むけば真っ白でつやつやって事だよ。むしろバナナの黒い部分はシュガースポットって言ってな。糖とう分ぶんたっぷりで旨うまいんだ。だからもっと自分を信じろ」

「玄人くろとさん」

　円えん藤どうは胸の前で両手を組み、ひたと玄人を見つめる。ほんのり顔を赤く染めて、

「一見ぶっきらぼうだけど、本当はとても優やさしいかたなんですね。それに博はく識しき……」

「そ、そんなんじゃねえよ。俺おれは別に」

　と、そこで白しろ奈なが、ほっ！　と頓とん狂きような声をあげた。

「しかし、どうも今一つぴんとこないな」

「はい？」

「ねえ円藤ちゃん、君は本当に血ち倉くら知ち里さとが……その、口から？　大量の血を？　たぽたぽと垂れ流しているところを？　見たっていうのかい？」

　ありえない、と両手をフワッと広げて白奈は言う。

「まさか……噓うそついてたりしないよね？」

「あたし、噓なんかついてません。そんな事で血倉さんを傷つけて、一体何の意味があるんですか。あたし、確たしかに見たんですっ」

　背筋を伸ばしてはっきりと言う円藤。その様よう子すを見る限り、虚偽の証言ではないようだ。

「むー……。だとしたら、興きよう味み深ぶかい事態ではあるんだが」白奈は顎あごに手を当てて考え込む。

「本人が釈明してくれりゃあ、話は早いんだがな」

　玄人の言葉に円藤はふるふるとかぶりを振った。

「駄だ目めなんです……。血倉さん、まともにコミュニケーションしてくれなくて。あたしがいくら話しかけてもいつも知らんぷり。どうしてなんだろう？　分からないです。本当は良い子だって、あたし、ちゃんと知ってるのに……」

　円藤は切なげに眉まゆ根ねを寄せて俯うつむく。部室に重たい空気が満ちた。

　と、

「くふふ！　まあいいだろうっ」

　空気を読んでない声を出したのは白奈だった。飛んでる女だから仕方ない。

「何はともあれ、心配いらない。わたし達、料理事件部にはお決まりの手段があるんだよ。解決してあげよう。ねえ円藤ちゃん。明日あしたの昼休み、もう一度ここに来てくれるかい？　チャイムが鳴ったらすぐにだよ。アウトローな吸血鬼ちゃんを見事退治してご覧らんに入れるから」

「退、治……？」

　円藤は一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をすると、慌てた口ぶりで、

「ち、ちょっと待ってください！　血倉さんに乱らん暴ぼうな事をするのはっ」

「心配ご無用。手荒な真ま似ねをするつもりはないよ。だってわたし達は料理人だ。つまりはグルメだ。そしてそれ以前に知性と感情を備えた、れっきとした同じ学園の生徒なんだからね」

「え……？　だ、だったら、どういう事なんです？」

「わたし達は、ただ料理を食べさせるだけだよ」

「料理？」

　円えん藤どうは今度こそ本気で意味が分からないという顔をして、「何がどうなって、料理……？」

　白しろ奈なはそれには答える事なく──と言うより聞いていなかったらしく、片かた肘ひじを曲げて拳こぶしを握ると、ビシッと人差し指だけ立てた。そのまま顔の高さまで掲げ、意味ありげに玄人くろとの方を見る。そして、パチッ──光ひかり輝かがやく宝石の瞳ひとみでウインク。いつもの合図をした。

　……あーあ。白奈のやつ、また例のアレをやる気かよ、と玄人は思わず遠い目になる。長い溜ため息いきを吐ついていると、白奈にパチッ、パチッと続けざまにウインクされ、急せかされた。

（クソッ！　これがなきゃあ、まだこの部もいいんだけどな……）

　とは言え、部のルールとして強要されているのだから仕方ない。玄人は真まっ赤かになりつつも白奈と同じポーズをしてみせた。恥ずかしさで手が震ふるえる。

「じゃあいくよ、ノリノリポーズ！」

　そして白奈が高らかに言った。

「美お味いしい物を食べれば、それで全すべては解決なのさ。ねえ、ボス！」

「おう、部長！」引ひき攣つった笑え顔がおの玄人。

　キラッと目配せっ！

　そして二人ふたりはヒップアタックの如ごとくお尻しりとお尻を寄せると、声を合わせて──何かを振り切ったようなハイな口く調ちようで、

「「わたし達は料理事件部っ。依頼は二人で美味しく……料理で解決さっ！」」

　歯を食くい縛しばり、真っ赤な顔で羞しゆう恥ちに耐える玄人と、スーパーモデル風の美女が恥ずかしい決めポーズ。その様は非常に痛々しく、誰だれもが目を背けたくなると言っても過言ではない。

「……。よ、よろしくお願ねがいします」

　ヒキまくりつつ、しかし、それでも律りち儀ぎにお辞儀をする、お人ひと好よしの円藤佐さ耶やだった。
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　翌日玄人は登校すると、Ｄ組の様よう子すをふらりと見に行った。根拠のない確かく信しんに満ちている白奈と違い、割と客きやつ観かん的てきなタイプである。普ふ段だんの血ち倉くら知ち里さとを取り巻く状況がどんなものか、自分の目で確たしかめてみようと思ったのだ。

「……むう」

　廊下から見て思わず唸うなる。正直あんまりな光景だった。

　Ｄ組の一番後ろに血倉の席はあるのだが、さながらそこだけ孤島の如ごとしだ。ぽつんと一人ひとり席につき、ヘッドホンしている血倉の周辺には誰も人がいない。クラスのほぼ全員が過剰に距きよ離りを取っていた。無視を決め込んでいる者もいれば、心配そうにチラチラ覗のぞき見みしている者もいるし、例の三人──矢や野のと田た中なかと江え戸ど川がわは窓際に陣取って、あからさまに睨にらんでいる。

　血ち倉くらはあちこちから様々な種類の視し線せんを受けつつ、それでも平然と──しているようには見えない。クールに音楽を聴きいている風を装っているが、血色の良くない唇を引き結んで、瞳ひとみの色は明らかに寂しそうなのだ。

　当然そんな彼女を可哀かわい想そうに思う生徒がいない筈はずはなく、代表が円えん藤どう佐さ耶やである。彼女は例によっておずおずと気弱に話しかけようとするのだが、血倉はフンと鼻を鳴らし、どこまでも冷たく無視するのだった。

（あーあ。ったく、しょうがねえなあ……）

　この頑かたくなさ、おそらく意地になってしまっているのだろう。

（どうも白しろ奈なは正しかったようだ）

　玄人くろとは思う。

　この拗こじれた状況に迂う闊かつに部外者が口を出したら、よりまずい事になるのは明白だ。誰だれが良いとか悪いとかそういう単純な問題ではないし、押しても引いても簡かん単たんには解決しないだろう。確たしかにこの面めん倒どうな事態を収拾する手段は料理以外にない。
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　そして昼休みが始まる五分前──。

　玄人はポケットに両手を突っ込み、廊下の壁かべに背中を預けて待っていた。やがて四時間目終了のチャイムが鳴り、それと同時に教室から出てきた血倉知ち里さとに、よう、と声をかける。

「待ちくたびれたぞ」

「キャッ？」

　飛び跳ねるように身体からだを震ふるわせる血倉。びっくりしたらしい。

「……って、何だ。昨日きのうのあなたじゃない。脅おどかさないでよ」眉まゆ根ねを寄せて言う。

「別に脅かしちゃいない。不意を突かれたからって可愛かわいい声とか出してるんじゃねえよ、血倉知里。って言っても、まあ実際あれなんだがな。本当のお前は可愛かわいくて、性格の良い子なんだが」

「何ですって？」顔が僅わずかに強こわ張ばった。

「あ、今のはちょっと言い過ぎた」

　俺おれはそういうキャラではない、と玄人は静かに首を振る。今のは彼女の反応が新しん鮮せんだったので、思わず口をついて出てしまっただけだ。

「……あなた、わたしをからかってるの？」

「いいや。言い過ぎはしたが、からかってはいねえよ？　何せ、昨日きのうのあれを見ちまったからな。お前が円えん藤どうを突き飛ばした時、俺おれのいた角度からはしっかり見えたのさ。おかげ様で血ち倉くら知ち里さとがどういう人間なのかは、他ほかのやつより分かってるつもりだ」

　血倉の黒目が一いつ瞬しゆん揺れた。それからキッと唇を嚙かんで、

「……わたしを馬ば鹿かにしたいんでしょう」

「だから、そんなのじゃねえって」

　血倉は口を引き結び、しばらく玄人くろとを鋭するどい目つきで睨にらんでいた。が、相手が動じない事に業を煮やしたのだろう──ぷいっと顔を背けると踵きびすを返し、足早にその場を去ろうとする。

「あ、待てよ？」

　玄人は慌てた。

「ったく、気が短いやつだな……。だから待てって、おい。そんなにつんけんしてんじゃねえよ。カルシウム足りてないんじゃねえのか？　さては牛乳飲んでねえだろ。毎日飲んだ方が体にも美容にも良いんだぞ……って、うむむ？」

　玄人が目を丸くしたのは、背中を向けていた血倉が肩をいからせ、ツカツカと足音高く引き返してきたからだ。あっちへ行ったりこっちへ行ったり忙せわしないやつだ、と思っていると、

「お？」

　出し抜けに血倉が首に掛けていたヘッドホンを外す。よく見るとワイヤレスだ。そして、かぽんっ！　無造作に玄人に被かぶせた──って、おいまさか──血倉は小型のリモコンを手早く操そう作さして、

「ぎゃあああぁぁぁ……！」

　案の定、ゴスメタルの大だい音おん響きようが彼を襲おそった。

「ぁぁぁああああ……って、何しやがるっ？」

　がばっとヘッドホンを外した玄人に向かい、血倉は嚙み付くように言う。

「つべこべうるさいわね！　どうせいつも牛乳飲んでないわよっ。牛乳飲んでなくて悪かったわね。貧相なスタイルで悪うございましたね！」

「は……？」

　玄人はきょとんとした。それから頰ほおをぽりっと軽く搔かき、

「……なあ血倉、俺はスタイルがどうだなんて、一言も言っちゃいないんだが」

「え？」

「俺は牛乳が体に良いって言っただけだ。他意があったように聞こえたか？　だとしたら、そりゃあ完全に誤解だ。確たしかにお前は瘦やせ型がたかもしれねえが、俺はもっともっと格段に瘦せてるスーパーモデルみたいな女を知ってるよ。だからほんとに何とも思ってねえ」

　血倉は少し恥ずかしそうに唇を嚙んだ。

「まあ、あんまりピリピリしてんなよ。そんな風に肩かた肘ひじ張ってるから、些さ細さいな事を被害妄想気味に受け取っちまうのさ。もう少しリラックスしろよな」

「……ふんだ」彼女は静かに息を吐いた。

「それよりだ。俺おれはお前を招待しに来たんだ」

「招待？」目を丸くする血倉。

「そう。そのためにずっと廊下で待ってたんだよ。面おも白しろい体たい験けんさせてやる。来な」

「イヤ」

　即答された。

　一考もしていない事が丸分かりの、タイムラグゼロの反応速度だった。

「……何でだよっ？」

「行きたくないからよ。わたし、別に面白い体験なんかしたくないわ。さよなら」

　ばーい、と冷ややかに手を振って踵きびすを返す血ち倉くら知ち里さと。そのまま廊下の向こうへと歩き出す。

　が、

「待て」

「キャッ？」

　血倉の手首を玄人くろとが素す早ばやく摑つかんだ。

「あなた、突然何を……っ？」

「お前が逃げるからだ。なあ血倉、そうやって人を突っぱねてばかりいると、色んな物を取り逃がしちまうぞ。身近にある善意とか、出来立てホヤホヤの料理とか、そういった物をよ」

「な、何を言っているのよ……」

「いいから来いって。勇気が出ないなら俺が無理やりにでも連れていってやる」

　ぐいっ。

「アッ！　ちょっとっ？」

　玄人は血倉の手を引き、廊下を強引に引っ張っていく。牽けん引いん車しやみたいだ。

「や、やめてよ。何だか知らないけど、誘ってくれたのが嬉うれしくないわけじゃないわよ。本当はちょっぴり興きよう味みあるわ。だけど、その、何て言うか……あまりわたしと関かかわると」

「関わると何だよ？」玄人は血倉の手を摑んだまま言う。

「あなたも知ってるでしょう。わたしと関わりを持つと、その、きっと変な目で……」

「はあ？　俺はそんなの全然気にしねえよ。いいから来い」

　血倉は顔を赤くした。

「さておき血倉。お前も料理事件部の噂うわさくらいは聞いた事あるよな？」

　玄人はずかずか歩きながら言う。

「言わずと知れた学園一の変な部！　と、言ってる俺もそれなわけだが──って、何をノリツッコミしてんだ俺。勘違いするな。俺は白しろ奈なに無理やりやらされてるだけなんだからな。そこは声を大にして言っておくとして……招待ってのはその流れでさ、料理事件部の城じよう之の内うち白しろ奈な部長が直じき々じきに、お前にご馳ち走そうしたい物があるんだとよ。ふん、四時間目の授業をちゃっかり抜け出して、第一調ちよう理り室しつに仕込みは万全。先程からお待ちかねなのさ。是非とも一いつ緒しよにランチを楽しもうじゃねえか」

「え、っと、つまり」血ち倉くらは目を白黒させつつ、「何？　これは……昼食のお誘いなわけ？」

「要はそういう事になる」

「ふうん……」

「何だよ、ふうんって？」

「わたし、こんな風に昼ご飯に誘われたのって、初めてだから」

「成り行き上しょうがねえだろ。普ふ段だんの俺おれはこんなに積せつ極きよく的てきじゃない」

　階段で二階へ向かう。最初の押し問答で多分に時間をロスしたため、廊下は混んでいた。通り過ぎる大勢の生徒達に微妙に羨うらやましげな視し線せんを送られつつ、玄人くろとと血倉は階段の踊り場をくるりとターンＡターン、いや、単に急角度で曲がっただけなのだが、階段を一気に駆け下り、そのまま廊下を足早に進む。第一調理室は角を曲がればすぐそこだ。

　と、角を曲がった途と端たん、意外な人物にばったり出くわした。

「……玄人君っ？」

「あ？」

　そこで胸に教科書を抱えて立ち尽くしていたのは、幼おさな馴な染じみの葉は月づき未み百ゆ合りだった。

　ガーン！　と、何な故ぜかは分からないが、フライパンで頭を叩たたかれたような顔をしている。

「何だよ、未百合？　こんな所で何やってんだ？」

「わ、わたし……。あのっ、図書室に本を返却しようと思ってっ」

「本？」

　よく見たら、未百合が抱えているのは教科書ではなく普通の書しよ籍せきだ。図書室は二階。

「って、そんなの弁当食べた後にでも、のんびり返しに行けばいいじゃねえか。何もそこまで挙きよ動どう不ふ審しんにならなくたって……って、あ！　もしかしてお前、また昼飯を抜くつもりじゃあ」

「そ、そんなつもりないわっ！」

　未百合は黒髪を振り乱し、激はげしくかぶりを振る。

「お弁当は持ってきてるし、ちゃんと食べるわっ！　だってわたし、昨日きのう玄人君に約束したもの。ダイエットはもうやめるって。わたし、誓いは絶対に破らないわ。あなたの言いつけは絶対に守る女の子よ。知ってるでしょうっ？」

　何だ何だ、と玄人はたじろぐ。そりゃまた何とも大おお仰ぎような……と、普通に突っ込みを入れるのが躊躇ためらわれるくらい、未百合が真剣に主張するので、思わず首を縦たてに振っていた。

「お、おう。そうだったっけ？」

「そうだったのよ」

　未み百ゆ合りは本をギュッと抱きしめ、潤うるんだ瞳ひとみで切なげに訴える。

「わたし、食べるのが遅いから、先に本を返しちゃいたかったの……。それだけよ。昼休みが終わるまで、ゆっくりお弁当を食べていたかったから」

「そうかい。まあ人間、飯くらいはまったり食いたいもんだしな」

「ええ、そうしたいわ。だけど……」

　そこで未百合が不ふ思し議ぎな事を言い出した。

「ヘッドホン」

「え？」

「放ほう課か後ごは、わたしも急いでヘッドホンを買いに行かないと……」

　俯うつむき、自分に言い聞かせるように呟つぶやく未百合。──意味不明だった。唐突な話題の飛ひ躍やくについていけず、玄人は訊きく。

「おい未百合、何でまた突然ここでヘッドホンが出てくるんだ？」

「だって」未百合は玄人くろとの後ろにいる血ち倉くらにチラッチラッと目をやって、「あなたって、その、ヘッドホンがよく似合う女の子が好きだったり……するんでしょ？」

　うーむ。

　玄人は思わず汗をかいた。

（……こいつ、時々こんな風に勘違いちゃんになっちまうんだよなあ）

　頭の中に一人ひとりで色々溜ため込むタイプの未百合さん。どうやらまた何か変な事を考えてしまっているらしい。自分の世界に浸ひたっているようだし、多た分ぶんそっとしておいた方が良いだろう。

「俺おれはヘッドホンには興きよう味みねえよ。じゃ、そういう事だから」素す早ばやく先に進もうとする。

「噓うそよっ！」

　ところが未百合が長い黒髪を振り乱し、切実な表情で立ちふさがるのだ。

「玄人君ったら、そうやって優やさしい噓吐ついて……。わたし、誤ご魔ま化かされないからっ！」

「お、おいっ……？」

　細い眉まゆをハの字にして、上目遣いで見つめてくる未百合。伝でん播ぱしてくる強い感情。誰だれもが彼女を庇ひ護ごし、抱きしめてあげたくなる──って、違う違う。玄人は首を振った。

「未百合。お前、少し頭冷やせ」

「わたし、泣かないわ……。だからお願ねがい、正直に言って。ヘッドホンの似合うスタイリッシュな血倉さんがあなた好みの女の子なのよね？　心変わりしたのはそういう理由なんでしょう？　だからそうやって手なんか繫つないで……」

「あーもう、そんなんじゃねえよっ。ったく、何なんだよ。未百合、お前たまに思い込みが激はげしすぎるぞ？　何をどう早とちりしてるのかは分からんが、俺はヘッドホンには興味ない。て言うか、普通のイヤホンで充分だ」

「イヤホン？」血倉が耳ざとく反応して、「どうやらあなたは本物の音を知らないようね！」

「お前は黙だまってろ、話がややこしくなるっ」

「わたしのこれ、中低音が凄すごく良く出るのよ。バスドラの響ひびきなんか、もう最高で」

「え、本当か？　じゃなくて、よせ」

　そんな玄人くろとと血ち倉くらの言い争いを見て、未み百ゆ合りはますます狼ろう狽ばいだ。肩をカタカタ震ふるわせて、自分の作った雰囲気に更に入り込んでいく。

「血倉さん？　あ、あなた玄人君とは一体どういう関係なのっ……？」

「関係？　わたしだって知らないわ。この人に直接訊きけばいいじゃない」

「そんなぁ……。何て凄い自信なのよ。血倉さん、あなた玄人君に何をしたの？　二人ふたりの間に何があったの？　お願ねがい、わたしの好いい人を取らないでっ！」

　……何な故ぜだ。

　どうしてこんな事になっているんだ、と玄人は遠い目になりつつ思う。が、

　ぶるぶる首を振って我に返った。こんな事をしていたらお話が進まない。

「と、とにかくだ！　話の途中で悪いが、俺と血倉は急いでるんだ。ヘッドホンの件はまた放ほう課か後ごにでも続きを、なっ？」

　グイッと手を引っ張り、玄人は血倉を牽けん引いんしていく。すると、

「待って二人とも！　どこに行くのっ？」未百合が泣きそうな声で追いすがる。

「どこってここ。調ちよう理り室しつだよ。これから少しヤボ用があってな」

「お願い、除のけ者ものにしないで。わたしも一緒にっ……」

「除け者になんかしてねえさ。いいぜ。だったら未百合も来な」

「行く！」

　なりふり構わぬ様よう子すで未百合が駆け寄ってきたのは、玄人が調理室のドアを開け、室内に一歩足を踏み入れた瞬しゆん間かんだった。

「ンアッ？」

　何がいけないって、慌てすぎた未百合の足がいけない。ドアのレールにがつんと躓つまずき、彼女は大きくバランスを崩す。本をドサドサ取り落として、そのまま前のめりに──

「フアアァァアアッ？」

「……おい、未百合っ？」

　後ろで起こった叫び声に、玄人が振り向いた時は遅かった。倒れこんできた未百合が玄人の腰の辺りに摑つかまり──とは言え、玄人自身も振り返ろうとしていたから、未百合はベルトにしがみついたまま振り回される羽は目めになり、そのまま両者もつれあって──と言うより、そばにいた血倉も巻き込んだから、三名が毛糸玉の如ごとく絡まり、こんがらかった。

「やだ！　あなた、ちょっとぉっ？」

「アアンッ、ご、ごめんなさい！」

「うおおおっ？」

　転倒する間際、玄人くろとは彼女達が怪け我がしないように懸けん命めいに守った。

　……守ったつもりだ。

　結果的に未み百ゆ合りも血ち倉くらも怪我一つしていなかったので、そういう意味では目的は達せられたと言っていいだろう。

　そして辺りが静かになった時、調ちよう理り室しつの床に転がっていたのは──天てん井じようを仰いで大の字になっている玄人と、その右手と左手に腕うで枕まくらされている血倉と未百合だった。血倉は顔を赤くして瞳ひとみをぱちぱちと瞬しばたたき……。逆に未百合は自分の世界に浸ひたるかの如ごとくうっとり目を閉じて、彼の胸にひたと両手のひらを当てている。

「ふん、間が良いこったぜ」

　……未百合に引っ張られ過ぎて、玄人のスラックスは膝ひざまで下がってしまっていた。

　心配ない。今日きようは黒のボクサーパンツを穿はいている。

　黄き色いろのやつでなくて良かった。

「くふ、くふふふ……。いやー、ほんと間が良いね、ボスは」

「でしょう？」とでも言うしかない。

　白衣のポケットに手を突っ込み、その光景を憮ぶ然ぜんと見下ろしているのは、ずっと室内で仕込みをしていた城じよう之の内うち白しろ奈なだった。流石さすがの彼女も頰ほおがぴくついている。

「確たしかに君は魅み力りよく的てきな男子だと思うよ。ほっ、それは公平に認めよう。他人に媚こびずに我が道を行く、ハードボイルドな高校生料理人。おモテになるのも当然だ。……しかし。しかしだ、くふふふふ。いくら何でもこの大事な時に、女の子を二人ふたりも腕枕して登場するっていうのはどうなんだろう？　少しばかり態度が大き過ぎやしないか？」

「かもしれません」

　反はん論ろんの余地はなかった。

「……うん、まあいいさ。それより早く起き上がって、仕上げを手て伝つだってくれないかい。わたし達料理事件部が今回お出しするのは、熱あつ々あつの丸焼きだ。くふふ、この場で出来立てを食べてもらえば、厄やつ介かい事ごともあっという間に解決なのさ！」




　　　　◆　◇　◆




　第一調理室──。広々として清せい潔けつな施設だ。調理台と食事用のテーブルが組み合わされた長い卓が八つあり、その全すべてがガスレンジとオーブン付き。他ほかにも様々な調理器具を取とり揃そろえているので、作ろうと思えば大抵の料理は作れるだろう。家庭科の実習はここと第二調理室のどちらかで行われるので、生徒にとってお馴な染じみの場所ではあるが、授業以外では料理事件部しか利用を許可されていないので、今は割と珍しいシチュエーションと言える。




「で」

　と、血ち倉くら知ち里さとは眉まゆを顰ひそめて言った。

「これは一体どういう事なのかしら……。昼食のお誘いだっていうから来てみれば」

　彼女はテーブルの下で手を組み合わせて不安そう。それを隣となりで円えん藤どう佐さ耶やが、大丈夫、大丈夫だから安心して……とあまり説得力のない気弱な笑え顔がおで宥なだめている。一方、テーブル対面の席に座っている矢や野の、田た中なか、江え戸ど川がわの三人もまた、血倉に負けず劣らず戦せん々せん兢きよう々きようと、

「ど、どうしよ」「部長ってあの変人城じよう之の内うちでしょ。やばくない？」「何でまたあたし達が……」

　と、怯おびえがちに言ったものである。そんなにびびる事ねえのに、と玄人くろとは複雑な心境だ。

　昼休みの第一調ちよう理り室しつに集まったのはレアな組み合わせの顔ぶれだった。飛び入り参加の葉は月づき未み百ゆ合りを除けば、他はみんな招待客だ。

　渦中の人である血倉知里と、彼女を気遣う円藤佐耶。

　反血倉セクトの代表格である矢野、田中、江戸川。

　計六名の女の子が同じテーブルにつき、何とも居い心地ごこち悪そうにしていたが、

「いいからおとなしく座ってろ。もうすぐなんだからよ」

　玄人がテーブルの横に突っ立っていたせいか、誰だれも席を立つ事はなかった。

　室内には、えも言われぬ独特の香りが充満している。やがて白しろ奈なが料理を持って現れた。

「くふふ。皆さん、お待たせしたね！」

　ほくほくほくほく、湯気が立ちのぼる皿を白奈がテーブルの中央に置くと、そこに女の子六人の視し線せんがレーザーの如ごとく注がれた。

「まあ！」

「こ、これはっ……！」

「うん、見ての通りだ。大蒜にんにくの丸焼きさっ」

　編あみ笠がさを思わせる、特注のばかでかい大皿──そこに、むひょおーっ！　というくらいゴロゴロと沢たく山さんの大蒜が載せられていた。

　三十個……。いや、四十個はあるだろうか？　とにかく堆うずたかく積つみ上げられている。どれもこれも丸焼きだ。淡雪のように白い大蒜の皮が炙あぶられ、こんがりときつね色に染まり、焦げて些いささか黒くなっている箇所もあるけれど、それがまたある意味、食欲を誘うのだった。

　しかも──大きい。一つ一つが妙に巨大だ。そのサイズは成人男性の握にぎり拳こぶしと比べても遜そん色しよくなく、いや、むしろ上回る程だろう。そんな大物が目の前に四十個以上積み上げられている。

　ド迫力……。と形容しても決して大げさではない。

　ついでに、身体からだに染み付いて取れなくなるような、かぐわしい香りを発していた。

「ほっ！　凄すごいだろう。青あお森もり産さんの特大の大蒜だよ。清せい潔けつな布で丁てい寧ねいに拭ふき、それを皮付きのままオーブンで十五分程焼いた。表面に少し焦げ目が付いているけど、中は綺き麗れいだから安心してほしい。皮を剝むくと六片の実……植物学的にはりん片ぺんと言うんだが、白くて綺麗なこれがホコホコに焼きあがっている。そのまま、もしくは塩を軽く振って、がぶっと腕わん白ぱくに召し上がってくれ！」

　香ばしい匂においが充満する中で、白しろ奈なは嬉うれしそうに語り続ける。

「さあさあ、遠えん慮りよしないで。最高だよ。食べれば食べる程に活力が湧わいてきて、やめられなくなる。くふふ！　思わずおしっこを漏らしちゃうくらい美お味いしいんだから！」

　……おしっこって。

　しかし全員迫力に圧倒されているらしく、突っ込む余裕がない。声すら出ない程である。

　やがて未み百ゆ合りがはっと我に返り、形のいい鼻を手のひらでそっと隠すと、

「匂いが、凄すごく濃のう厚こう……」

　と、言った。

「大蒜にんにくなんだから当たり前さ」玄人くろとは頰ほおをぽりっと搔かく。「そこが良いんじゃねえか」

「え、ええ。そうよね……。ンー、香ばしくって、とっても食欲を誘うわ！」

「あ、あのぉ……。ですが」

　同じように口と鼻に手を当てながら、「どうして、大蒜？」と、素朴な疑問を発したのは円えん藤どう佐さ耶やだ。気持ちは分かる。玄人も同じ事を思ったからだ。

「くふふ、いやだな円藤ちゃん。そんなのは決まってるじゃないか。そこの血ち倉くらちゃんの渾あだ名なは吸血鬼ちゃんって言うんだろう？　そして昔から吸血鬼は大蒜が苦手と決まってる。だからこれを食べて、仲直りしてもらうんだよ」

「え？」

（おいおい……）

　そりゃちょっと短絡的すぎないか、と玄人は心配になる。白奈はこの辺りの詰めが微妙に甘いのだ。素材も調ちよう理り方法も確たしかに大切だが、メニューのセレクトはそれ以上に重要なのに。

（……うまくいきゃあいいんだが）

　玄人の憂ゆう慮りよをよそに、白奈は意気揚々と説明を続ける。

「んー、皆で一いつ緒しよに美味しい物を食べれば万事解決っ。城じよう之の内うち正しよう太た郎ろうの料理小説には、そういう黄金のルールがあってだね、くふふっ、これはなかなか素す敵てきな仕組みだと思うんだ。何な故ぜって、人間関係のトラブルが食事で解決できるのは心理学的には常じよう識しきとされていて……それにビジネスの世界ではある種の常識でもあって、煎せんじ詰めればランチョンテクニックと言うか」

「？　？　？　？」

　飛んでる女こと、白奈の言っている事を誰だれも理解できないらしい。そりゃそうだ。ったく、もう少し嚙かみ砕いて説明しろよ、と玄人は思う。慣なれていない者が白奈のペースについていくのはかなり困こん難なん。仕方がないので補足する。

「あー、つまりだ。平たく言えば、部長は仲直りの場をセッティングしてくれたんだよ」

「仲直り？」血倉が目を丸くした。

「そう。何事にもきっかけってやつがいるからな。頭で分かってる事でも、実際行動に移すとなると躊ちゆう躇ちよするのが人間ってもんだ。だから部長はこういう機き会かいを設けて、お前らの背中を押してやってるんだよ。わいわい食事しながら、その拍子に謝あやまっちまえってな」

「あ……あぁ！　そういう事だったんだ」ぽむっ、と両手を打ち合わせて微笑ほほえむ未み百ゆ合り。

「そういう事。要するにこの大蒜にんにく料理はだ……」玄人くろとはしばし考えて、「あれだ。吸血鬼ちゃんとかいう不本意な渾あだ名なを、みんなで退治しようって事なのさ。同じ物を食べてる自分らは全員お仲間。仲直りの今日きようという日に、記き憶おくに残るインパクト料理！　とまあ、大方そういう理屈なんでしょう、部長？」玄人がさりげなく目配せすると、

「大体そんなものだね」

　どや顔で肯定され、しかも、ほっ！　と、うざい感じにウインクされた。「あと、大蒜を食べまくってみんなで臭い仲──というニュアンスもある」

「駄だ洒落じやれのおまけ付いてた！」

　おーい誰だれか座布団一枚やって、と玄人は思う。

　が、

「無理」ボソッ。

　不意に氷水を思わせる冷たい声で──。

　血ち倉くらが言った。

「……さっきから我慢していたのだけれど、もう限界よ。わたし、耐えられないわ。こんなの絶対に食べられない！」

「ち、ちょっと、血倉さぁん」隣となりの円えん藤どうが気弱な声で取り成す。「せっかく部長さんがこういう場を設けてくれたんだよ？　そんな事言わないで……」

「気持ちは嬉うれしいけれどね。体質で、どうしても」

「体質？」

　見れば、血倉の顔色はいつもより随分と青くなっている。

「……わたし、この匂におい、生まれつき駄だ目めなのよ」

「え？」

「う、うぷっ！」

　嘔おう吐とを堪こらえるようにバッと両手で口を押さえる血倉。その様よう子すは切せつ羽ぱ詰つまっている。

「ごめんなさい！　失礼するわ！」

　ち、ちょっと待ってっ、と慌てて白しろ奈なが引き止めたが、もう遅い。血倉はあっという間に一人ひとり廊下へ飛び出してしまった……。




　その場に取り残された面々は、しばらく呆あつ気けに取られたように黙だまっていた。皿から立ちのぼる湯気が減衰し、目に見えて料理が冷めていく。

　やがて声を発したのは矢や野のだった。

「一体何だってのよ。せっかく……」

　小さく舌打ちをして、

「フン、どこまでも勝手な女っ！」

　三人は顔を見合わせ、憤ふん慨がいをあらわに頷うなずき合う。そして、

「やっぱ血ち倉くらって最悪だよっ。あれじゃ何したって救いようないじゃん！」

「て言うか、あいつ大蒜にんにくダメなんて、マジ吸血鬼じゃね？」

「実は転校してきた理由も、正体がバレて、前の学校にいられなくなったから……みたいな」

「ちょっとー。洒落しやれになってないし、それ」矢野がひらひらと手を振り、「て言うか、円えん藤どうも円藤よ。一体何考えてんの？　あいつの事は放っとけって、あたし達何度も忠告したよね？」

「わ、わたし……。わたしはただ……」

　どうしたらいいのかと、円藤はひたすらおろおろするばかりだ。三人の話の内容は次第にどぎつく、エスカレートしていく。

（やっぱ俺おれの思った通りになったか……。言わんこっちゃない）

　色々と言ってしまった手前引っ込みがつかず、三人は振り上げた拳こぶしを下ろせなくなっているのだ。この手の状況下では人は常時より攻こう撃げき的てきになる。

「……やだやだ。ほんと、ばかばかしいったらありゃしない！」

　そして矢野が席を立った。

「何が美お味いしい物を食べて仲直りよ。マジくだらないわ。何か食べたくらいで簡かん単たんに人間関係が変わるかっての。……みんな、行くよっ！」

「そーだね、行こっ」

　田た中なかと江え戸ど川がわも立ち上がり、矢野の背中をコバンザメの如ごとく追いかける。

　そして今度は白しろ奈なの事までこき下ろし始めた。

「茶ちや番ばん劇げきにはつきあってらんないのよ。城じよう之の内うち、あんたの脳内お花畑過ぎ！」

「そんなルックスしてるくせに……外見詐さ欺ぎなんだよっ。あー、びびって損しちゃった」

「そもそもあたし達、あんたと違って食べる事なんかどうだっていいし。三食ともコンビニのお菓子で充分だから！」

　遠えん慮りよのない罵ば声せいを浴びせられ、流石さすがの白奈も肩を落とし、しょんぼりしている。傷ついているのが丸分かりなのに力なく笑ったりして、見ていて可哀かわい想そうだ。確たしかにやり方に問題はあったが、白奈にしてみれば無む償しようの善意でした事。それなのにこの仕打ちは正直あんまりだ。

　矢野、田中、江戸川は廊下に向かいつつ、聞こえよがしに、

「お料理事件部だか何だか知らないけど、こういうのってマジくだらないよねー！」

「て言うか、馬ば鹿かだよ！　食べる事ばっかり考えてるから、城之内は現実が見えないんだよ」

「料理なんかもうやめちゃえ！　おとなしくモデルでもやってろ、残念女！」

　白しろ奈なが反はん論ろんしないのを良い事に、もう言いたい放題である。

「そもそもこんな臭いもん、あたしらが食うとでも思ったわけ？」

「大蒜にんにくなんて誰だれが食うか、バーカ！」

「残念すぎるんだよ、城じよう之の内うちは！」

　流石さすがに玄人くろとも我慢できなくなった。

「……待てよ」

　確たしかに白奈は残念系だ。──だが、それをこいつらが馬ば鹿かにする権利はない。

　玄人は思う。

（だって白奈は一いつ生しよう懸けん命めい作ってくれたんじゃねえか……！）

　皆の喜ぶ顔を想像して、仲直りの笑え顔がおが見られると思って、白奈はおそらく期待に胸を膨ふくらませて計画を立てた筈はずなのだ。だからわざわざ青あお森もり産さんの特上の大蒜をこんなに沢たく山さん用意した。簡かん単たんにできる事じゃない。こんな選えりすぐりの大きな物ばかり……大変だったに違いないのだ。

　それなのに。

　白奈のあの寂しそうな顔を見てみろ、と玄人は思う。せっかく作った料理を食べてもらえず、挙句罵ば倒とうされるなんて……。自分がされたらどんな気持ちがするだろう。

「……許せねえっ」

　拳こぶしを握ってずかずか近づいてくる玄人の迫力に三人は凍りついた。顔を強こわ張ばらせ、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの如ごとく、その場から一歩も動けなくなってしまう。

「いいか、誰にだって好物ってもんがある……。カレーが好きなやつがいれば天てん麩ぷ羅らが好きなやつもいるし、懐かい石せき料理が好きなやつもいれば、フランス料理のフルコースが好きなやつもいる。そこに優ゆう劣れつはねえんだよ。大事な物ってのは人それぞれなのさ。俺おれが何を言いたいか分かるか？　要するにだ……。たとえそれが何であれ、人が好きでやってる事を誰も馬鹿にはできねえってこったよ！　そもそも部長はお前らのために、こんな大変な事をしてくれたんだぜ？　この大蒜、調ちよう達たつするだけでどれだけ大変だったか、お前らには分からねえのか？　残念さの奥に隠れた、優やさしい気持ちが理解できねえのか？　分からんやつには一発お見み舞まいしてやる。そうすりゃ今後は想像力ってもんが少しは身につくだろうっ……！」

　普ふ段だんはクールなのに驚おどろく程熱あつくなっていた。とは言え、仕方ない。白奈を傷つけたこいつらが悪いのだ──。

　玄人が拳を振りかざすと、悲鳴をあげて三人は目を閉ざした。

「ひいいいぃぃぃっ！」

　そして豚ヒレ肉を叩たたくような一いち撃げきが──。

「ふわあぁぁ、美お味いしいっ！」

　…………。

　炸さく裂れつしなかった。

　彼がぴたりと拳こぶしを止めたのは、空気を読まない嬉き々きとした声が調ちよう理り室しつに響ひびいたせいだ。

「美お味いしい……とっても美味しいわぁ！　この大蒜にんにく、ほくほくしていて最高よっ！」

　声の主は葉は月づき未み百ゆ合りだ。頰ほおをぷっくり膨ふくらませ、幸せそうにモコモコとお食事中。反応が若干のんびりしている彼女がワンテンポ遅れて、今いま頃ごろ大蒜の丸焼きをぱくついていたのだった。

「はくはくはくはく、こぷんっ。……ン、大蒜をこんな風に食べた事ってなかったけど、凄すごくふっくらした食感なのね！　嚙かむと、香ばしさと淡いしょっぱさがお口いっぱいに広がって、ホロホロと甘やかにほどけていくの。まるで蒸ふかしたてのお芋いもとか栗くりみたい！」

「……」

　未百合は一人ひとりにこにこ、いつものマイペースな感想を披ひ露ろうしている。

「食べる程に元気が湧わいてくるのが自分でも分かるわ。だってわたしの体、今ポワーッとあたたかくなってきているもの。これが大蒜効果なのね。ウフフ、止まらないわぁ」

　割わり箸ばしで大蒜の白い実を頰張りまくる未百合。ぱくっ、ぱくっ、んっ、んっ……と目を細めて嚥えん下げし、本当に美味しそうだ。天然なのか、それともそう装って玄人を止めたのか、愛らしい食べ姿からは窺うかがい知れないが、未百合は普ふ段だんは真っ白な顔をピンク色に火ほ照てらせて、硬直している矢や野の、田た中なか、江え戸ど川がわの三人に微笑ほほえみかける。

「ねえ、あなた達も食べて、一緒に大蒜娘にならない？　これ、本当に素す敵てきなのよ。最高に香ばしいの！」

　それで三人ははっと我に返った。

「だ、だから大蒜なんか食わねーんだよっ！」

　矢野、田中、江戸川の三人は、脱だつ兎との如ごとく調理室から逃げていった……。




　調理室から緊きん迫ぱくのムードは去って。

「……クソッ！　俺おれとした事が、つい頭に血が上って」

　玄人は歯嚙みした。あんなに熱あつくなるなんて、普段の自分からは考えられない醜しゆう態たいだ。あのままやっていたら下へ手たすると停学沙ざ汰た。今も相変わらず大蒜をぱくぱく頰張っている未百合のおかげで何とか助かりはしたが。

　自責の念にかられる彼の傍そばに、そろそろと白しろ奈なが近づいてきた。目の端でそれを見ながら玄人は怪け訝げんに思う。ああ？　白奈のやつ何やってんだ？　彼女は童女のように鼻を擦こすったり、白衣の乱れを直したりしながら、らしくもなくモジモジしているのだ。

　やがて小声でボソリと言った。

「……ありがとう」

「え？」玄人は思わずぽかんとした。

「君が怒ってくれて……わたし、嬉うれしかったよ」

　玄人は彼女をまじまじと見た。一体どうしたんだ白奈のやつ。嬉しいってどういう事だ？

「部長、頭でも打ったんですか？」きょとんとした顔で訊たずねると、

「あ、いや、何でもないんだ！　忘れてくれっ……」

　珍しく白しろ奈なは慌てた様よう子す。顔を赤くして、素す早ばやく手のひらを横に振るのだった。

　分からんなあ、と玄人くろとは首を傾かしげる。多た分ぶん、また白奈ならではの突とつ飛ぴな思考が働いた結果だとは思うのだが。──それはまあいい。

「で、部長。これからどうするんです？　まさか黙だまって引っ込むわけじゃないでしょうね」

「勿もち論ろん！」

　こほんと咳せき払ばらいして白奈は言う。

「おかげで重要な事を思い出せたよ。前に君から聞いた料理術、美お味いしさのストラテジーってやつをね。……うん、今回はそれを踏まえてはいなかったようだ。だから相手が食べられない料理を出してしまうという、あるまじき醜しゆう態たいを晒さらしてしまったんだ」

　つまりは調ちよう査さ不足さ、と白奈はふっと肩を竦すくめて、

「冷静に考えれば、料理の内容もこじつけ気味だったし」

「ああ、確たしかに安易でしたね」

「……はっきり言うねえ」白奈は髪に手て櫛ぐしを入れて苦笑いしながら、「でもまあ、確かに安直すぎたな。だけど──次はしっかりやる！」

　まだ足りないピースがあるんだよ、と白奈は決意の表情で言う。全すべてのピースを探し出して謎なぞを解かない限り、事件を解決する料理は作れない、と。

「要するに、わたし達はまだ真相を摑つかめていないんだ。料理でトドメを刺すにはまだやるべき事がある。手て伝つだってくれるかい？」

「部員なんだから仕方ないでしょ。やりますよ」

　二人ふたりはこつんと拳こぶしをぶつけた。




　　　　　　５




　翌日の昼休み──。

　誰だれもいない静まり返ったその場所で、血ち倉くら知ち里さとは一人ひとり、床で膝ひざを抱えていた。

　ヘッドホンで外部の音を遮しや断だんし、己おのれに言い聞かせるように考えている。

（仕方ない……）

（仕方ないわ）

（体質なんだから、あれは仕方ないのよ。誰が悪いわけでもなかった。わたしが悪いわけでもなければ、あの人達が悪いわけでもなかった。不可抗力的な、単にどうしようもない出来事だったというだけ。仕方ない。でも、だからこそ、どうしようもなくどうしようもない）

　思考はずっと堂々巡りだ。

　どうしよう。どうすれば。どうしてくれよう。

　こんな思考の三段活用を繰くり返していても、それこそ仕方がないとは分かっているのだが、それでもやめられずに延々と──。とは言え、人には得てしてそういう時があるものだ。

　そのループが中断されたのは、不意に彼女の前に誰だれかが立ったからだ。

　顔をあげる。ヘッドホンを外すと声が聞こえた。

「ふん、こんな所にいたのか」

　あの男子がいた。




　　　　◆　◇　◆




　玄人くろとは血ち倉くらのすぐ前にいた。

「あなた……？」と彼女が呟つぶやく。

　玄人を見上げる血倉の表情は初めて見る種類のものだ。驚おどろきで大きく目を見開き、眉まゆ尻じりを下げて顔を赤くしている。恥ずかしいところを見られた自覚のせいなのか、血倉は華きや奢しやな体をあたふたと揺すり、目に見えて狼ろう狽ばいしていた。必死に唇を引き結んで、いつもの強気な表情を取とり繕つくろおうとしているけれど、顔がぎこちなく強こわ張ばってなかなかうまくいかない。

　それが分かったので、玄人は無ぶ遠えん慮りよに彼女に近づいていった。

「ったく、捜したんだぞ。こんな分かりにくい場所でまったりしてんじゃねえよ……っと」

　血倉の隣となりに腰をおろし、無造作に胡坐あぐらをかく。

「お、こういう場所も意外といいもんだな」

　割と落ち着く、と玄人は隣の血倉に目を合わせず、少し不器用に言う。

　それで彼女もとうとう強気を保てなくなったようだった。

「……どうして」

　血倉は膝ひざをぎゅっと抱え込み、顔を埋めた。消え入りそうな小声で、

「どうしてそんなにわたしにつきまとうのよ……」

[image: ]

　ここは図書室の奥──本棚の迷路の最さい奥おうにある死角のようなスポットだ。昼休みが始まってすぐなので、他ほかの利用客の姿はなく、室内は静かなもの。混み合うのは皆の食事が終わる頃ころだから、今から三十分程経たってからになる。そんな無人の空間で、血倉知ち里さとは壁かべ際ぎわに座り、膝を抱えていたのだった。ここで昼食をとるつもりだったらしく、そばにサンドイッチの入ったランチボックスが置かれている。現状一つも手がつけられていないけれど。

「おい血倉」

「な、何よぅ……っ！」

「これ、一つ貰もらってもいいか？」

　床に置かれたランチボックスを指さす玄人。拍子抜けしたように血倉は目を瞬しばたたき、

「は、はあ。どうぞ……」

「じゃあ遠えん慮りよなく。ぱくっ！　んぐんぐんぐ……。へえ、このサンドイッチなかなかいけるじゃねえか。ＢＬＴサンドのＢＬ抜きときたもんだ」

　ＢＬＴとはベーコン、レタス、トマトの略である。

「うちで自家栽培したものよ」

「もう一つ、貰もらってもいいか？」

「い、いいけれど……。お好きなだけ召し上がれ」

「じゃ、お言葉に甘えて」

　わしわしわしわし。ぱくぱくぱくぱく。

（うーむ、これは……成なる程ほど、そういう事だったのか）

　内心の閃ひらめきを態度には出さず、黙もく々もくと食べ続ける玄人くろとだった。が、

「それで」

　血ち倉くらが少し余裕を取り戻して言う。

「……あなた一体何しに来たわけ？　もしかして昨日きのうの仕返し？　ええ……。確たしかに昨日の事はあんまりだったかもしれないわね。でもわたし、食べられない物がすごく多いのよ。本当よ。普通じゃないくらいもの凄すごく多いの。あなたはわたしの言う事なんか、信じてくれないかもしれないけれど……」

「ふん、そう尖とがるなって」

　口元を袖そででぐいっと拭ぬぐい、玄人くろとは出し抜けに言う。

「お前、大蒜にんにくアレルギーなんだろ？」

　血ち倉くらは突然弾はじかれたように、がばっと隣となりを向いた。確かく信しんに満ちた玄人の横顔を見ながら、驚おどろきを隠せない声で、

「ど、どうして分かったのっ？」

「昨日きのうの事は調しらべを怠おこたった俺おれ達のミスだ。すまなかったな」

「そ、そんな事はいいわっ。それよりわたし、アレルギーなんて一言もっ……！」

「このサンドイッチを食えば丸分かりだ」

　料理人を舐なめるなよ、と玄人は言った。

「そもそもアレルギーっていうのは免疫のちょっとした過剰反応だ。免疫は分かるな？　体の内部に侵入してこようとする異物から身を守るシステムの事で、これが抗体を作る事により、異物を無毒化する抗原抗体反応が行われるわけだが、無害な何かにまで過剰反応してしまう事がある。これが即すなわちアレルギー反応だ。と言っても、別に珍しいもんじゃない。今、日本人の三人に一人は何かしらのアレルギーを持っているとも言われてるんだからな。花粉症もアレルギーだし、ハウスダストに弱いのもアレルギー。かくいう俺も猫アレルギーでな。ふん、猫が大好きなのに猫アレルギーなんて笑っちまう。……っと、話が逸それたが」

　玄人は続ける。

「そのアレルギーの中でも代表的なのが食物アレルギーってやつなのさ。種類は色々ある。牛乳アレルギー、卵アレルギー、肉アレルギー、魚アレルギー、大蒜アレルギー……。実は何でもありうるんだよ。だから全然恥ずかしい事じゃねえ。こういう体質みたいなのは本人の力じゃどうにもならないんだから、そこを責めるのはフェアじゃないよな」

　料理人として正せい論ろんを言ったつもりだ。

　が、些いささか薀うん蓄ちくが過ぎたらしく、血倉は愕がく然ぜんとした表情である。圧倒されていた。

「な、何っ……？　どういう人なの、あなたっ？」

　玄人を見る目が明らかに変わっていた。

「もしかしてあなたって、何か物もの凄すごい人なの……っ？」

「いや、少しばかり腕の立つ只ただの料理人さ。とにかく俺には全すべてが分かってる。だから安心しろ、血倉。俺はお前の事を信じてるからよ」

「……」

　血倉はじわっと頰ほおを赤くした。肌が白いから、顔色の変化がとても分かりやすいのだった。

「ま、とりあえず連絡だけはさせてもらおう」

　不意に携帯を取り出し、メールを打ち始めた玄人を見て、血倉は不ふ思し議ぎそうに訊きく。

「何をしているの？」

「ああ、実は白しろ奈なと円えん藤どうも、昼飯食わずにお前の事を捜してるんだ。いつもこの辺の特別教室のどこかで昼飯食ってるって、円藤が教えてくれたからな」

「円藤さん？」きょとんとして、「円藤さんがどうしてそれ、知ってるのよ？」

「どうも、前から知ってたらしいぞ」

　昨日きのう、円藤から聞いた話によるとこうだ──。

　最初に見かけたのはちょっとした偶然。午前中に用事があって、円藤佐さ耶やが午後から登校した日の事だ。昼休みが始まって間もない図書室の窓から、偶然血ち倉くら知ち里さとの姿が見えた。いつも四時間目が終わるとどこかに行ってしまうから、不思議に思ってはいたけれど……。

　血倉は図書室の奥に、一人ひとりぽつんと佇たたずんでいた。本を読むでもなく、音楽を聴きくでもなく、ただ寂しそうな顔で外を見ているのだ。少し貴族的な顔立ちは教室の中で澄すましていれば美人だけれど、今は表情に力が入っておらず、何だかそれが逆に痛々しい。

　──これが本当の血倉さんなの？

　普ふ段だんの彼女とは全然違う……と、円藤は思わず息を詰める。

　血倉が窓ガラス越しにじっと見つめているのは、中庭で楽しげにお弁当を食べている仲の良いグループだ。いつまでも一いち途ずに見つめ続けている。きっと本当に寂しいのだ。あの中に自分も加わりたいという心の声が聞こえた気がして、優やさしい円藤は胸を痛めた。

　こんな事をしているのは、クラスで浮いているからに違いない。自分達にとって友達を作れないのは恥ずかしい事だとされている。それが何な故ぜなのか理り路ろ整せい然ぜんと説明するのは難むずかしいが、とりあえず昼食を一いつ緒しよに食べる相手は重要だ。かくいう彼女も中学に入りたての頃ころ、なかなかそれができずに苦労した覚えがある。

　何とかしてあげたくて、円藤は血倉が皆に溶け込めるよう、あれこれと頑張った。

　だが、如何いかんせん血倉本人にその気がないものだから、うまくいく筈はずがない。気弱な円藤の頑張りは空回りし、むしろ裏目に出てばかり。そして現在に至るというわけだ。

「……何だ。そういう事だったのね」

　ふふっ、と血倉は自じ嘲ちよう的てきに笑う。

「前から恥ずかしいところ、見られちゃっていたのね……」

「ふん。それくらい別に恥ずかしがる事じゃない」

「え？」

「普通だよ。誰だれだってこれくらいの事の一つや二つ、やらかしてるもんだ。ま、若気の至りってやつだな」

「……」

　血倉の大きな瞳ひとみが僅わずかに潤うるんだ。

「なあ血倉。俺おれはお前の事、不器用だけど良いやつだと思ってる。そもそもお前が物もの凄すごく良いやつだってのは、あの日のあれを見て一いち目もく瞭りよう然ぜんだったんだ」

　玄人くろとは思い出す──。

　あの日、血ち倉くらの机に悪戯いたずらしようとしていた矢や野の、田た中なか、江え戸ど川がわを円えん藤どうが止めた。それを見ていた血倉が、三人の方ではなく円藤を乱らん暴ぼうに突き飛ばしたのだけれど、そこには当然理由がある。弱い者に八つ当たりしたわけでは勿もち論ろんない。

　血倉はあえて円藤に暴力を振るう事で、彼女を守ろうとしたのだ。

　あの時、教室を出て行こうとした三人が、捨すて台詞ぜりふのように言った言葉……。

　──覚えてなさいよ、円藤。あんたも血倉みたいにハブっちゃうからねっ。

　それを聞いた円藤の顔色は真まっ青さおになっていたが、だからこそ血倉は憎い三人に見み舞まおうとしていた平手打ちを途中で止めた。もたらされる結果を計算したのだ。

　……自分の気は晴れるかもしれないが、三人としてはますます業ごう腹はらだろう。そのせいで円藤まで自分と同じ目に遭ったら……。

　だから血倉は発想を逆転させ、矛ほこ先さきを円藤に変えた。つまり憎まれ役を演じたわけだ。その結果は目もく論ろ見みどおり──血倉の行為に憤いきどおった三人は「円藤、可哀かわい想そうに……」と相あい成なって、そこの関係が悪化する事はなかった。共通の敵効果はてきめんなのだった。

　が、玄人の立っていた場所からはしっかり見えていた。円藤を突き飛ばす寸前、血倉が眉まゆを寄せて目くばせし、声を出さずにぱくぱくと、

　ご・め・ん。

　口をそんな風に動かして、円藤に合図していたのを。




「お前は頭の回転が速いよな、血倉。更に行動力もある。あの状況でよくやったよ」

　玄人は言う。

「なあ、どうしてそこまでやったんだ？」

「え？」

「あんなの、なかなかできる事じゃねえだろ。理由が知りたい」

　だって、と血倉は言い、それに続く言葉が出てこない事にはたと気づき、戸惑ったように目をぱちぱち。しばらく真ま面じ目めな顔で考え込んでいた。やがて言う。

「何だろう。……嬉うれしかったから？」

　そして血倉はコクンと頷うなずく。

「そう、きっと嬉しかったから……。何とかして、円藤さんの事を守ってあげなきゃって思った。わたし、別に頭の回転が速いわけじゃないわ。成せい績せきとか、いたって普通だし。でも、あの時は違ったのよ。絶対どうにかしたいと思った。だから、頭を必死に回転させて……」

　そうかい成なる程ほどね、と玄人は得とく心しんする。

「つまりは友達を思いやる気持ちが、一いつ瞬しゆんの閃ひらめきを与えたわけだ」

「べ、別に、そんな……」血倉は目を伏せ、言葉を濁にごす。「円藤さんは友達とかじゃ……」

「友達だよ！」

　不意に大きな声があがった。

　振り返れば、いつの間にか図書室の狭い通路に、円えん藤どう佐さ耶やと城じよう之の内うち白しろ奈なが立っている。さっき携帯メールで場所を教えたからだ。大声を出したのは円藤である。

「あたしは血倉さんの事、友達だと思ってる。まだ友達じゃないって言うなら、これから友達になりたいと思うよ。だって血倉さん、いい子なんだもんっ！」

「……え、円藤さん」

「そうでしょ」と円藤は言う。「ねえ、せっかく同じクラスになったんだよ……。仲良くしようよ。ねっ？　これからの高校生活、みんなと一いつ緒しよに楽しい思い出をいっぱい作ろうよっ！」

　血倉が息を吞のんだのが横で見ていて分かった。

　玄人くろとの胸も熱あつくなった。

　が、

「て言うか、その、変な渾あだ名ながついちゃう原因を作ったのはあたしだし……。罪滅ぼしの意味も込めて、できれば友達になってくれると嬉しい……んですけど……駄だ目め、ですか？」

「何な故ぜ敬語になる」玄人は思わず突っ込んだ。

　しかし、そこで自信がなくなるあたりが気弱な円藤佐耶らしくはある。そして時として、そういう言葉の方が人の心を動かしたりするものだ。

「わたしだって……本当は、皆とうまくやりたい」

「え？」きょとん。それからパッと顔を輝かがやかせる円藤。「だ、だったら……っ！」

　ところが血倉は再び膝ひざを抱え、呻うめくように言うのだ。

「でも無理……。学校生活って最初が肝心でしょう？　初めのイメージで全すべてが決まってしまう。確たしかにわたし、転校してきた頃ころは色々あって、周りと合わせる気なんか全然なかったわ。すごくイライラしていたのよ。印象が最悪だったのは自分でも当然だと思う」

「……血倉さん」

「そう。つまりはそういう事なの。ここまでクラスで変な立場になってしまったら、何をしたって無む駄だだわ。もう手遅れ。取り返しがつかないのよ。円藤さん、あなたの気持ちは本当に嬉うれしい。でもね、わたしはもう卒業まで、ずっと一人ひとりぼっちでいるしかないのよ……」

「そ、そんなぁ！」

　円藤が悲痛な声をあげる。

「そんなのって……！」

　だが、その言葉を引き取るかのように、

「笑わせるぜ」

　玄人は言った。

「そんなのは全然納得できねえな、血倉知ち里さと。簡かん単たんに諦あきらめるなよ。いいかい、どんなに難むずかしそうな料理だって、やってみりゃ意外と作れたりするもんだ。そして知恵と勇気を持ってるのは料理人だけじゃねえんだよ。お前にもある！」

「くふふ、彼の言う通りさ」

　白しろ奈なが口添えする。

「その気さえあれば、いつだっておかわりはできるものだよ。これ以上食べられないと思っていても、案外デザートは別腹だったりするのさ。そして甘い物の後にはまたしょっぱい物が食べたくなったりして……。うん、考えてみれば吸血鬼だってそうだ。だってホラ……美女の血を求めて、何度でもしつこく復活するじゃないかっ」

「…………。部長っ？」

　途方もなく得意げな、どや顔をしている白奈。今わたし、うまい事を言った！　と、いかにも言いたげだ。……何て残念な女なんだろう。良い人である事は間違いないが、こういう性分なのだから仕方ない。

「と、とにかくだな！　俺おれに少しばかり考えがある。このサンドイッチがインスピレーションをくれた。おそらくは何とかなるだろうよ」

「え？　インスピレーション？」

　円えん藤どうは不ふ思し議ぎそうに目を開閉して、「そ、それはどういう……？」

「まあ俺に任せておけ」

　玄人くろとは空になったランチボックスを見ながら、妙に確かく信しん的てきな態度で言うのだった。

「ともあれ、事件のピースは全すべて揃そろったようだ」

　これで全てを料理で解決できる筈はず──。玄人はにやりと笑って、

「部長、今度こそいけますよねっ」

「む？　君からノリノリポーズを誘ってくれるとは珍しいな……。が、よし来たっ！」

「へ？」

　白奈は人差し指を立てると、玄人にウインクして合図する。おいおいおいおい、やめてくれよ、と青ざめる玄人。あろう事か、白奈は今の言葉を誤解したらしい。ほくほく顔で例の恥ずかしいポーズを求めるのだ。

「や！　違う！　俺が言ったのはそっちじゃなくて！」

「くふふ、照れない照れない」

　しばらく抵抗したが無む駄だだった。……まあ部のルールなのだから嫌いやでもやるしかない。玄人は顔を真まっ赤かにしながら、もう一方の白奈はどや顔でお尻しりを寄せて、

「美お味いしい物を皆で食べれば万事解決っ。そうだね、ボス？」

「そうだぜ、部長！」もうやけだ。

「「わたし達は料理事件部っ。依頼は二人ふたりで美味しく……料理で解決さっ！」」

　人として大事な何かを振り切ったようなハイな口く調ちようで言う。こんな二人に任せておけと言われても……。なんて事は言わないが、血ち倉くらと円えん藤どうはダラダラ汗をかき、ドン引きしていた。




　　　　　　６




　その週の土ど曜よう、東ひがし九く森もり駅えきの間近にある広場に大人数がたむろしていた。

　風かぜ乃の森もり学がく園えん高等部、一年Ｄ組の生徒達である。

　が、Ｄ組でない者も二人ふたりばかり。両手をポケットに突っ込んで空を見ている本ほん間ま玄人くろとと、お気に入りのワンピースに身を包み、近くの男子の視し線せんを釘くぎ付づけにしている葉は月づき未み百ゆ合りだ。

「ねえ玄人君、そろそろ時間よ」両手を後ろで組んで未百合が言う。

「だな」

　玄人は時と計けいに目をやる。十一時ジャスト、ゼロ秒フラットだ。

「しかし、こんなに集まりが良いとは思わなかった。遅刻するやつがいると思って、しばらく待つつもりでいたんだが……。おーい、円藤！　どうだ、人数は数え終わったか？」

「はーい、大丈夫ですっ」円藤佐さ耶やが遠くで手を振り、大きな声で言う。「ぴったり三十五人いますっ！」

「ってことは……へえ、Ｄ組の全員が揃そろったわけだ」

「わあぁ、素す敵てき。理想的ねっ！」

　目を細めて、きっと血倉さん喜ぶわ、と自分の事のように嬉うれしがる未百合。こいつは素直で良い子だなあ、と玄人はしみじみ思う。いつもこれくらい物分かりが良ければいいのに。

「まあいいさ。行くか」




　Ｄ組の生徒達を呼び出したのは玄人ではない。血倉知ち里さとだ。昨日きのう、ＨＲが終わった後で彼女自らが教きよう壇だんに立ち、円藤と共にクラスメイト全員を招待した。

　──もし良かったら、週末うちに遊びにきて。話したい事が色々あるから……。

　どよめく教室。血倉は不安そうに俯うつむき、クラスメイトもどう反応すべきか、各おの々おの出方を窺うかがっている。

　が、そこで白しろ奈ながＤ組の教室に飛び込んできた。飛んでる女の本領発揮──というわけではなく、勿もち論ろん血倉をフォローするつもりで、玄人と共に廊下で出番を窺っていたのだ。

「ほっ！　実は我々と彼女のコラボでね、君達にご馳ち走そうしたいものがあるんだよ！」

「舌がとろけるような旨うまい物を食わせてやる」

「つ、つまりはそういう事なのよ」血倉が感かん謝しやのこもった瞳ひとみをちらっと二人ふたりに向ける。

　そしてクラスメイト達は──。

　ははあ、成なる程ほど、そうなのか。部員はともかく、料理の味には定評がある料理事件部のご馳走が食べられるなら、俺おれは参加するよ、わたしも行く行くー！　と、教室じゅうが沸き立ち、大盛り上がりだ。──いや、血ち倉くらの本当の目的が何かは、彼らも漠然と分かっているのだろうが、どんな状況であれ、人は建前なりエクスキューズなりがあった方が楽に動ける。

　そんなわけで、Ｄ組の面々が土ど曜ようの十一時に待ち合わせし、円えん藤どうの案内のもと、血倉家へ向かう運びとなったのだった。

　しかしながら当然、

「あーあ……。だりぃよなあ」

　不平不満を零こぼしている者もいる。例の三人……矢や野のと田た中なかと江え戸ど川がわだ。

「せっかくの土曜日だってのに、超だりぃよ」

「まあまあいいじゃん。あの血倉の家に行ける機き会かいなんて、滅めつ多たにないんだから」

「雰囲気的にもね。ここで参加しないと、それはそれであたし達の立場が、逆にまずい事になっちゃうかもしれないし……」

　何はともあれ、彼女達が参加してくれて僥ぎよう倖こうだと玄人くろとは思う。口では色々言ってはいる彼女達だが、本当に無関心なら参加しない筈はずだし、その取っ掛かりがあるなら逆転は可能。白しろ奈なと自分が本気を出して、解決できなかった料理事件はない。

　やがて──。

　円藤のナビゲートで、目的地には滞とどこおりなく到着した。

「しかしまあ、ばかでかい家だよな」

　と、玄人は言う。仕込みのため事前に一度来ていたのだが、やはり大きい。

「ま、これだけ大きけりゃあ、クラス全員を楽々もてなせるってもんだが」

「本当。いつかこんなお家うちで暮らしてみたいわ」初めて来た未み百ゆ合りもうっとりだ。

「ふふ。実はお庭も結構広かったりするんですよっ」

　さあ皆さんどうぞ、とまるで自分の事みたいにはしゃいで円藤は言い、皆を先せん導どうする。門をくぐり、全員でぞろぞろ砂じや利りの敷しき詰められた道を進んでいった。

　この辺は古い家並みが残っている地域だ。古いだけに土地を持っている家が多く、血倉家もその一つ。石塀に囲まれた敷しき地ちは相当に広く、何せ家屋の横に広い菜園が展開している程である。養分が豊富そうな黒土に、緑みどり鮮あざやかなキャベツ、アスパラガス、長ネギ等、様々な野菜が植わっており、小型、大型、様々なプランターも置いてあって、もはや一家で処理可能なレベルを超えている気がするが、

「やあ、いらっしゃーい！」

「ギャアアアッ？」不意にびょんと飛び上がる矢や野の。

　というのも背の高い植物の陰から、いきなり白奈が現れたからだ。そして矢野が絞め殺される鶏にわとりの如ごとき悲鳴をあげたのは、突然の事に驚おどろいたせいだけではない。

「な、ななな……？　そ、それ……っ！」

「どうしたんだい？」

　白しろ奈なはにこにこと無邪気な顔。矢や野のはどうしたもこうしたもないという剣けん幕まくで、

「あ、あああ、あんた口からそれぇ……。凄すごい血がぁっ！」

　垂れてるぅぅうぅぅ、と矢野が叫ぶのも当然だ。「ほっ？」と白奈。その口からはダラダラと真まっ赤かな液体が流れている。屈託のない笑え顔がおのまま、ダラダラダラ……。色んな意味で背筋が寒くなる光景だ。私服の上に羽は織おった白衣には赤い水玉模様が点々と付いており、

「う、うそ……」

　円えん藤どうが目を丸くして呟つぶやく。

「こ、これって……。あの時のっ！」

「吸血鬼に見えるかな？」と白奈。

「え……？　いえいえいえいえ！」

　一体どういう事なのかと困惑中の円藤と対照的に、白奈はしてやったり感が溢あふれる抜群の笑顔だ。この女、どや顔が実に似合う。

「くふふ、ヴァンパイア白奈。なーんて言うと、意外と格好いいな。いや、そんな事はどうでもいい。ねえ円藤ちゃん、これが今回のトラブルの発端だったよね？　暗くら闇やみで、今のわたしみたいな状態の血ち倉くらちゃんを見た君は、ひどく怯おびえた。怯えた気持ちは縄なわを蛇へびに見せる。吸血鬼騒さわぎも起こるってものだよ。まあ、そこにはヘタレの君が子供の頃ころに見た、恐怖映画のトラウマが多分に影えい響きようしていたわけだけど」

　ざわ、ざわざわ……。Ｄ組の面々は白奈を取り囲み、騒そう然ぜんとしている。

「こ、これって一体」

「何なの？」

「どうなってるわけ、白奈さん？」

「て言うか、結局……」

　白奈は唇から赤い液体を垂れ流しつつ、こんな風に語った。

「わたしは今、トマトソースを作ろうとしていたんだ。ここで栽培してる飛びきり新しん鮮せんなトマトを使ってね」

「……トマ？」

「うん、トマト。君達をもてなすための料理だよ。ほら、あそこに沢たく山さんプランターがある。あれは血倉ちゃんがずっと大事に育てていた物で、引越し元からわざわざ持ってきたんだそうだ。あんまり美お味いしそうだから、つい生でガブリとやっちゃってね。この汁はそれだよ」

　ぽかんとした顔で絶句しているＤ組の面々。

「え～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ？」円藤が両りよう頰ほおを押さえて叫んだ。

　玄人くろとがコホンと咳せき払ばらいして補足する。

「ま、そういう事だ、円藤。部長は実演と言うか、あの日の再現をしてくれたわけだ。言葉だけで説明するより強烈で、分かりやすかっただろ？」

「あ、はい。物もの凄すごく、強烈でした。色々と……」

「かくいう俺おれもこのからくりに気づくのには、少々時間がかかったわけだが」

「え？　っという事は……。玄人くろとさんはいつから？」

「あれは何せ、特別なトマトだったからな」

　気づいたきっかけは図書室で食べたサンドイッチだ。血ち倉くらが持参した昼食──あのＢＬＴサンドのＢＬ抜きは、只ただのトマトサンドではない。正せい確かくに言うなら只のトマトではなかった。

（一口食べた時点で分かった。ここらのスーパーで普通に売ってるもんじゃないと）

　玄人は味を思い出す。

　かりっと焼いたトーストに輪わ切ぎりのトマトが挟まれていたのだけれど──味付けはシンプルに塩だけだ──このトマトが足腰のしっかりした非常に野性味のある味だった。

　フルーツを思わせる程に甘く、それでいてトマトならではの酸味が効いている。果肉はみっちり詰まっていて、すかすかしておらず、それでいてジュースが少ない……つまりパンに挟むのに適していた。形状も独特で、スライスされた断面は円形ではなく、咲いた花の形状をしている。

　──フィオレンティーノ、という種類だと後になって本人から聞いた。血倉の父がイタリアに出張した際、おみやげに買ってきた物を種から育てたらしい。血倉は子供の頃ころから色んな種類のトマトを育てるのが好きだったのだ。

　そして、そんな特別なトマトサンドを誰だれにアピールするでもなく、昼食として一人ひとり普通に食べようとしていた……。ここからは幾つかの仮説が立てられる。

　・血倉はこのトマトをふんだんに入手可能な環かん境きようにある──おそらく家に畑がある？

　・トマトサンドだけの昼食という事は──食に相当な偏かたよりが？　アレルギー？

　・それにしたって偏りのあり過ぎるこの昼食はおそらく自作──家庭環境に問題でも？

　結果的に玄人が考えた仮説はことごとく的中していた。そこから今日きようの計画を立てたのだ。

「ま、料理人なら、そいつが作った料理を食えば、これくらい分かるってもんだがな」

「す、凄すごい……！」大きく目を瞠みはる円えん藤どう。「凄すぎますよ、玄人さんっ。わたし知りませんでした。料理人って、こんなに凄いものだったんですね！」

「よせよ」

　そこで横の白しろ奈ながにやりとする。まるで玄人の心を読んだかの如ごとく、

「よせよ、もっと褒ほめてくれ」ノリノリで茶ちや々ちやを入れてきた。「いよっ、食いしんぼ推理！」

　よせよ、と玄人は鳥肌を立てて思う。マジでやめてくれ。

「て言うか部長、そろそろトマト汁だらけの口元、拭ふいていいですよ……」

「ほっ？　ああ、拭くのを忘れていたよ！」どこまでも残念な女、白奈だった。




　　　　◆　◇　◆




　血ち倉くら知ち里さとが九く森もり町ちように引っ越してきたのは、両親の別居が原因という事である。夫婦間のどうにもできない事情が重なり、リカバーが困こん難なん。──だから母親の実家があるこの土地に引っ越してきたのだ。

　以前住んでいたところからは遠く離はなれた未知の場所だ。知り合いはいないし、新しい家庭環かん境きようも居い心地ごこちが良いとは言いい難がたい。それが彼女の心に負荷をかけ、転校当初は殻に閉じこもり、すねていた。否、というよりは、クラスメイトと仲良くなるなんて甘ったるい些さ事じに感じられていたのだ。いつもヘッドホンをして、ゴス系音楽の感傷的世せ界かい観かんに浸ひたっていたのはそういう理由、と玄人くろとは本人から聞いた。

　だが、そこから思考を進めれば色々と分かってくる。料理心理学で言うところのジョハリの窓だ。自分でも分からない心のうちが、他者の観察と類推により明らかになる。

　血倉知里は両親の事が大好きだったからこそ、多大なストレスを感じていたわけで……。つんけん尖とがっていたのは、善良な心を持っている事の裏返し。彼女は寂しかったのだ。

　だから血倉が、本当は皆とうまくやりたいと言い出したのは当然の帰結なのだった。




　　　　◆　◇　◆




　そして今、血倉家の広々とした台所──。玄人と白しろ奈なと血倉知里は、汗びっしょりでＤ組全員分の料理を作っていた。

「ちょっとあなた！　お湯こぼれてるじゃないのっ。これ、沸ふつ騰とうしすぎでしょうっ！」

「落ち着け、血倉。俺おれはスパを茹ゆでる事に関してはプロだ。そりゃあもう、巧うまく茹でるっ」

「何バカな事を言ってるのよ。お水入れるわよっ？」

「あー！　入れなくていい！　スパは強火でぐわっと茹でるのが基本なんだ。俺のアルデンテ確かく率りつは百パーセントだから安心しろっ」

「くふふ。ボスの言う事は本当だよ、血倉ちゃん。わたし以外に百パーセントアルデンテの技能を持っているのは、風かぜ乃の森もり学がく園えんでは彼くらいだ。それより、ねえ。トマトが足りないんだけど、もっと持ってきてくれないか？」

「あ、ええ！　今すぐっ！」

　ばたばたと走っていく血倉。今はヘッドホンは付けていない。

　キッチンには熱ねつ気きが充満していた。むせ返る程の湯気が立ちこめているのは特大の鍋なべにぐらぐらと煮えたぎる熱湯が入っているからだ。そこに玄人が狙ねらい済ましたかの如ごとくパスタを落とし──捻ひねりを加えて握り込んでいたから、パスタの先端が底についた途と端たん、ぱららららっと綺き麗れいな放射状に広がる。

　白しろ奈なは玄人くろとの隣となりで特製のトマトソースを作っていた。その手際は玄人も見み惚とれる程に鮮あざやかだ。性格は残念だが、白奈の料理技術は凄すごい。見事なまでの包丁さばきであっという間に玉たま葱ねぎを微み塵じん切ぎりにし、鍋にぱらりとたおやかにハーブを加え、種を丁てい寧ねいかつ細やかに取り除いたざく切りトマトを「ふひゃああ！」と叫びたくなる程たっぷりと放り込む。速く繊せん細さいで、冷静かつ大胆。料理する時、白奈は恍こう惚こつ的てきな柔らかい表情になるのだが、それと対照的に手と指は千せん手じゆ観かん音のんを思わせる神業的な動きを恐るべき緻ち密みつさで繰くり返すのだ。

　そして、ことことことこと煮込まれる赤く濃のう厚こうなスープ。辺りに漂うかぐわしい香り。血倉が育てたこのイタリアントマトは、甘くて、酸っぱくて、ソースにするととても良い味を出す。

「ふん。何たって、パスタときたらイタリアだよな」

「ご機き嫌げんだね、ボス」

「部長こそ」

　二人ふたりで料理していると何な故ぜか楽しい。

　さておき、本日作っているのはトマトのパスタだ。作るに至った理由は幾つかあるが、最も大きいのは事件の夜の再現──リプレイだという事。

「わたし、あの日はトマトスパゲティーを作ろうとしていたのよね……」

　血ち倉くらからその言葉を聞いた時、これしかないと思った。

　もともと血倉の母と祖母は折り合いが悪く、しばしば衝しよう突とつしては二人とも家を飛び出し、気が晴れるまで帰ってこないのだという。吸血鬼事件のあった晩も例によって激はげしい喧けん嘩かがあり、両者どこかに行ってしまった。一人ひとり残された血倉知ち里さとは、いつもの事ながら全くもう……とりあえず晩御飯どうしようか。そうだ、気き慰なぐさみに好物のトマトスパゲティーを作ろう、と思い立った。

　でも庭でトマトを物色しているうちに、何だか無性に腹が立ってきて──どうしてうちの家族って皆あんなに我わが儘ままなのよ──ええい、ギャブッ！　いつの間にか、もぎ立てトマトをその場で齧かじっていた。タイミング悪くそれを円えん藤どうが見てしまい、血倉本人も動揺、作る筈はずだったスパゲティーは結局作らずじまいだったというわけだ。

　誤解の元であるトマトを使って事件を解決しようと思っていた玄人くろとだから、その話はまさに渡りに船だった。




「さあ、最後の四人前ができたぞ。これで終しまいだっ」

「くふふ、おまけのサービスだよ。トマトソースを二割増しで、どばっとやっちゃう！」

　どれだけのパスタを茹ゆでたものか、既に感覚がマヒしていたが、これでようやくＤ組全員に料理が行き渡る。玄人と白しろ奈なは四枚の皿に熱あつ々あつのスパゲティーをたっぷりと盛り付けて、

「そらよ、持っていってやりな！」

　こくん。

　トマトスパゲティーの盛られた皿を両手に二枚ずつ持ち、血ち倉くらが頷うなずく。そのまま足早にキッチンを出て行った。まだ料理が行き渡っていない矢や野のと田た中なかと江え戸ど川がわ──と、彼女達の話し相手をしている円えん藤どうの所へ持っていったのだ。

　玄人くろとが窓に首を向けると、外では和わ気き藹あい々あいのガーデンパーティじみた光景が広がっている。血倉家の食堂がいくら広いとはいえ、流石さすがにＤ組全員が入れる程ではないから、庭にレジャーシートを敷しき、外で食事を楽しんでいるのだった。

　料理を運んでいく係は血倉だ。一人ひとり一人ひとりに皿を手渡し、そのタイミングで一言謝あやまる。

　──ごめんなさい。実はわたしアレルギーのせいで、肉も魚も食べられないの。だから子供の頃ころから菜食なのよ。人前で食べるところを見せなかったのは、弱点みたいに思えて恥ずかしかったから。

　だけど、もう、言っちゃったわ──。

　それを聞いた皆の反応はまちまちだった。とは言え、窓から玄人が見ていた限りだと、最後には全員決まって良い笑え顔がおを見せていたから、大丈夫。何も心配いらないだろう。

「さて部長、そろそろ俺おれ達も合流しますか」

「そうしよう」




　玄関を出て、鮮あざやかに色づいたトマトのプランターを通り過ぎ、玄人と白しろ奈なは夏の青空の下を歩いていく。

　例の三人──矢野と田中と江戸川は、建物の横手にある日陰にいた。同じ敷しき物ものの上で、円藤と未み百ゆ合りも膝ひざを折り畳み、少し硬い顔をしている。玄人も思わず足を止めた。血倉が三人に、ちょうど料理の皿を差し出しているところだったからだ。これは最重要局面。流石の玄人もはらはらしながら動向を見守る。

「あの……。今までごめんなさい」

　振り絞るように言う血倉。右手に二枚、左手に一枚の皿を持っている。ひどく緊きん張ちようしているのが右手の皿の揺れ具合からも分かった。それは親指と人差し指で一枚目を押さえ、二枚目を残りの指と手のひらで支えるという、玄人が教えたプロの複数持ち技術なのだけれど、慣なれない者にとってはミスの温床。もしもここで拒絶されたら、気持ちと一いつ緒しよに皿のバランスも崩れ、全すべてが粉々に砕け散ってしまうかもしれない。

　血倉は続ける。

「今までの事は全部わたしが悪かったわ……。色々あって明るい気持ちになれなかったのよ。だからクラスの皆に八つ当たりしていたの。謝あやまります。本当に、ごめんなさい……」

「や、だけど……」矢野は眉まゆ根ねを寄せる。

　三人は渋っていた。どう振ふる舞まうべきか決めかねているらしい。この三人にだって立場というものがあるから、そう簡かん単たんには態度を翻ひるがえせないのだ。

　血ち倉くらは敷き物に両りよう膝ひざをつき、三人におそるおそる皿を近づけていく。

「わたし、これからはちゃんとするから……。そんな風に思わせてくれた友達のためにも、皆と仲良くしたいのよ。だから矢や野のさん、田た中なかさん、江え戸ど川がわさん、どうかこの料理を……」

　血倉の華きや奢しやな肩が大きく上下していた。胸のどきどきがここまで伝わってくるようだ。

　ちくしょう、頑張れ！　と玄人くろとは思う。頑張れっ！

　円えん藤どうが横から口添えした。

「お願ねがい、食べて。三人とも……」

　三人の腕に触って懸けん命めいに言う。

「一口だけでもいいから……。ねっ？」

「ふ、ふんだ。そこまで言うなら仕方ないよね。円藤の面子メンツもあるし、一口だけ……」

　三人は皿とフォークを取ると、仏ぶつ頂ちよう面づらでスパゲティーを食べ始めた。

　──もしかしたら難なん癖くせをつけられるかもしれない。吐き出されてしまうかもしれない。これからどうなってしまうんだろう……。見守る血倉と円藤の体は不安げに震ふるえている。

　が、

「何これぇーっ？」

　いきなり矢野が叫んだ。

「し、信じられない……っ！　このスパゲティー、むちゃくちゃ美お味いしいよぉっ！」

「まいうー！」田中も声を張り上げる。「こんなパスタ食べたの、あたしも初めて！」

「凄すごい、凄い！　おいふいいいいぃぃー！」と江戸川。

　そして三人はちゅるちゅるちゅるちゅる、一心不乱にスパゲティーを啜すすり始めた。

　食べっぷりは全員すこぶる豪快だ。特に江戸川は江え戸どっ子こよろしく蕎そ麦ばでも食べているよう。ろくに嚙かまずに喉のどで食している。全員口の周りをトマトの汁でいっぱいにして、放っておくと皿まで舐なめそうだ。……いや、もう少し落ち着いて食おうよ、と玄人は思う。

　三人が照れ隠しのため、あえてオーバーに振ふる舞まってるのか、それとも単に空腹だったのかは分からない。だが一つ確たしかなのは、この熱あつ々あつの料理が冷たく凝ぎよう固こしていた人の心を溶かしたという事。そういう時は食欲が増すのだ。しばらく食べるのに専念させた方がいい。

　と、不意に白しろ奈なが未み百ゆ合りの首元に、にゅうううっと顔を近づけた。

「どうだい、未百合ちゃん？　美味しいかい？」

　ビクッ、とワンテンポ遅れて体を跳ねさせる未百合。おそるおそる白奈に頷うなずいてみせる。

「くふふ。そんなにびくつかないでよ。わたしはただ、君の感想が聞きたいだけだよ」

「エッ？　感想……？」

「うん、そう。だって未百合ちゃん、君はこの話における食べる係じゃないか。君が歓声をあげてくれないと気分が出ないんだよ。さあ、たっぷり食べて感想を思い切り語っておくれ」

「そ、そうなんですか……？」

　わたしって食べる係なんですか、と戸惑いがちに白しろ奈なを見る未み百ゆ合りだが、そこは素直な性格の彼女だ。既に口をつけていたのにもかかわらず、まるで今初めて食べたように言葉を紡ぎ始めた。

「わあぁ、美お味いしい……。美味しいわぁ！」

　いつものやつが始まった。

「ウン、何と言ってもこのトマトソースね！　まろやかに煮込まれたトマトと玉たま葱ねぎが、すごくコクのある酸味を醸かもし出してるの。ほんのりと甘いわ。ぴりっと舌を刺し激げきする酸っぱさが主なんだけど、それを外側からくるみ込むような独特の甘みのせいで、とっても豊かな味になってるのね。さらっとしてて後味爽さわやかなのに、奥深くって濃のう厚こうよっ」

「うんうん」

　実に気分が良さそうに白奈は聞いている。

「それに食感も素す敵てきだわ。このソース、熱くて柔らかくって、それでいて濃こい果肉感があるのよ。完かん熟じゆくトマトに玉葱にバジル……。何て言えばいいのかしら。まるでトロトロの野菜達が渾こん然ぜん一いつ体たいとなって、舌にあたたかく絡みついてくるみたい」

「そうですねっ。でもソースだけじゃありません。パスタも最高なんですっ！」

　今度は円えん藤どうがフォークをぴょいっと上げて言う。美味しい料理で若干ハイテンションだ。

「茹ゆで具合が、まさに完かん璧ぺきなアルデンテなんですよっ。もちもちと柔らかくて、それでいてプッチリぱつんとした歯ごたえ。美味しいだけじゃなくて、気持ち良いんです。何だろう、前頭葉が刺し激げきされるって言うのかな。含んでもっちり、嚙かんでぷっつん、喉のど越ごしちゅるりんこ。いくらでも食べれちゃいます。あの、玄人くろとさん！　これは何か特別な麵メンを使ってるんですか？」

「デュラム・セモリナ」

　玄人はポケットに両手を突っ込んで言う。「俺おれの一番好きなイタリア語だ」

　デュラム・セモリナとは硬めの小麦──一般的には普通のパスタの原料の事を言う。いや、要はシンプルな普通の材料から良い味を引き出すのが腕の見せ所という話だ。

「とにかく美味しいです！」と円藤。

「最高よっ！」と未百合。

　フォークにパスタをくるくると巻きつけ、むしゃむしゃもにもに、全員が次から次へと頰ほお張ばり、舌した鼓つづみを打っている。そこに負の感情が入り込む隙すき間まはない。

　いい笑え顔がおだな、と玄人は思う。

　そう、これが料理の効能。ほんとに美味しい物を食べた時、人は必ず笑顔になる。

　血ち倉くらも、円藤も、矢野と田中と江戸川の三人だって決して悪い子だったわけではないけれど、ちょっとしたボタンの掛け違いであんな状況に陥っていた。が、その心のわだかまりは美味しい料理によって綺き麗れいに解け、再び笑えるようになった。それはこの世で一番素敵な力なのだ。

（何はともあれ、良かった良かった。これで一件落着だ！）

　やがて玄人くろとは静かに言った。

「なあ、矢や野のさんに田た中なかさんに江え戸ど川がわさんよ。このスパゲティーが何でこんなに旨うまいのか、分かるかい？」

「え？　そりゃあ……」

　三人は顔を見合わせて、ねえ、と苦笑いする。

「あんたの腕がいいからでしょ？」矢野が言った。

「それは素直に認めるよ、うん……。あんた達って、やっぱ凄すごいんだね。こんな美お味いしいパスタ、お店でも食べた事ない。流石さすがは噂うわさの料理事件部だよ」と田中。

「こないだは料理をバカにするような事を言ってゴメンなさい。反省してます」と江戸川。

　ちっちっ、と玄人は指を横に振った。

「違うな。俺おれ達の腕が立つのは当然だが、それだけじゃあ、この味は出ねえんだよ。このスパゲティーが美う味まいのは心がこもっているからだ」

「心……？」

　その場の全員がきょとんとした顔で玄人を見る。「あんたの、心？」

「俺のじゃねえよっ。ふん、このスパゲティーに使ったトマトは、そこにいる血ち倉くらが育てた物なんだ。知ってるかい？　トマトを世話するのって大変なんだぜ」

「そうなの？」

「そうさ。種を蒔まいて、水をやって、毎日毎日、虫がついてないか見たり、病気になってないか気を配ったりだな……。特にこのイタリアントマトは難むずかしい種類なんだ。大きいだけに実と実が干渉し合う。要はデリケートで傷つきやすいんだよ。それを血倉は、大事に大事に育ててきた。引越し元からプランターごと全部持ってきたくらい、すげえ思い入れのある物なんだよ。ここまで立派に育てるのはどれだけ大変だったか……なあ？　お前らは持っているかい、植物を育てる優やさしい気持ち」

「……」

　その場の皆が無言で血倉に顔を向ける。

　彼女は顔を赤らめ、少し恥ずかしそうに俯うつむいていた。

「とまあ、そういう事だよ。このスパゲティーが美味いのは、主役のトマトに血倉の心が詰まっているからだ。いくら金を積つんでも手に入らない、こいつは最高に良いトマトなのさ」

（そう、いつだって人を救うのは誰だれかの優しい気持ちさ。血倉は自分で自分を救ったんだ）

　これが俺的料理術、と玄人は思う。

　美味しさは作り手の腕だけでは決まらない。何な故ぜなら食べる人がいて、初めて成立する物だから。要は作り手と受け手の共同作業──美味しい物を素直に美味しいと受け止められる状況を整せい備びするのが肝要なのだ。

　例えば、好きな人が頑張って作ってくれた弁当が美お味いしいように。

　喧けん嘩かした後、仲直りの御飯が美味しいように。

　生まれ故郷の味が美味しいように。

　然しかるべき心的状態で食べる方が味は良くなる。そして、それは人の心を動かすのだ。

「三人とも、血ち倉くらの気持ちを受け止めてやりな。分かるだろ」

　かしこまるような長い沈ちん黙もく。

　やがて矢や野のがぼそっと言った。

「……ごめんなさい、血倉さん」

　血倉がぱっと顔をあげて、「エッ？」

「今まで嫌いやがらせして悪かったね……。あたし達、あんたの事を誤解してたよ。何て言うか、単に協きよう調ちよう性せいがない我わが儘ままな女の子なんだって思ってたんだ……。だけど、そうじゃなかったんだね。うん、家庭の事情とか、そっちにも色々あったんだよ。本当にごめん。ごめんなさい」

　ぺこりと頭を下げる矢野。すると今度は田た中なかが殊勝な顔つきで、

「確たしかにこんなに立派なトマト、我儘なだけの人には育てられないよね。血倉さん、あんたって凄すごいよ」

「ていうか、そんなに大事な物なのに、あたし達に食べさせてくれるなんてさ。何か感動しちゃった。あたし、おなかの辺りが、今すごくあったかいよ」と江え戸ど川がわも言う。

　そして三人は血倉の手をひしと握って、

「あんたの気持ち、ちゃんと伝わったからね！」

「矢野さん、田中さん、江戸川さん……」

　血倉は大きな瞳ひとみをじんわり潤うるませて、三人の顔を見つめた。そして、

「ありがとうっ……！」

　と、心底嬉うれしそうに笑ったのだった。




　　　　◆　◇　◆




　こうして事件は終わった。

　玄人くろとは今、料理事件部の部室で今回の記き録ろくをノートＰＣに入力している。依頼が解決した後は、いつもこんな風に経けい緯いとレシピをまとめておくのだ。かたかたかたかた。

「一年Ｄ組、血倉知ち里さと……っと」

　──あれから彼女は無事クラスに溶け込んだ。不本意な渾あだ名なは払ふつ拭しよくされ、円えん藤どう佐さ耶やは勿もち論ろん、矢野や田中や江戸川とも仲良くやっている様よう子す。否、むしろＤ組の人気者になったようだ。

　何な故ぜか？

　それはあのスパゲティーを食べて以来、自分もトマトを育ててみたいと言う人が続出したからだ。休日は家庭菜園の手ほどきに引っ張りだこらしい。結構な事である。巨大なヘッドホンはまだ首に掛けているけれど、空き時間に音楽を聴きく分には問題ないだろう。近いうちにお勧めＣＤを貸してくれると彼女は言っていた。これは俺おれも良いイヤホンを調ちよう達たつしておいた方が良いかもしれない──。

　ぽちっ、と。

「以上、吸血鬼事件、依頼完遂！　って……うおっ？」

「うおっ、じゃないわよ……」

　入力を終えて顔を上げれば、いつの間にか目の前に血ち倉くら知ち里さとが立っていた。いつものように澄すました顔で片手に膨ふくれた鞄かばんを持ち、もう一方の手で首に掛けたヘッドホンを弄いじくっている。

「お前なあ……。部室に入る時はノックくらいしろよ」

「ノックはしたわ。あなたがパソコンに無我夢中でかぶりついていたから気づかなかっただけでしょう」

「そこまでがむしゃらに熱ねつ中ちゆうしてねえよっ。と言うより、血倉。お前一体何の用だ。ここは部外者立ち入り禁止なんだが」

「失礼ね。わたしは事件に関かかわったんだから部外者じゃないわ。それよりあなたに朗報よ。お勧めのＣＤを持ってきたの。貸してあげるわ」

「へえ、そいつは嬉うれしいね」

　血倉は応接用のテーブルに近づき、鞄からＣＤを一枚取り出して置いた。玄人くろとの知らないミュージシャンだった。ジャケットの写真は綺き麗れいで尚なお且かつ、どこか悪あく魔ま的てきな感じである。

「これ、いいのよ。トワイライトな雰囲気で、わたし的には今かなりのお勧めなの」

「ふうん。何だか知らないが、とりあえずサンキュー……って、え？」

　玄人が言い終えるのを待たず、血倉はもう一枚ＣＤを取り出すと、

「うふふ。これもお勧め」

　そう言って二枚目をテーブルに載せた。

　そうか、二枚も貸してくれるのかと思いきや、血倉の動きは止まる事がなかった。更に鞄に手を入れて、これも、これも、これも、これも、これも、これも、これも、これも……あっという間にテーブルは、耽たん美びで退廃的なジャケットのＣＤで埋め尽くされてしまう。

「ちょっと待て！　一体何枚あるんだっ？」

「とりあえず三十枚。ふふん、これでも厳げん選せんしたんですからね。わたしが好きな音楽をあなたにも知ってほしくて、気合を入れて一いつ生しよう懸けん命めい選んだのよ。夜中の三時までかかったわ」

「……」

　結構重たい女、血倉知里だった。

「……夜よ更ふかしは美容の大敵だぞ？」

「知っているわ。でも大丈夫よ。最近わたし体たい調ちようがとってもいいの。友達も沢たく山さんできて毎日がすごく楽しいのよ。見て、肌もすべすべのツヤツヤでしょう。うふふっ。それに全然眠くなんかなかったわ。どうもアドレナリンが沢山出ていたようね。その気になれば、あと更に十枚くらいは選べたと思うわ」

「お前が選ぶのは勝手だが、こんなにいっぺんには聴きけねえんだよ……」

　すると血ち倉くらは、えっ？　と、びっくりしたような顔をした。

「嫌いやだわ、そんな事ないわよ」笑って手を横に振り、「だって、あなた料理人じゃない」

「真顔でそういう事を言うのはよせっ。料理人にだってできない事はあるんだ！」

　またまた、あなたったら謙けん遜そんしちゃって、と玄人くろとの言葉を本気にしない血倉知ち里さと。……どうしろというんだ。彼女の中では料理人という存在が美化されまくっているらしい。事件解決の手並みが今回は微妙に鮮あざやか過ぎたのかもしれなかった。

「うふふ。早く全部聴いてね。聴き終わったら、また次のやつを貸してあげるから」

「おいおい、勘弁してくれよ……」

　と、その時──。

　出し抜けに部室のドアが勢いよく開かれた。

「ここにいたのかっ、ボス！」

「……部長？」

　戸口に立っていたのは城じよう之の内うち白しろ奈なだ。全速力で走ってきたらしく、制服の上にまとった白衣が乱れ、はあはあと激はげしく肩を上下させている。

「いちゃついている場合じゃないぞ。大変なんだ！　またしても大変な料理が……っ！」

「何事ですか？　一体どんな料理事件なんです？」

「それを説明してる暇はない。とにかく料理事件部、出動だよ。今すぐ来てくれっ！」

「ラジャー！　ってなわけで、おい血倉！　続きはまた今度だっ」

「ち、ちょっと？　何よ突然っ」

「またなっ！」走り出した。

「ま、待ってってばっ！」

　慌てて腕を摑つかもうとする血倉だが、玄人は素す早ばやくすり抜けると、白奈の背中を追いかけて廊下を駆けていった。





【件名】：吸血鬼事件　　　　　　　　　　

【お客様】：血倉知里、円えん藤どう佐さ耶や、その他　

【料理】：スパゲティ・トマトソース　　　

【達成度】complete　　　　　　　　　　　















　　　宇宙人事件







　　　　　　１




「ねえ、赤あか座ざ伊い衣い子こさんって知っているかしら」

「知らねえな。誰だれだそれ？」

　玄人くろとが訊きき返すと、血ち倉くら知ち里さとは呆あきれたように肩を竦すくめた。

「本ほん間ま君ってほんと、料理の事以外は無む頓とん着ちやくよね。我が道を行くタイプというか……。赤座先せん輩ぱいの事くらい、転校生のわたしでも知っているわよ？」

「有名なのか？」

「頗すこぶる。まあ白しろ奈なさん程ではないけれど」

　個人経営の小さな店がぽつぽつと立ち並ぶ広い道を駅に向かい、本間玄人と血倉知里は日差しに目を細めて歩いていた。

　吸血鬼事件が解決してしばらく経過した七月の金きん曜ようの放ほう課か後ごである。

　期末試し験けんも無事終わり、後は脳天気に終業式を待つばかりというこの時期、学校帰りに書店に寄り道した玄人が店を出ると、通りの向こうに見み慣なれたヘッドホン少女の姿があった。気け配はいを察したのかあるいは偶然か、血倉は弾はじかれたように振り向き、目が合うとパッと表情を輝かがやかせて、左右をきょろきょろ窺うかがいながら車道を素す早ばやく横断してきたのだった。

「捜したのよ、本間君っ」

「おいおい、この暑いのに走ってくんなよ」

　直射日光を浴びると灰になる──訳はないが日射病になられても困る。とりあえず日陰で休めよ、と玄人は顎あごをしゃくり、血倉は建物の陰で深呼吸。玄人を見上げる顔が仄ほのかに赤いのはいつもの事だ。しばらく休み、それから二人ふたり並んで駅に向かい歩き出した。

　二人は最近何かと一いつ緒しよにいる事が多い。血倉が積せつ極きよく的てきなのだ。別なクラスだというのに一日一度は必ずやってきて、益やく体たいもない話を披ひ露ろう。放課後は用もないのに料理事件部の部室に居座り、何だか嬉うれしそうに喋っている。この前も変な事を言っていた──。

「今日きようも白奈さんは来てないのね。こんな広い部室にあなた一人ひとりじゃ寂しいでしょう？」

「お前がいるだろ」

「そうね。わたし、この際だから正式に入部してあげましょうか？」

「あー、よせよせ、せっかくの高校生活を棒に振るぞ」

　俺おれはやりたくてやってるわけじゃねえ、と玄人が適当な返事をすると血倉は拗すねたように唇を尖とがらせ、その様よう子すを廊下からドアのガラス越しに葉は月づき未み百ゆ合りがはらはらした顔で見ていた事がある。

　そう。色んな問題が解決してポジティブになった血ち倉くらがいる一方で、何な故ぜか未百合はうかない雰囲気なのだ。これはまたいつものように妙な事でも考えているに違いなく。

　まあそれは良いとして、最近白しろ奈なが部室に顔を出さないので、これ幸いと今日きようの玄人くろとはさっさと下校した──やつの事だから大方また阿あ呆ほうな真ま似ねをしているのだろう。

　先日も、大変だ大変だ、と連呼するから、一体どんな料理事件が起きたのかと血倉を置き去りにしてついていってみれば、昇降口の柱にカブトムシが一匹へばりついていて、

「なあボス！　こいつ焼いたら、食べられるんじゃないかっ？」

「腹壊こわしますよ……」

　おそらくは今日もそんな珍妙な探求を重ねているのだろうし、部長がいないなら部室はシャットアウトしてもＯＫだ。血倉は例によって本日も部室に向かったのだが、施せ錠じようされていたので首を傾かしげて玄人を捜し回り、見つからないので下校の途についた。そして、ここでばったり遭遇したわけだった。

　駅に向かい、二人ふたりはぶらぶら歩いていく。

「で、その赤あか座ざ伊い衣い子こってのは誰だれだよ？　依頼に来たわけか？」

「どうかしら。そういう切迫した感じではなかったけれど、とにかく部室の前をウロウロしていたの。わたしが何かご用ですかって訊きいてみたら、何でも無いってすぐどこかに行ってしまって……。ひょっとすると入部希望かもしれないわね」

「料理事件部にぃ？　や、そりゃないだろ」

　ともあれ血倉の話によれば、赤座伊衣子というのは二年の有名な美人だそうだ。一年生の玄人とは特に接点がないが、物静かで庇ひ護ご欲よくを誘い、その手のタイプを好む男子から絶大な人気を誇るという。伊衣子だけに、この学園でも指折りのいい子なのだ。何でも『垂れ目の柔和令れい嬢じよう』の異名で呼ばれているらしい。

「垂れ目の柔和令嬢か……」玄人はぼんやり思考を巡らす。「言われてみれば、何か凄すごく綺き麗れいな垂れ目の上級生を見た事があるような」

「ええ。あなたも多た分ぶん、顔は知ってると思う。絶対どこかで会ってるわよ」

　環かん境きよう整せい備び委員として、伊衣子はよく校内校外問わずあちこちを綺麗にしているという。平たく言えばゴミ掃除だ。ピースフルな環境を整備するのが好きらしい。

（そうか、いつだったか廊下ですれ違ったお嬢様風の美人が長いホウキを持ってた。確たしかその人、かなりの垂れ目だったな）

　濡ぬれたように煌きらめく鳶とび色いろの垂れ目。整ととのいつつも甘い雰囲気が漂うラブリーフェイスだった。身長は意外に高いが、控えめな物腰の影えい響きようか二割程小さく見える。長くサラサラした髪の毛先がくるりとカールしていて何となく宇宙っぽい──。

　そうか、あれが件くだんの赤あか座ざ伊い衣い子こだったのかもな、と玄人くろとが考えていると、不意に携帯にメールが届いた。血ち倉くらと世間話しながら取り出し、見れば送信者は葉は月づき未み百ゆ合りだ。機き械かい類るい全般が苦手な未百合がメールをくれるなんて珍しい。

　件名は『フルーツを召し上がれ』とあった。

（あいつ、果物屋にでもいるのか？　まあ、この時期のフルーツと言えばやっぱ西瓜すいかかな）

　玄人はメールを開けた。

「ぶっ？」

　そして咳せき込んだ。

「どうしたの、本ほん間ま君？」隣となりを歩く血倉が訝いぶかしげに、「ＳＰＡＭメールでも来たわけ？」

「ＳＰＡＭ？　いや、ランチョンミートじゃねえ。もっと危険な……って、何を言ってるんだ俺おれは。今のは言葉の綾あやだっ」

　ランチョンミートとは挽ひき肉にくを使った加工食品の事で、ＳＰＡＭという缶詰が有名である。

　それはともかく、メールに文字は書かれておらず写真が一枚添付されているのみ。そこには水着姿の未百合が写っていたのだった。

　予想もしないフルーツだった。

　胸元にリボンのついた白い水着を着ている。未百合は淡雪のように肌が白いから、一いつ瞬しゆん生まれたままの姿なのかと思ってゾクッとした。些いささか心細そうにクリーム色のカーテンを摘つまんで立ち、未百合は高校生にしては育ちすぎた体をカメラに惜しげもなく晒さらして、恥ずかしそうに黒目がちの吊つり目めを潤うるませているのだが。

（何なんだこりゃああ……）

　意味不明すぎるぞ、と玄人は思う。この暑さにやられたのか。最近様よう子すが少し変だった未百合さん、まさか本格的にまずい事になってしまったのか。

　と、不意に着メロが鳴なり響ひびいた。ディスプレイを見ると、かけてきたのは当の未百合だ。

　──わたし、今が旬しゆんよ。食たべ頃ごろをどうぞっ。

　なんて言い出したらどうしよう、と警けい戒かいしながら玄人は電話に出た。

「もしもし」

『あ、あのあのあの、玄人君っ……？　大事な話をするから聞いて！　これからあなたの携帯に、わたしからのメールが届くと思うんだけど』

「これから？」

　いやいや、既にしっかり届いているのだが、とはいえ、受話口から聞こえる未百合の声が今にも泣き出しそうなので、玄人は告げるのを躊躇ためらった。

『そのメールは見なくていいわ。ていうか、開けないで！　お願ねがいだから、見ないでそのまま捨てちゃって。そうして欲しいのっ」

　何だかひどく焦っている。玄人は訝しげに鼻に皺しわを寄せて、

「落ち着け。話がよく見えねえ。どういう事なんだ？」

『ご、ごめんなさい。深い意味はないのよ。本当に何でもないから、これ以上その事は訊きかないで……。ね、ねえ！　それより玄人くろと君、最近暑いと思わない？』

「あ？」

　物もの凄すごく強引に話題を変えてきた。

「確たしかに暑いな。夏だから当然だけどよ」

『夏と言えばプールよねっ。明日あしたって学校休みでしょう。一いつ緒しよに行かない？　チケットが二枚あるの。玄人君、ＳＰＡ九く森もりって行った事ある？　流れるプールがあるらしいんだけど』

　未百合はまくし立てるようにそう言うと、ハアハアと息を切らして玄人の返事を待っている。ＳＰＡＭじゃなくてＳＰＡの誘いか、と玄人は沈ちん思し黙もつ考こう、しばらく送話口から聞こえてくる音に耳を澄すませていた。流は行やりの音楽が流れている。

（そうか。分かってきたぞ）

『だ、だめ……？』

　やっぱりわたし、もう玄人君に飽きられちゃったのかしら──。

　と、未み百ゆ合りは沈黙に耐え切れなくなったように切々と言う。また妙な事を思い詰めてしまっているに違いなく、断ると事態の混迷に拍車をかけそうだから、玄人はあっさり言った。

「いや、流れるプールは悪くないよな。挑戦したい気分だ」

『良かったあ……！』

「なあ、ところで未百合」玄人は咳せき払ばらいして、「実はそこに白しろ奈なのやつがいたりしねえか？」

『……エッ？』

「いたら、ちょっと代わってくれよ」

　ど、どどど、どうして分かったの玄人君っ、と未百合は心底驚おどろいた声で言う。どうやら読みは当たったらしい。直後に何者かが通話に割り込んできた。

『ほっ！』

「ったく、やっぱ部長の仕業っすか……」

『いやー、ボスやるねえ。凄すごいじゃないか。ノーヒントでよくぞ分かった』

　声の主は言わずと知れた城じよう之の内うち白奈だった。未百合から携帯をかっさらったらしい。

「これくらい、落ち着いて考えりゃあ推測できるんですよ。確たしかに最初写真を見た時はぶったまげましたがね……。よく見れば撮さつ影えいしたのが未百合じゃないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。おまけに見た事のない水着だし、後ろの全ぜん身しん鏡かがみとカーテンを見れば、そこが試着室だって事も分かる。って事は、店で誰だれかに新しい水着を選んでもらってるに違いない。んでもって、未百合の交友範はん囲い内ないでファッション関係に詳しくて、選んでやるようなお節せつ介かい焼やきで、尚なお且かつこんな悪戯いたずらやらかしそうなのは部長以外に思い当たらないんですよ」

『おお、正解だ。流石さすがは料理事件部員！』

「料理事件部は関係ねえっ。それより部長、一体何やってるんです？」

『んー？　それは勿もち論ろん、察しの通りショップで水着選びだよ。恥ずかしがり屋の未み百ゆ合りちゃんの踏ん切りがいつまで経たってもつかないからね。もう誘わざるを得ないようにしてやろうと思って、彼女の携帯を借りたんだ。で、すかさずパシャパシャと激げき写しやっ！　メールに添付して君に送信したわけだ。その効果はてきめんだったよ、くふふふ！』

　くふふじゃねえよ、と玄人くろとは思う。未百合の狼ろう狽ばいの理由がそれで分かった。

「相変わらずとんでもない事しやがりますね」

『いやいや、そう褒ほめないでくれ！　わたしは人に親切にするのが好きなだけなんだ』

　白しろ奈なは無邪気に──おそらく電波の届く先ではどや顔で──得意げに語る。

『まあ発端は些さ細さいな事でね。未百合ちゃんが窓辺で頰ほお杖づえついてメランコリックな顔をしていたから、悩みがあるなら相そう談だんに乗るよと言ったんだ。そうしたら彼女、近ちか頃ごろ色々とすれ違う事が多いと言う。何だか知らないが、ちょっと弱気になっているようだった。だからわたしはアドバイスしたのさ。迷った時は肉弾戦あるのみだ。自分の持ち味を活いかして、体ごと真正面からぶつかっていけ、とね！』

　すると未百合は随分長く考え込んだ末、ぽつりとこう零こぼしたという。

　──水着？

　どういう思考回路を経てその結けつ論ろんがもたらされたのかは不明だが、とりあえず白奈は世話焼きだ。ならばそのＨカップに似合うやつを選んであげようと、うきうき気分で未百合を買い物に引っ張っていったらしかった。

　そこまで大きくないわあああっ、という叫び声が白奈の後ろから聞こえた。

（……やれやれ、未百合と白奈ってのは思った以上に危険な組み合わせだったらしい）

　つまりは思い込みの激はげしい二人ふたりが相そう談だんした結果の化学反応だ。今後はこいつらだけで話を進めないように重々注意しておかなくては、と玄人は頭を抱えて思う。

『できればわたしも一いつ緒しよに泳ぎたいんだが、明日あしたはどうしても外せない用事があってね。これは本当に外せない用事なんだよ。土ど星せいの輪わが呼んでるのさ』

「土星の輪？　またわけの分からん事を……」

『まっ、とりあえず後は若い二人に任せた。たまには君らだけで水入らずというのも良いだろう。……って、おやー？』突然素すっ頓とん狂きような声を出す白奈。

「どうしました、部長？」

『プールなのに水入らずとはこれ如い何かにー』

「……！」

　玄人の全身にゾワッと鳥肌が立った。

　危うく携帯を地面に叩たたきつけそうになったが、白奈は追い打ちをかけるように、

『くふふ。せいぜい二人で火遊びを楽しんでくるといい。……おやおやー？』

「何ですか」

『プールなのに火遊びとはこれ如い何かにー』

「うおああっ！」

　ウザさに耐え切れず、思わず電話を切ってしまう玄人くろとだった。

　……ぜえぜえ、と荒く肩を上下させて屈かがみ込む彼を見て、血ち倉くらがキョトンと目を瞬しばたたく。

「どうしたの？　今のって、もしかして白しろ奈なさん？」

　玄人は無言で頷うなずいた。電話は平常心を取り戻してからかけ直そうと思う。

「やっぱり。あなたをそこまで追い込めるのは白奈さんくらいだものね」

　血倉はくすっと微笑ほほえんだ。

「見かけは怖そうだけれど、実はあの人って良い人なのよねぇ……。親切だし、面おも白しろいし」

「そうかあああ？」

　先程の白奈が何と言ったかを聞いたら、発言を撤てつ回かいしたくなるに違いない。

「でも白奈さん、最近部室に顔出さないわね。一体どうしたのかしら？」

「さあな。あいつの事だから、また妙な事に首を突っ込んだりしてるんだろ」

　明日も用事があると言っていたし、何だか忙しそうではあった。

　夏の太陽の下、鳥肌がようやく引いた玄人と血倉は駅に向かい、緩かん慢まんに歩みを再開する。

　そう。この時もう少し突き詰めて考えていれば──。実は白奈は重要なキーワードを口にしていたのだ。

　後に玄人は苦い気分でそれを思い返す事になるのだが、致し方ない。この時点では二人ふたりとも何の情報も得てはおらず、従って白奈があんな事をしているとは夢にも思わなかったのだ。
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　ＳＰＡ九く森もりは、その名の通り九森町郊外にある全天候型のスパリゾートだ。

　屋外屋内にプールがあり、多様な水のアトラクションがあり、ジャグジーがあり、サウナがあり、温泉があり、混浴はない。露ろ天てん風ぶ呂ろは横殴りの雨の日も入浴可能を謳うたっており、屋上のビアガーデンでは傘を差してビールを飲む事もできるという、まさしく──全天候型である。

　そんな洒しや脱だつな宣伝文句と、ウェブサイトに掲載された写真を見ると、誰だれもがおそろしく豪華な施設に感じるが、実際に来てみると案外それ程でもないのは、各おの々おののスケールが均等に小さいからだ。もともと健康ランドだった施設を大幅リニューアルしたもので、しかし、それ故か料金は適度な範はん疇ちゆうに抑えられており、ご近所さんにも大変親しまれているという。

　土ど曜ようの午後──。

　そんなＳＰＡ九く森もりの屋外プールに玄人と未み百ゆ合りはいた。

　七月の休日とあって辺りは盛況だ。怪しい曇くもり空ぞらの日が多い九森町だったが、今日きようは雲一つ浮かんでおらず、燦さん々さんたる太陽の下で二人ふたりが漂っているのは微弱な波が水面をキラキラ輝かがやかせる流れるプールだ。それぞれファンシーな浮うき輪わに摑つかまり、文字通り流れに任せて周回コースをフロートしている。

　玄人くろとの後ろを漂う未み百ゆ合りが、遠えん慮りよがちに大声を出した。

「ねえ、玄人君っ。流れるプールって、意外と怖くないのねっ」

「ん？　別に怖くはねえだろ。お前、一体どんなのを想像してたんだ？」

「わたし、もっと絶叫しちゃうような激げき流りゆうかと思ってた！」

「おいおい……。ラフティングじゃねえんだからよ」

　和わ気き藹あい々あいと楽しんでいるようで、それでいて少し気恥ずかしいようで──というのも玄人と未百合が二人でプールに来たのは初めてだ。幼おさな馴な染じみだけにしばしば一いつ緒しよに行動しているが、こういったレジャー施設にはあまり足を運ばないので、二人とも微妙にぎこちない。あるいは先程の出来事が尾を引いているのか──ちょっとした一幕があった。

　電車に揺られて現地に到着するまでは普ふ段だんと変わりなかった。それから男女別の更衣室に向かい、玄人はスイムパンツに着替えてプールサイドで待っていたのだが。

「ったく、遅おせえな、あいつ」

　未百合がなかなか来ないのだ。まあ彼女がトロトロしているのはいつもの事だが。

（まさか迷まい子ごになってたりはしねえよな）

「お、お待たせ、玄人君っ……！」

　と、不意に後ろから恥ずかしそうな声がして、振り返れば水着姿の未百合が駆けてくるところだった。昨日きのう送信されてきたメールの添付写真とはまた違う水着だ。揺れる二つの膨ふくらみが玄人の耳に幻げん聴ちようを聞かせた。ぽよよん、と。

「待たせてごめんなさい。ちょっぴり仕し度たくに手間取っちゃって……」

「き、気にすんなよ」

　未百合が着けているのは黒のビキニだった。ほっそりしつつも綺き麗れいにくびれた乳白色の肢体が色彩のコントラストを際立たせている。時間がかかっていたのは後ろ髪をアップにしていたからだろう。両サイドから垂らした艶つややかな黒髪の房が伝う豊かな胸は、高校生とは思えないぱつんとした発育ぶりで、寄せてもいないのに谷間がくっきりだ。大胆なデザインだから、何かの弾みでぽろんと零こぼれ出てしまいそう。
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　けしからん。

「あ、あのね、玄人君……」

　未百合は間近まで来るとぎこちなく微笑ほほえみ、足を擦すり合わせるようにもじもじしている。

「電話で、その、白しろ奈なさんが言ってたと思うんだけど、わたし、Ｈカップじゃなくて……」

「エッチだなんて思ってねえよ」言下に答えていた。

「ウ、ウン……？」

「成長期なんだろっ」

　えっと？　と未み百ゆ合りは少しだけ首を傾かしげる。

（クソッ……。まったく、困ったセクシー大和やまと撫子なでしこだ）

　と考える玄人くろとも実は内心焦り、目のやり場に困っているのだった。風かぜ乃の森もり学がく園えんには水泳の授業がないので、こういう機き会かいがなければ知る事はなかった。未百合、大人おとなのカラダだ。見み慣なれた幼おさな馴な染じみを急に異性として意い識しきしてしまい、つい目を逸そらしたり逸らさなかったり。

「それはそうと、玄人君」

「な、何だよ」

「その……玄人君の水着って、お尻しりのラインが凄すごく素す敵てきね」

「何？」

　意外な一言だった。

　他はともかく、未百合の中身はどこまでも普ふ段だん通りだった。

「……尻のラインが何だって？」

「ぷりっとしてて、それでいて身がしっかり引ひき締しまってて、とても綺き麗れいだわ……。男子の逞たくましさはお尻に出るってお母かあさんがよく言ってるの。正直わたしもそう思うわ。恥ずかしいけど見とれちゃう。できれば少し囓かじってみたいわ。生ハムメロンの味がしそう……って、やだ！」

　ハッと両手で口を押さえ、未百合は美お味いしい物を食べた感想みたいな台詞せりふを押おし留とどめる。黒目がちの吊つり目めを潤うるませ、わたしったら何言ってるのよ、と顔をカアアアッと真まっ赤かにしてオロオロとひとりごち、おかげで玄人くろとも沸いていた頭が冷えた。何が生ハムメロンだ。

「落ち着けよ。まあ、そっちだってなかなかだ。とりあえず泳ぐか」

　だが未み百ゆ合りはまだあたふたしているのだった。むしろ更に狼ろう狽ばいを深めて、

「あ、ありがとう……。な、なかなか？　ウン、なかなかでしょこの水着？　良かった……。わたし、実はこれでも凄すごく頑張ったの」

　嬉うれしい、と未百合はホッと息を吐いて言う。

「男の子はこういうのが好きだって白しろ奈なさんがアドバイスしてくれたから、わたし、恥ずかしいけど、精一杯の勇気を出したの」

「……さあて、流れるプールってのはどっちだ」

「でも気のせいかしら？　色んな人に見られてる気がするわ……。この水着、ちょっぴり大胆過ぎたのかな。それとも、わたしの自じ意い識しき過剰？」

「向こうには、ウォータースライダーもあるってよ」

「でもわたし、やっぱり玄人君に喜んでほしくって……」

「今日きようはほんと、絶好のプール日和びよりだ」

「あ、あの、あなただけはもう少しちゃんと見てもいいのよ？　せっかくわたし……」

「じゃ、俺おれは先に行ってるからな」

「も、もぉ……。玄人君のばかぁ！」

　と、未百合は黒目がちの瞳ひとみをうるうるさせて、さっさと先を歩いていく玄人の背中を追いかけるのだった。そっちじゃないわよ玄人君っ、と。

　……流れるプールは反対方向だった。

　事前に未百合は白奈から施設についての詳細を聞いていたらしい──もともとチケットは白奈がくれた物だという。城じよう之の内うち家けには様々なコネクションがあるのだ──また、昨夜入念に下した調しらべもしていたらしく、ブツブツ言いながらも未百合は意外に要領良くナビしてくれた。

　目当ての場所に辿たどり着き、ばかでかい浮うき輪わを渡されてプールに入る。ひんやりとした水の爽そう快かい感かんに、細かい事は二人ふたりの頭から吹っ飛んだ。

「わあぁ、気持ち良いっ！」

　水みず飛沫しぶきがキラキラと未百合の笑え顔がおを輝かがやかせる。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳を眩まぶしげに細めて、

「わたし達、何だかしっかり泳げてるみたい。楽しいね、玄人君っ」

「そうだな。泳げてる泳げてる！」

　実は二人とも全く泳げないのだが、浮き輪と程良い水の流れに身を委ゆだね、どんぶらこどんぶらこ──申し訳程度に犬いぬ搔かきしたりして泳いでいる雰囲気に浸ひたるのだった。
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「ふうっ……」

　水から上がり、玄人くろとと未み百ゆ合りはプールサイドに並んでいるデッキチェアに腰掛けた。この日差しなら濡ぬれた体もすぐに乾くだろう。

「で、未百合。すっきりしたところで訊ききたいんだけどよ」

「ン？」未百合は屈託のない表情で髪を押さえ、首を傾かしげて玄人を見る。

「何で突然プールなんだよ」

　実は引っかかっていた。未百合は割と運動音おん痴ちで──まあ泳げないのは玄人も同じだが、だからこそ今までＳＰＡ等に来なかった。にも拘かかわらず誘った事には何か理由がある筈はずで。

「あ、話を聞いてくれるのね」未百合は背筋を伸ばした。「良かった。実は言い出すきっかけが摑つかめなかったの」

　こういう事でもないと二人ふたりでちゃんと話せないと思ったから、と未百合は言う。

「あ？　それでわざわざプールか？」

「べ、別に、そういうわけじゃないけど……。たまには違う一面も見せないと」

「違う一面？」

　色々と溜ため込むタイプの未百合さん、現状かなりチャージされているらしい。

「まあいいや。何だか知らないがさっさと話せよ」

　ウン、と頷うなずき、未百合はしばらく下を見て何か考え込んでいたが、やがてひどく唐突に、

「わたしね、血ち倉くらさんって良い人だと思う！」

　と、妙に生き真ま面じ目めな表情で言った。

（……分からねえ）

　未百合の考える事はいつも玄人の予想の斜め上を行くのだ。

「血倉がどうした？」

「彼女、素す敵てきだわ。綺き麗れいだし、積せつ極きよく的てきだし、てきぱきしてるし、音楽の趣しゆ味みが良いし、ヘッドホンが似合うし、家も広いし、トマトを育てる名人だし……」

「最後の方のは関係ないと思うが、まあ確たしかにやつには瞬しゆん発ぱつ力りよくみたいなもんがあるよな。身のこなしとかきびきびしてるしよ。いざって時は頭も切れるし。だけどそれが何なんだ？」

「ええ、血倉さんには良いところが沢たく山さんあるわ。だから、その……」

　未百合は目を伏せて言いい淀よどむ。

「玄人君は、あの……。良いところがいっぱいある血倉さんの事が、その……」

　何か言いたそうにモジモジしているが、それに続く言葉がなかなか出てこない。

（ったく。あのその言ってないで、はっきりしろよ）

　と、言おうか言うまいか、玄人くろとが仏ぶつ頂ちよう面づらで迷っていると、彼女は身を乗り出すようにして、

「ね、ねえ！　わたしの良いところって一体何かしらっ？」

　またひどく唐突にそんな事を言った。

　どうやら未み百ゆ合りさん、何やら溢あふれそうな感情でいっぱいいっぱいになっているらしい。

（そう言えば昨日きのう白しろ奈なも言ってたな。未百合が何だか煮詰まってるみたいだって）

　玄人は思う。どうしたものか──。勿もち論ろん、未百合には血ち倉くらと違う長所が山程ある。そんな事は幼おさな馴な染じみだから知っていて当然だ。だが率直にそれを告げても一時しのぎにしかならない。こういうのは自力で何とかしないと──最終的には当人の気持ちの問題になってくるからだ。

「俺おれに訊きくなよ。自分の胸に手を当てて考えろ」

　少し突き放すような口く調ちようになっちまったかな、と玄人が僅わずかに躊躇ためらっていると、

「胸に手を当てて？」

　未百合はキョトンと戸惑うような顔で、自分のふくよかな胸をじっと見ている。

「そ、そうなの？　ここがわたしの一番良いところ……なの？」

　やっぱり白奈さんの言う通りだったのね、と青ざめた顔で呟つぶやく未百合。おいおい、と思わず玄人は汗をかくが、この天然ぶりも彼女のキュートな長所の一つだったりする。

　と、不意にどこからか、穏おだやかではない声がした。

「何だ？」

　玄人と未百合が首を向けると、些いささか剣けん吞のんな光景──プール際で子供達が言い争っていた。

　小学校低学年というところか。全部で七、八人いる。少しとろそうな男の子が一人ひとり、罵ののしられたり小突かれりしていた。モメている原因は聞き取れないが、皆が水泳用のスイムゴーグルをしているのに、彼だけがシュノーケルと水中マスクをしているのが原因かもしれない。ともかく多勢に無勢。寄よって集たかってシュノーケル君を一方的にやり込めている雰囲気なのだ。

（皆と違う間抜けなシュノーケル坊やをプールに落とそう。──まあそんな感じか）

　仕方ねえなあ、と玄人はボリボリ頭を搔かいて腰をあげる。

　と、不意にその横を未百合が物もの凄すごい勢いで駆けていった。若干スローな普ふ段だんの彼女からは想像もつかないスピードだった。

「駄だ目めぇ！　やめて。やめなさいっ」

　プール際の子供達もその尋常じゃない勢いにビクッ？　疚やましい事をしていた自覚のせいか、蜘く蛛もの子を散らすように遁とん走そうした。後に残されたシュノーケル君がホッと息を吐く。

　そういやそうだったっけ、と玄人は思った。未百合も幼少期はよくこんな風にからかわれていた。可か憐れんな女の子だったから──いや実は他ほかにも理由はあるのだが──とにかく大勢の男子につきまとわれ、そして小学生が好きな女の子を虐いじめるのはお約束だ。その度たびに玄人は仕方なく助けてやったものだが。

（だから、こういうのを見るとほっとけねえんだろうな……）

　未み百ゆ合りは基本的に優やさしくて大人おとなしいが、感情が昂たかぶると突然予想もしない意外なアクションに出る。そこが怖くもあり、面おも白しろくもあり。

　とりあえずお前には良いところ、ちゃんとあるだろ、と玄人くろとが思っていると、

「ひゃあああっ！」

「……え？」

　いじめっ子を追い払ったはいいが、勢いがつき過ぎた未百合は急に止まれない。プールサイドでバランスを崩し、あわあわ宙を搔かき毟むしりながら盛大に水に突っ込んでいった。
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「今日きようは何だか色々あったね、玄人君」

「そうだな。子供を助けたり水に落ちたり……。まあ総じて面白かったが」

「良かったわ。あの子、最後は楽しそうに笑ってたもの」

　時刻はもうすぐ八時だから流石さすがに辺りは真っ暗だ。外灯の少ないだだっ広い公園内を玄人と未百合は歩いていた。ここを突っ切るのがＳＰＡ九く森もりの最寄り駅への近道なのだ。

　別にこんな時間まで泳いでいたわけではなく、ちょっとした散歩のつもりで帰りにかなりの回り道をしたせいである。

　というのも、例のシュノーケル君の家がＳＰＡ九森の近所だというので、せっかくだから送っていってあげましょうよ、とお人ひと好よしの未百合が提案したのだ。彼はわーいと大喜び。ところが結果として家は駅の真逆の方角で、おまけに距きよ離り的てきにも実は相当なものだったから、送り届けてサヨナラした時には既にこんな時間になっていたのだった。

　まあいいけどよ、と玄人は思う。

　未百合が嬉うれしそうだからだ。人の幸せを素直に喜べる、彼女のこういうところは結構好きだったりする。今日の目的が達成されたのかされていないのか、それは未百合にしか分からない事だが、可か憐れんな唇がふわっと綻ほころんでいるから多た分ぶん良かったのだろう。

「しかしあの坊主、何だか妙な事を言ってやがったよな」

「うーん……。あれくらいの時期の子って、想像と現実をまぜこぜにしちゃったりするのよ」

「想像と現実、ねえ」

　件くだんの子供が皆の槍やり玉だまに挙げられていた理由は、そのプールにそぐわない阿あ呆ほうなシュノーケルが原因ではなかった。変なウソを吐つくんじゃないよ、と仲間達に糾きゆう弾だんされていたのだ。

　プールから這はい上がって事情を訊きいた未百合に、彼は開口一番こう言ったものである。

「ボク、最近宇宙人に夢中なんだっ！」

「……はい？」

　何でも近ちか頃ごろこの界かい隈わいには宇宙人が出没するのだという。

「おいおい、どういう事なんだ？」ぽかんとしている未み百ゆ合りに代わって玄人くろとが訊きくと、

「プール帰りにね、一回見かけたんだよっ！」

　夜道で偶然出くわしたのだという。

　曰いわく、ひと気の無い住宅街の角を曲がったところにそいつは唐突にいた。巨人の如ごとくでかかった。赤い宇宙服を着ていた。ヘルメットは見た事もない妖あやしいデザインで、口元の弁から電子音を発していた。これといって危害を加えられたわけではなく、彼には目もくれずに去っていったのだが、その歩行速度は走っても追いつけない程速かったらしい。それ以来、少年は宇宙人の魅み力りよくにとりつかれ、クラスの皆に話を広めていたのだが──その結果があれなのだからもう少し考えた方が良い。シュノーケル坊やに玄人は助言した。

「まあ人ひと騒さわがせな話で耳じ目もくを引くのもいいけどよ……。ほんとの人間関係ってそういうもんじゃねえだろ。料理と同様、本質を重んじろよ」

「玄人君、そのアドバイスは少し専門的過ぎない？　この子には分からないと思う……」

「そうか？　何かそいつ、しきりに頷うなずいてるが」

　こくこくこくこくっ。

　まあいい──とりあえず玄人はその場を未百合に任せ、手洗いに行ったついでに更衣室に寄った。ふと思い至り、ロッカーから携帯を取り出して九く森もり町ちようＢＢＳにアクセスしてみる。この町の噂うわさ話ばなしが書き込まれる有名なご当地掲示板があるのだ。

　宇宙人で検索をかけると──意外にも発見報告が多数出てきた。

（……おいおいおい、まさかさっきの話ってマジなのか？　この町って何かおかしいだろ）

　シュノーケル君が言ったような存在を他ほかにもちらほら見た人がいるのだった。真偽の程は不明だが、赤い宇宙服姿で暗がりに現れ、稀まれに話しかけてくるという。語る内容は、宇宙のミルクがどうたらこうたら……。

　と、そこは流石さすがに怪し過ぎて読み飛ばしたが、眉まゆ唾つばものの変な質問をしてくるのだそうだ。

（ふん。……まあ夏だからな。要は怪かい談だん話ばなしを広めて楽しんでるやつがいるんだろう）

　玄人が未百合達のところへ戻ると、シュノーケル君は色々と打ち明けてせいせいした顔になっていた。ぴょんと元気良く飛び跳ねて、

「じゃあボク、今日きようはもう帰るね。みんなには月げつ曜ように謝あやまっておく。本質を重んじるよっ！」

「ウン、頑張って」未百合が優やさしく目を細めて、「ねえ、ぼく。お家うちは近いの？」

「すぐそこだよー。ご近所だから、ボク達いっつも泳ぎに来てるんだ」

「そうなんだ。じゃあお姉ねえさん達、あなたをお家まで送っていってあげるわね」

「あ？」突然何を言い出すんだ、と玄人は思う。

「お願ねがい。いいでしょ、玄人君……。わたし、傷ついた子の心のケアをしてあげたいの」

　ケアってお前、そんな大げさなもんかよ、と突っ込みを入れたいが、未百合はどこまでも生き真ま面じ目めに懇こん願がんする。こうと決めたら意外に強情なのだ。渋々引き受け、散々歩かされる羽は目めになり、無事に彼を家に送り届けて、そして今、未み百ゆ合りと共に家路を辿たどっていたのだが──。

　ひと気のない夜の公園。

　間近の茂みが突然揺れて、そいつは暗くら闇やみから立ち上がるように姿を現したのだ。




（マジかよ）

　出た。

　玄人くろとは息を詰めた。未百合は愕がく然ぜんとするあまり悲鳴すらあげられない。まさか本当に遭遇してしまうとは。

（……宇宙人!?）

　信じられねえ、と目を見開くが、そいつは事実として目の前にいる。公園の植え込みの中から脈絡なく出てきたのだ。辺りが暗くて細部は不明だが、概おおむね情報通りの風ふう貌ぼうだ。全身をくまなく覆おおう赤いスーツ。ガスマスクに似た弁のある奇怪なヘルメットを被かぶっている。

　驚きよう愕がくで立ちすくんでいる二人ふたりに向かい、奇妙な電子音声でこんな事を言った。

「ミルク……」

「何？」

「知ッテルカ。宇宙ノミルク……」

　玄人は眉まゆを顰ひそめた。

「ヨコセ……。宇宙味ノミルク……」

（……何だか知らないが、まともなヤローじゃねえのは確たしかだ）

　暗がりに現れて、よく分からないミルクをねだるという『宇宙人事件』の噂うわさは奇くしくも真実だったらしいが、今は未百合を連れている。こんな危ないやつと関かかわっていられるか──。

　玄人の判断は早かった。未百合の手首をグッと摑つかむと、

「逃げるぞ！」その場を駆け去ろうとした。ところが、

「……キャアアアーッ？」

　手を握られて我に返ったか、未百合が今いま頃ごろになって絹を裂くような悲鳴をあげるのだ。

　そして、

「変なマスク被ってる！　変なマスク被ってるわ！」

　ワンテンポどころか、途と轍てつもなく遅い突っ込みを入れた。

「どうしよう！　さらわれちゃう！　わたし達、宇宙人にさらわれちゃう！」

　狼ろう狽ばいのあまり少し変になっていた。

「お、おい？　未百合っ？」

「ああ、神様……。どうしよう。わたしの事はどうなってもいいから、玄人君だけは助けてください。お願ねがいします。どうかフォースのご加か護ごを……」

　未百合は涙ながらにそう言うと、へなへなとその場にへたり込んでしまう。……あまりの怖さに腰が抜けてしまったのだ。ギュッと目を閉じ、逃げるどころか立つ事さえ叶かなわない。

　が、おかげで玄人くろとは冷静さを取り戻した。

（とりあえず、こいつは暗黒面に墜おちたアナキンじゃねえ）

　未み百ゆ合りが逃げられないなら自分がどうにかするしかない。フォースは必要なさそうだ。

　極めて危ないやつなのは間違いないが、落ち着いて見ればそいつは人間なのである。暗くて判然としないものの、肩の位置からすれば身長は同程度。怪物じみたヘルメットのせいで大きく見えるだけ。例のシュノーケル君からすれば巨人の如ごとく見えただろうが──しかし、そこに洞察の余地がある。九く森もり町ちようＢＢＳに寄せられていた発見報告でもそうだったが、暗がりにしか現れないのには理由がある筈はずで。

（脅おどかそうったってそうはいくかよ。面めん倒どう臭くさいが、流石さすがにこんな変質者を放っておくわけにはいかねえ）

　とはいえ、下へ手たに暴ぼう力りよく沙ざ汰たに及んで刺されたりしたら馬ば鹿からしい。

「なあお前、牛乳が欲しいのか？」

「チガウ……。ホシイノハ……宇宙味ノミルク！」

「宇宙味のミルク」と玄人は棒読みで言う。「そりゃどういう物なんだ？」

「キイイイイイイッ！」

　突如そいつは奇声をあげた。うわあああっ、と玄人も仰のけ反ぞる。

「トニカク、ホシイ！　ホシイ！　ヨコセーッ、宇宙味ノミルク！」

「わ、分かった分かった！　分かったよ！」

　だったら相手を刺し激げきしないようにニーズを満たし、その上で状況を打破させてもらおう。お望みの宇宙ミルクを飲ませてやろうか、と玄人は持ちかけた。

「ナ、ナニッ？」電子音声ながらもそいつが驚おどろいたのは確たしかだった。──うまく乗ってきた。

「明日あしたもう一度ここに来い……と言いたいところだが、流石にそうはいかねえよな。三分待ってろ。いい子にしてればここに持ってきてやるが……どうだ？　待てるか？」

「待テル。ワタシはイイ子ダ」

「……意外と素直だな？」

　全力で走れば往復五分ってところだろう、と玄人は計算する。こちらの誘いに乗ってきた以上は心配いらないだろうが、もしもの時のために──。

「未百合、しっかりしろ。携帯を出すんだ」

「あ、あうう……。エ？　玄人君？」

　放心状態だった未百合の携帯を取り出し、自分の番号を表示させて手に握らせた。

「やばい事になったら電話しろ。すぐに駆けつけるからよ」

「ウ、ウン。分かったわ。平気よ。わたしはいつだって玄人君の事を信じてるもの」

　玄人は未百合に笑えむと、今度は奇怪なヘルメットの怪人に向き直って、

「お前もおかしな真ま似ねすんなよ、宇宙ヤロー。その時は目当ての物は手に入らないと思え。あと、未み百ゆ合りに何かしたら」

　潰つぶすぞ、と玄人くろとは言う。

「俺おれは料理人だからな。宇宙人だろうがエイリアンだろうが捌さばいて、本気で調ちよう理りする」

　数秒の沈ちん黙もくの後、ぎこちない動きで奇怪なヘルメットが上下運動した。──頷うなずいたのだ。

　まあこれくらい脅おどしておけば心配ないだろう。玄人は来た道を全速力で逆戻りする。公園入り口のそばに幾つかの飲食店が並んでいたから、目当ての物は多た分ぶんある筈はずだ。




　　　　◆　◇　◆




　玄人が戻ってきた時には未百合も動けるようになっていた。携帯をぎゅっと握にぎり締しめ、まるでデートの待ち合わせでもしているかの如ごとく、期待と不安の混在した顔で所在なげに立っていた。……暗くら闇やみの中、奇怪なヘルメットをした全身スーツの宇宙人と、白いワンピース姿の美少女が無言で向かい合っている様は、遠目に見ても壮絶に変だった。

「あ、玄人君！」玄人を見つけて未百合が手を振る。「凄すごいわ！　五分もかかってない」

　お前と違って俺はその気になれば百メートルを九秒台で走れる──と言おうとした玄人だが、口から出てきた台詞せりふは息切れのあまり、

「……ぜえぜえぜえ、はあはあはあっ……！」

　ただの危ない人になっていた。

「行ぎよう儀ぎ良く待ってて良かったわ」

　そして未百合はどこまでも暢のん気きなやつだった。

　ともあれ、玄人は呼吸を整ととのえ、持ってきた物を宇宙人に手渡した。

「お望みのブツだ。騙だまされたと思って飲んでみな」

「コレハ……？」電子音声が戸惑ったように、「確タシカニ白イ……。デモ、ミルクナノカ？」

「容器にとらわれるなよ。重要なのは味なんだろ」

　普通の牛乳でいいならその辺で買えば済む話だ。これまでの言動から察するに、こいつは自分が探している物についてよく知らないか、もしくは全然知らないのだ。

　玄人が渡した物は二つだった。ペットボトルに入った泡立つ白い飲料と、折り畳んだ薬包紙。ペットボトルは開封されていないが、玄人がラベルを剝はがしたから中身は窺うかがい知れない。

　どのみちこの暗さとヘルメットが邪じや魔まで詳細は把握できねえだろ、と玄人は思う。

「飲料自体より、その包みに入ってるやつがポイントでな。ペットボトルの蓋ふたを開けたら残さず放り込んで、一いつ気き呵か成せいにグッといけ。ぶっ飛ぶぞ。宇宙が味わえる」

　宇宙人がおぼつかない手で包みを開いた。透明な砂じや利りに似た粒が一つまみ入っている。

「……何ナンダ、コレ？」

「自分の舌で確たしかめろ」

　玄人くろとと宇宙人はしばらく無言で睨にらみ合っていた。未み百ゆ合りがはらはらとそれを見守る。

　が、不意に宇宙人は身を翻ひるがえすと、出し抜けに茂みの中へと消えた。現れた時と同様、そいつは唐突に暗くら闇やみに紛れ込んだのだ。

　どうやら危き機きは去ったらしい──。

（って、そうはいくかよ！）

　これで済ます程のお人ひと好よしではない。玄人と未百合は密ひそかにそいつの後を追いかけた。

　草を搔かき分け、植え込みを抜けて、やがてそいつの歩みがピタリと止まる。

　公園中心部の外灯の傍そばだった。

　玄人と未百合が茂みに隠れて見ていると、宇宙人がヘルメットに手を掛けた。奇々怪々な面を外すと、意外な事にそいつの髪は長い。くるんと毛先がカールしている。

　未百合が興こう奮ふん気味に玄人に囁ささやいた。

（人間だったのね。……宇宙人の正体は人間だったのね！）

（いや、まあ……地球人だって広義の意味じゃ宇宙人だしよ。さておき、やっぱ女だったか）

　後ろ姿しか見えないが、光源の近くだとよく分かる。先せん入にゆう観かん、暗さ、奇々怪々なヘルメット等の要因のせいで誤認していたが、それは宇宙服ではなくバイク用のライダースーツなのだった。体の線せんが男のものではない。どんな女かは知らないが背が高く、スタイル自体も相当良かった。……頭の中身はともかく。

　謎なぞの女は手に入れたブツを外灯にかざし、ジロジロ見たり、匂においを嗅かいだりしている。

　が、やがて玄人の言う通りにした。ペットボトルの蓋ふたを開けて、包みに入っていた透明な粒を一気に全部放り込んだのだ。

「今だ！」

　玄人は茂みから飛び出し、女の背中めがけて走った。

　未百合は茂みの中でキョトンと置き去り状態だが、取り押さえる絶好のチャンス。ペットボトルの飲料が突然バシュンと盛大に噴ふき出し、謎の女の顔面に勢いよくかかったからだ。

「キャーッ、冷たっ？　ななな、何なんですかこれはぁ……！」

　夜の公園に調ちよう子し外はずれの悲鳴が響ひびく。

「ぶっ飛んだだろっ。それは宇宙のミルクでも何でもねえ。単なるホワイト系の炭酸飲料と岩塩だ。どうして泡を噴いたかって？　岩塩の表面には微細な穴が大量に開いていて、そこで二酸化炭素の泡が急きゆう激げきに作られるからだよ。炭酸飲料は糖とう分ぶんゼロのやつだと噴き出しがいい！」

　と、玄人は疾走しながら蘊うん蓄ちくを披ひ露ろうする。料理人のサガだから仕方ない。

（まあ本当はもっと凄すごい噴ふん出しゆつを予想してたんだが）

　水流がそいつの顔にぶち当たり、衝しよう撃げきで目の前を星が飛んでこれぞ宇宙気分──を味わわせる予定だったものの、そこまでうまくはいかなかった。以前白しろ奈なが「塩ジュースを作ろう！」と言い出し、ダイエットコークで実じつ験けんした時は天てん井じようまで噴ふき出して大おお騒さわぎになったのに。

　ともあれ結果は上々。隙すきを作った事には変わりなく、顔に液体を目一杯浴びて謎なぞの女は完全に視界を奪われている。玄人くろとがそいつの肩に手をかけて振り向かせると──。

「……えっ？」

　思わずキョトン。どんな変態かと思いきや、意外にも見とれるようなラブリーフェイスだ。

「けほっ！　けほけほっ……」

　と、顔中液体まみれで咳せき込んでいるのは可愛かわいらしい垂れ目の美少女である。玄人は非常に戸惑った。鳶とび色いろの垂れ目に見覚えが──それはひどく印象的な顔だったのだ。

「もしかしてあんた……」おそるおそる玄人は訊きく。「風かぜ乃の森もり学がく園えんに通ってたり？」

「え、ええ。わたし、風高二年の赤あか座ざ伊い衣い子こです。それが何か……って、こほっけほっ！」
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　思った通り、それは以前廊下ですれ違った覚えのある、垂れ目が印象的な美少女だった。あの特製ヘルメットにはボイスチェンジャーが仕込んであったらしい──つまりは自作。だからあんな面めん妖ようなデザインだったのだ。今の彼女の声は鈴を転がすようなソプラノボイスである。

　この人が、噂うわさの赤座伊衣子先せん輩ぱい！

（とはいえ、どういうこった……？）

　話によればこの人、品行方正で綺き麗れい好ずきな良い子なのだ。確たしか『垂れ目の柔和令れい嬢じよう』の異い名みようで呼ばれている筈はずで、まあ、状況を見る限りだと猫を被かぶっていたのだろうが、

「あんた、何だってこんな奇き矯きような真ま似ねを？」

　玄人くろとが訊くと、彼女は顎あご先さきからぽちょぽちょと白い滴しずくを垂らしつつ、

「わ、わたし、宇宙人を探しているんですっ」

「宇宙人？」

　意味不明過ぎた。

「いや、宇宙人ってそれ……自分の事っすよね？」

「何でですか。わたしのどこをどうすれば宇宙人に見えるって言うんですか、くしゅん！」

　赤あか座ざ伊い衣い子こは顔を擦こすり、ぐすぐすと鼻を鳴らして言う。

「わたしは宇宙人を装う事で、本物の宇宙人をおびき寄せようとしていたんです。言うなればこれはおとり捜査です。わたしは何としても父の仇かたきを取らないといけませんから……って、くしゅん！　ひやーっくしゅん！　ぶひゃああーくしゅんっ！　ぶっ！」

（おいおいおいおいおいおい……）

　突っ込みどころが多過ぎてどうしたものか、ひとまず玄人は冷や汗を拭ぬぐう。噂うわさの赤座伊衣子は猫を被っていただけではなく、物もの凄すごくぶっ飛んだ人でもあったらしい。










　　　　　　４




「着きました。ここです、わたしの家。二人ふたりとも遠えん慮りよせずにあがってください」

「わあ、風ふ情ぜいのあるお家うちだわ。見て、玄人君。雰囲気があってとっても素す敵てき！」

「……そうかあ？」

　目の前に建っているのは瓦かわら屋根が印象的な、ちょっとレトロな雰囲気の一戸建てだ。そんなに格かく調ちよう高たかくはないが日本家屋風で、言われてみれば未み百ゆ合りが住むのに似合いそうである。

　とはいえ、実際は赤座伊衣子の家だ。玄人と未百合は彼女に招かれたのだった。

　経緯いきさつは単純。先程の炭酸飲料大だい噴ふん出しゆつの一幕が終わり、かなり遅れて駆け寄ってきた未百合がハンカチでぽむぽむと赤座伊衣子を拭ふいてあげながら、事態の説明を求めた。

「あの、風かぜ乃の森もり二年の赤座先せん輩ぱいですよね？　わたし、一年Ｂ組の葉は月づき未百合っていいます。それでこれはどういう……。何がどうなってるんですか？」

「えー、これには積つもりに積もった長いわけがあってですね」言いい淀よどむ赤座伊衣子。

「先輩、良かったらわたし達に話してくれません？　きっと楽になると思うんです。それに、もしかしたら助けになれるかも……」

「助け？」

　はい、と未み百ゆ合りは頷うなずき、横の玄人くろとを誇らしそうに見た。

「何な故ぜって、ここにいる本ほん間ま玄人君は実は凄すごい人なんです。何でもできちゃうんですよ」

「あああ？　変な事言うなよ未百合」

　天然ボケも大概にしろ、と、突っ込みを入れたが未百合は聞いていない。嬉うれしそうに肘ひじを曲げてワキワキ、ノリノリの調子で、

「うふふ、玄人君は和風、洋風、中華風、何でも作れちゃう凄腕のハードボイルド料理人なんです。わたしの自慢の彼なんですっ」

　と、言ってから突如ハッと口を押さえた。

　夜の公園に沈ちん黙もくが降りた。

　未百合の顔がじわじわと耳たぶまで赤くなっていく。

　そして──。

「かれ……。彼はカレーを作るのが得意……な、何ちゃって！」

「あああああー？」

　らしくない、白しろ奈なあたりが言いそうな駄だ洒落じやれを唐突に披ひ露ろうする未百合さん。ひゅうっと夜風が吹き抜けていく。今日きようのこいつは一体どうなってるんだ、と玄人がドン引きしていると、

「と、とにかく玄人君は凄い料理人なんです！　それに、料理事件部なんだもの。料理事件部には困ってる人を助けるというコンセプトがあるのよ？　ねえ、赤あか座ざ先せん輩ぱい、是非わたし達に悩みを相そう談だんして。お願ねがいします！」

　未百合は慌てふためきながらそんな事を言う。……恥ずかしいからそんなに料理事件部、料理事件部って連呼しないでくれ、という玄人の苦言に対しても聞く耳持たずだ。

　赤座伊い衣い子こは口元に手をあてがい、しばらく考え込んでいたが、

「……そ、そうですね、でしたらお言葉に甘えさせて頂きます。せっかくですので、話を聞いてくれるなら、わたしの家に来ませんか？　割と近いんです、実は」

「あ、ありがとうございます、赤座先輩っ！」

　で、渋々同行する羽は目めに。

　公園のトイレで赤座伊衣子は私服に着替えた。変装セットが入ったボストンバッグを玄人が成り行き上ぶらさげて歩き、点々とした住宅の間を抜け、程なく赤座家に到着したのだ。

「さあ、どうぞどうぞ」

　引き戸を開け、赤座伊衣子に促されるまま、未百合が赤座家の玄関をくぐった。玄人もその後を追おうとしたが、不意に何かを感じる。

（ん？　この気け配はい……？）

　振り返ると、通りの向こう──電柱の近くに置かれた工事中の立て看板の陰に何かがいた。

　玄人は眉まゆ根ねを寄せた。

　小さな人ひと影かげがこちらを見ていたのだ。

　リトルグレイ──。

　なんて単語が咄とつ嗟さに出てくるタイプではないが、とにかく不ふ審しん者しやには違いない。暗くて判然としないが、明らかにここ、赤あか座ざ家けの玄関を見ている。

（ったく、今夜は次から次へと怪しいやつが……。どうなってんだよ）

「おい！」

　玄人くろとが大声で呼びかけると、そいつはビクッ！　身を翻ひるがえしてあっという間に逃げていった。

（やれやれ……。何だったんだ、今のは）

　そもそもいつからいたんだ。釈然としない玄人が眉み間けんに皺しわを寄せていると、

「あの、どうかしたんですか、玄人さん？」赤座伊い衣い子こが不ふ思し議ぎそうに玄関から出てきた。

「いや、今何か物陰に妙な人影がですね……。呼んだら逃げていっちまいましたが」

「人影？」

「何か心当たりあります？　赤座先せん輩ぱい」

「心当たりないですね」彼女は訝いぶかしげに首を振った。「人影ですか……。分かりました。今度から少し気をつける事にします。それより玄人さん、赤座先輩なんて他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方はよしてくださいよ。呼び捨てで結構です。わたしと玄人さんの仲じゃないですか」

　玄人は僅わずかに戸惑った。

「えっと……。それどういう仲っすか？　さっき知り合ったばかりのような」

「どういう仲ってそんな……。言わせないでくださいよ玄人さん。わたし、玄人さんの事を認めたんです。何というか、ハートをグッと鷲わし摑づかみ？　だって、わたしに一泡吹かせたあの手並み、なかなかできる事じゃないですもん。ここまで肝が据わってる男の人には初めて会いました。タメ口でお願ねがいします。赤座先輩なんて言わずに、もっとフランクに呼んでください」

「そっすか……。ていうか、タメ口でいいのか。だったら」

　伊い衣い子こ先輩、と玄人が呼ぼうとすると、

「あ、先輩なんか付けなくて良いですよ？　呼び捨てで構いませんから」

　と、先回りするように彼女は言い、はにかんだように笑う。

「あなただけは特別です、玄人さん」

（俺おれだけ？　口く調ちようは丁てい寧ねいだが、意外に気きっ風ぷのいい人らしいな）

　お言葉に甘えて、伊衣子っと呼ぼうとすると、彼女がまたもや先んじて言った。

「赤座でいいです」

「……」

　苗みよう字じかよ、と玄人は思った。

　この人、顔と口調は庇ひ護ご欲よくを搔かき立てる小動物系なのだが、やる事なす事が微妙にふてぶてしい。認知的不協和を体現するタイプだ。

「さあ、玄人さん。遠えん慮りよなさらず、さっさと我が家にあがってくださいな」

「……分かったよ、赤あか座ざ」




　家にあがった。赤座の話によれば、自分は父と二人ふたり暮ぐらしで、その父は現在家で静養中。あまり騒さわがしくはしないでくださいね──という事なので、玄人くろとと未み百ゆ合りは足音を忍ばせ、微妙に軋きしむ廊下を静かに進んでいったのだが、不意に突き当たりのドアがおもむろに開き、

　ゆらぁり──。

　水の流れる音をバックに悠然と男が現れた。

「フー……。出た出た」

　というか、トイレから出てきたところである。別に格好良くない。

「お父とうさん！」

「あれ、伊い衣い子こ？　こんな時間に学校の友達を連れてきたのかい？」

「え、ええ、まあ……。何かいきなり訪ねてきちゃって」

「そうなんだ？　ははあ、察するにその二人、夜遊びと見た」

　いいねえ、青春だねえ、と呟つぶやいているのはパジャマ姿のぽっちゃりした中年男性だった。下がり眉まゆにナイロールの眼鏡めがねがよく似合う。流石さすがは赤座伊衣子の父だけに、庇ひ護ご欲よくを誘う可愛かわいらしい風ふう貌ぼうだが、それで誰だれが得をするかと言えば誰もしないであろう。

　玄人は困惑げに言う。

「お前の親おや父じさん、意外と元気そうだな……。何かもっとこう、とんでもない事になってるのかと思った。それはいいとして、さっきお前がやらかしてた事と、親父さんが静養してる事には関係があるんだよな？　父の仇かたきとか言ってたしよ」

「はあ、まあ、その」と赤座は曖あい昧まいに口を濁にごし、

　玄人さん、父にはその事を秘密にしているんですっ、と慌てて耳打ちしてきた。

（おっと、そう言えばそうか）

　でなければ、わざわざ公園のトイレで着替える意味がなかった。どうやら家でも赤座伊い衣い子こはいい子として振ふる舞まっているようだが、とりあえず父親もいい人そうである。

　玄人と未百合が自己紹介すると、赤座伊衣子の父親は下がり眉まゆ毛げで笑い、

「伊衣子の学校の友達って興きよう味みあるなあ。せっかくだから冷たい物でも飲んでいってよ」

　ホラホラ遠えん慮りよしないで、としきりに手招きするのでご招待に与あずかる事に。

　今時珍しい畳の居間だった。来客用の座布団の上に正座して座卓を囲む。特製の砂さ糖とう入り麦茶を飲みながら、玄人、未百合、赤座伊衣子、父親の四人で意味のあるようなないような世間話をひとしきり──学校の話題等を披ひ露ろうした後で、未百合が躊躇ためらいがちに本題を切り出した。

「それで、あの、お父とうさん。一体何があったんですか？　お困りだって赤座先せん輩ぱいから聞いたんです。わたし達に何かできる事があればと思って」

「……何から説明すればいいもんかなあ」困り笑え顔がおで、のらりくらりと語り始める。

　それは聞いた事もないような摩ま訶か不ふ思し議ぎな話だった。




　　　　◆　◇　◆




「記き憶おくがぶっ飛んじゃっててねえ」

　殆ほとんどの事が思い出せないんだ、と赤あか座ざの父は力なく溜ため息いきを吐ついて言った。

「一週間前に何というか、ちょっとした……その、出来事があってね。それより前の記憶がすっぽりなくなっちゃってるんだよ。伊い衣い子この事だけはかろうじて覚えてるんだけども」

「そんな……」未み百ゆ合りが心配そうに柳りゆう眉びを寄せて、「大丈夫なんですか？　あの、頭とかは」

「あ、それは大丈夫。病院の検査では何ともないらしい。ただ、はっきりしてるのがここ一週間分の記憶だけだと、まともな社会生活ができなくてねえ。仕事も今は休きゆう職しよく中ちゆうなんだ」

　赤座の父は自じ嘲ちよう的てきな顔で言う。

「これでも一応、警けい察さつ官かんをやってたらしいんだけど」

「え、お巡りさんなんですか」未百合が目を丸くする。

　玄人くろとには彼女が何を想像しているか手に取るように分かった──動くな、銃を捨てろ！　手を頭の後ろに置け──多た分ぶんそんな感じであろう。

「や、私は刑事みたいに立派なものじゃなくて、地域課かの巡査らしいんだけども……」

「何よ、お父とうさんったら、そんな風に言わなくたって」

　娘が横からとりなした。

「お父さんが自転車で警けい邏らしてるから町の平和が守られるんじゃない。刑事？　キャリア？　国家公務員試し験けん？　地道に頑張ってるお父さんの方がずっと格好いいよ」

「そ、そうかあ？　正直、今の私にはよく分からんのだが……」

「しっかりして。警察官はみんな格好いい。だって法の番人なんだから」

　すると赤座の父はまんざらでもなさそうに照れ笑いしながら後頭部を搔かくのだった。この親にしてこの子あり……。ちょっと変わった父娘である。仲が良くて素す敵てきだわ、と未百合は羨せん望ぼうの眼まな差ざしを送っているが、それには気づかないふりをして玄人は言った。

「で、結局どんなやばい事件があったんです？」

　玄人の問いに赤座の父は気まずげに目を伏せた。言いにくそうである。

「一週間前の事件のせいで、それ以前の記き憶おくをなくしたって言ってましたね。まあ警官に危険は付き物かもしれませんが、記憶喪失になるくらいだ。暴ぼう漢かんに頭を殴られたりとか？」

「えーとね」

　赤座の父は躊躇ためらいがちに言った。

「見たの」

「何を？」玄人は訊きく。

「見ちゃったのよ」

「だから何を？」

「ＵＦＯ」

　玄人くろとは絶句した。

「私ねえ、その日ＵＦＯを見ちゃって……。もう大仰天！　九く森もり町ちようは変な事が頻ひん発ぱつする変な土地だし、人生って波は瀾らん万ばん丈じようなもんだけど。いやはや、まさかこの歳としになって未知との遭遇をするとは夢にも思わなかったよ！」

　おかげで記き憶おくに焼き付いてしまった、と赤あか座ざの父は語り始めた。

　一週間前の夜の事である。自分が二階の寝室で眠っていると、いきなり外が激はげしい光に満たされた。ギョッとして飛び起き、カーテンを開けると、窓ガラスが一面真っ白だ。目も眩くらむような凄すさまじい光と、響ひびき渡る異常な騒そう音おん。寝起きで心しん臓ぞうもバクバクいっているし、こんな体たい験けんは生まれて初めて。

　──窓の外にＵＦＯが来ている！

　思わずパニックになり寝室を飛び出したが、それがいけなかった。階段から足を踏み外し、転げ落ちて頭を打ったのだ。あいにく娘の伊い衣い子こは不在だったが、どうも自分は気絶する寸前、うまく携帯で電話をかけたらしい。その辺の記き憶おくは曖あい昧まい模も糊ことしていて定かではないが、ともかく異変を知った伊衣子は慌てて帰宅して救急車を呼んだのだ……。

「で、病院では一時的な記憶喪失だって診断されまして」

　と、赤座伊衣子が補足する。

「しばらく安静にしていれば元に戻ると言われたんですけど、今日きようで既に一週間……」

「うん。とまあそういう事なんだよ……」と父が締しめ括くくった。

　玄人と未百合はしばらく黙だまっていた。予想外の展開に呆あつ気けに取られていたのだが、

「……大体の経けい緯いは分かりました」玄人は眉み間けんを揉もみほぐす。「大体の経緯はね。だけど腑ふに落ちない点がある。質問ですが赤座の親おや父じさん、寝ていたあなたはその激はげしい光とやらで叩たたき起こされたんですよね？」

「うん、ＵＦＯの光」

「何な故ぜその光をＵＦＯだと？」

　窓の外は異様な光で真っ白だったと言っていた。ＵＦＯが出現する際、激しいそれを伴うとはよく言われる事だが、別に彼はＵＦＯ自体を目もく撃げきしたわけではないのだ。

「凄すごい音がしたんだよね」

「ふうん？」玄人は眉まゆを顰ひそめる。

「まさにＵＦＯみたいな……ヒューンヒューンって感じの変な音だよ。あのままだと絶対に危なかった。私はすぐ部へ屋やの外に逃げ出したから、何とか助かったけども。というか、代わりに階段から転げ落ちちゃったわけだけども……。まあ命あっての物種だからね。もう少しでやられるところだった」

「『もう少しでやられるところだった』」玄人くろとは思わず鸚おう鵡む返がえしする。「何を？」

「アブダクション」

「……は？」

　アブダクションとはＵＦＯが地球の生物を誘拐する事である。

「あのですね、玄人さん。父はその日、実は宇宙人にも会っているんです」娘が言った。

「そうそう。ＵＦＯ自体は見てないけど、宇宙人の方は本物を見ちゃってね。色んな記き憶おくがぶっ飛んじゃってる私だけど、それだけはしっかり覚えてる。見たんだよ！　私は白昼堂々、本物の宇宙人を！　だからあれはＵＦＯが私を連れ去りに来たんだと思うんだ」

「マ、マジっすかああ……？」

　途と轍てつもない話になってきた。料理事件部始まって以来の宇宙的規模の事件だ。

「どんなやつだったんですか、宇宙人って？」

「全身銀ぎん色いろ！」赤座の父は両手を大きく広げて言う。「滅め茶ちや苦く茶ちやでっかくて、枯れ枝よりも細くて、それでいて頭部とかはこう、機き械かいみたいに奇っ怪な感じになっててねえ……」

　機械みたいに奇っ怪に、とわざわざもう一度言う赤座の父。

　……この野郎、と玄人は思う。

「いやー、あれはちょっと言葉じゃ説明できないよ。人間の想像力だと思いつかない」

「お父とうさん、はいペン」

「きゅぴきゅぴきゅぴ……っと、うん。こんな感じだった」

　描かれた絵は赤あか座ざの父が説明した通りのものだった。全身銀ぎん色いろスーツの宇宙的存在──強しいて言うなら先程の赤座伊い衣い子この扮ふん装そうに似ていなくてもないが、いや、絵心の乏とぼしさも影えい響きようして遥はるかに人間離ばなれした風ふう体ていになっている。確たしかに宇宙人だった。

「昼間だよ。それは覚えてるんだ。その時私は警けい邏ら中ちゆうだった。場所は……うーん、ちょっと思い出せないけど、とにかく偶然遭遇したんだ。全身ギラギラしていた。眩まぶしいくらい銀色にテカってた。そして私にミルクを飲ませてくれたんだ」

「……ミルク？」玄人は眉まゆ根ねを寄せた。

「うん。まあミルクに見た目が似ていたというだけで、牛乳ではないんだけども。味は全く違ってた。きっとあれは宇宙人のミルクだよ。どういう経緯いきさつで飲まされる事になったのか、それもまた思い出せないんだけども。何か周囲で子供達が逃げ回っていたような……。どうだったかな？　でも味は凄すごかった！　滅茶苦茶美お味いしかったんだよ！　白くてトロッとしてて紙コップに入っててねえ……。ほんと、初めての旨うまさだった。あんな物は今まで飲んだ事がない」

　正直ヒキまくりながら話を聞いていた玄人だが、ここで身を乗り出した。そんなに旨い旨いと連呼されたら料理人的には気になる。

「どう美味しかったんですか？」

「冷たくて爽さわやかっ！　とろりとコクのある喉のど越ごしっ！　まろやかなんだけど、それでいてしつこくなく……。って、アレだね。味ってのもまた言葉で表現しにくいもんだねえ」

　未み百ゆ合りに教われよ、と言いそうになった玄人くろとだが、別な質問をした。

「甘かったんですか？」ジュースなのか？

「うーん、ほんのりとした甘みはあったけども、それ程甘いってわけじゃなかったなあ」

「アルコール成分は？」カクテルの類たぐいだろうか？

「いや、お酒じゃないよ。喉越しとか、もっとこうトロトロッとしててさあ」

「前後に他ほかの飲食物を摂とったりしました？」特定の食べ合わせで味が変わったのでは？

「いや、他には何にも口にしてない」

　玄人は顎あごに手を当てる──だったら何だ？

「やー、でもとにかく無む茶ちや苦く茶ちや美お味いしかった。忘れられない味だって事は確たしかだよ！」

　あれをもう一度飲んだら、もしかしたら記き憶おくが戻るかもしれない、と恍こう惚こつの表情で語る赤あか座ざの父。それからしばらく宇宙人のミルクについて熱ねつっぽく語り続け、やがて──

「あっ……！」

　不意に頓とん狂きような声をあげた。

「ど、どうしましたっ？　何か思い出したんですかっ？」

「もう九時だ。寝なきゃ」

　……いい性格していやがる、と玄人は思うが、赤座の父は早寝早起きするように医師に言われているのだという。

「健全な精神を取り戻すには、まずは健康第一って事でね。まあ君達はゆっくり寛くつろいでいってよ。今晩はもう遅いから泊まっていくといい。空き部べ屋やだけは沢たく山さんあるからね」

　伊い衣い子こ、悪いけど後は頼んだよ──そう言って赤座の父は二階に去っていったのだった。




「とまあ、こんな感じなんです……」

　玄人と未百合と赤座の三人だけになった夜九時過ぎの居間。赤座がくるくるとした髪の毛先に指を絡めながら言った。

「心労がたたって、父はろくに食事も喉を通らず、げっそりと瘦やせ細っちゃって……」

「ちょっと待て」玄人は言った。「瘦せてねえだろ別に。結構ぽっちゃりしてた。頰ほおとかふっくらしてたし。なあ、未百合？」

「そうね、もっちりムチムチ、まるでお餅もちみたいだったわ」

「いいえ。一見するとそうですけど、実はあれでも凄すごく瘦せたんです。以前の父はもっとメタボっていて。最近は記き憶おく喪失のストレスで、ちゃんとした食事を摂とれていないんです」

　意外な事実であった。実はあれでもそれなりに悩んでいたらしい。

「ふっくらタプタプの豊満なお腹なかが、今や只ただのぽっちゃりになってしまって……。だけど、このまま今の状態が続けば、いずれ体が……」

　赤あか座ざは俯うつむき、膝ひざの上で拳こぶしを丸めた。

「わたし、父の事が……とても心配なんです」

　本当に心配そうだった。赤座伊い衣い子こは変な女だが、父親を案ずる気持ちは本物なのだ。

　他家の事情を詮せん索さくする気はさらさらない玄人くろとだが、父娘二人ふたりだけで暮らしているのにはそれなりの理由がある筈はずで、だからこそ赤座は宇宙人の扮ふん装そうをしてエキセントリックな活動──彼女の言葉を借りればおとり捜査──に精を出していたのだ。それがプールの子供や、九く森もり町ちようＢＢＳで言われていた赤い全身スーツの宇宙人の正体だったわけだが。

「とはいえ、赤座。一つ訊ききたい」

　玄人は先程の話を思い返しつつ言う。引っかかっている事があったのだ。

「お前はどうして赤いライダースーツを着てたんだ？　そこがどうも腑ふに落ちねえ。普通に銀ぎん色いろにすれば良かっただろ。お前の親おや父じが遭遇した本物は銀色の全身スーツだったんだよな？」

「いやですね、玄人さん。そこが作戦なんじゃないですか。本物と同じ事をしても、単に本物が大だい活かつ躍やくしてると思われるだけですよ」

　赤座は鳶とび色いろの垂れ目に、キラリと知性的な光を宿らせた。

「本物は全身銀色でミルクを飲ませる。偽物は全身真まっ赤かでミルクをねだる。……この二つの情報を混在させる事で騒さわぎを起こすんです。つまり、『あれあれー、わたしが見たのはそういうのじゃなかったよ？』的な話を誘発させるわけですよ。騒さわぎが大きくなればなるだけ、耳じ目もくが集まり、情報が溢あふれ返り、それを取捨選択すれば捜査は容易になりますからね。犯人検挙には手がかりを集めるのが何より重要なんです」

　わたし、将来は警けい察さつ官かんを目指してますからっ、と赤座は胸を張って言う。

「特に白バイ警官が格好良いです。わたしの憧あこがれですっ！」

「そんな事は訊いちゃいねえよ……」

　さておき、玄人は少しだけ赤座を見直した。

「まあ、あれだな。お前もそれなりに色々考えてたんだな。いや、確たしかに最初は頭のネジが外れた阿あ呆ほうだと思ってたけどよ……。実はそれ、意外と効果あったりして」

「玄人さんもなかなかどうして、フレキシブルじゃないですか」赤座も不敵に微笑ほほえみ、「ええ。わたし、どうしてもその宇宙人を捕まえて、ミルクについて聞き出したいですから」

（奇き妙みよう奇き天て烈れつ、摩ま訶か不ふ思し議ぎ。こいつはとんでもなく面おも白しろい料理事件だ！　と、あいつなら大だい興こう奮ふんして言うんだろうさ……）

「なあ赤座。お前、料理事件部って知ってるか？」

「勿もち論ろん」赤座は頷うなずいた。「有名ですよね。実は頼ろうと迷った事もあったんですよ？」

　そういや血ち倉くらがそれらしい事を言ってたっけ、と玄人は思いつつ、少し赤くなって、

「ああ、有名なあの部だ。言わずと知れた風かぜ乃の森もり学がく園えんで一番変な部っ！　……まあ俺おれは無む理り矢や理りやらされてるだけなんだが、恥ずかしくなければ月げつ曜ようの放ほう課か後ごにでも部室に来い。お前の助けになりそうなやつを紹介してやる。そいつは残念なやつなんだが、閃ひらめきに関しては意外と凄すごくてな。特に発想の自由ぶりに関しては半端じゃねえ。城じよう之の内うち白しろ奈なっていう名前で──」




　　　　　　５




　赤あか座ざ家けに一泊し、その晩玄人くろとと未み百ゆ合りはＵＦＯの夢に魘うなされた。せっかくのプール体たい験けんがミステリアスな宇宙的イメージで塗り替えられてしまったが、それだけでなく帰りの電車内でも自おのずと話題はその事になり、週末はひたすら赤座父娘の奇態に翻ほん弄ろうされた印象である。

　ともあれ。

　週が明けて月曜日──。

　まだまだ明るい夏の放課後。料理事件部の部室には本ほん間ま玄人と赤座伊い衣い子この姿があった。

「ふうん……。中はこんな風になってたんですね。前から一度入ってみたかったんです。割と洒落しやれた感じじゃないですか。天てん井じようでプロペラとか回ってますし」

　赤座は室内をうろちょろし、幹の皮が剝むけたドラセナを見て、興きよう味み深ぶかげに指でつついたりしている。玄人がそれは白奈が齧かじったせいだと伝えたら、ヒッと飛とび退のいたりしていたが、

「ったく……。あいつ、今日きようもサボリか」

　玄人はボリボリ頭を搔かいた。近ちか頃ごろ部室に顔を出さない白奈、本日も不在なのだった。珍しく依頼人が来たのに何してやがるんだと思いつつ、仕方なく電話をかける。

「もしもし、部長？」不満たらたらの声で玄人が言うと、

『やあボス、話は全すべて聞かせてもらったよ！　宇宙的レベルの怪現象。ＵＦＯと戦う料理人。これは座視できない料理事件だ！』

　初しよっ端ぱなからテンション高くまくし立てられて、玄人は目を瞬しばたたいた。

「あー、話は聞いたって……誰だれに？」

『くふふ、分からないかい？　ほんとに分からない？　ほんとに？　ホイットニー？』

　うっぜええ、と玄人が携帯を握にぎり締しめると、ピシッと罅ひびが入る音がした。

『……や、すまない。事件の話は未み百ゆ合りちゃんから聞いたのさ。水着を選んだ手前、わたしとしても成果が気になるじゃないか。まあ結果的には妙な事件に巻き込まれてそれどころじゃなかったみたいだが、しかし料理事件部としては父思いの孝行娘を放っておく事はできないね』

「じゃあ話は早いですね。後の事は全て部長に任せるんで……」

『助手を二名ばかり派遣した！』

　不意に白奈はそう言った。

『まあ若い愛人と糟そう糠こうの妻というところだが、放課後部室に行くように伝えておいたから、もうじき合流できるだろう。ほっ！　好きにこき使ってくれ。多た分ぶん喜ぶ』

「……意味分かんねえ。助手って何の話っすか？」

『いやー、どうしても外せない用事が今日きようもあってね。というより、明日あしたもその翌日もそのまた翌日もなんだが……。うん。今どうしても最後までやりたい事があるんだよ。だからすまないが、この事件はわたし抜きで解決してほしい』

　きみの料理の腕はわたしと同等だから大丈夫さ、と白しろ奈なは言う。

『任せたよ。それじゃ、オ・ルヴォワール！』

　意味もなくフランス語でさよならを言い、白奈は強引に電話を切ってしまった。

「……何がオルボワールだ……。すまねえ赤あか座ざ。何だか知らんが白奈のやつ、今日は部活を休むらしい」

「あらあら、残念です」

「あいつ、最近いつもこうなんだ。一体何をやらかしてるんだか」玄人くろとは溜ため息いきを吐つき、「まあ、おかげで例のノリノリポーズはやらなくて済んでるけどよ」

「ノリノリポーズ？」

「あ！　いや、それはそのっ……。何でもねえ。忘れてくれ」

　あんな恥ずかしい事を説明するのは絶対御免だ。玄人が曖あい昧まいに口を濁にごしていると、不意に勢いよく部室のドアが開いて、血ち倉くら知ち里さとが現れた。

「遅くなったわ、本ほん間ま君！」

　何を意気込んでいるのか、白い頰ほおが仄ほのかに紅こう潮ちようしている。俊しゆん敏びんに走り寄ってきた。

「わたし、頑張るわ！　やりましょう。わたし達で絶対にこの事件を解決しましょうっ！」

「おいおい、突然何だってんだよ？」

「フフッ！」血倉は瞳ひとみをキラキラさせて言う。「だってわたし、嬉うれしいんだもの。今度はわたしがあなたを助ける番だわ。助手をすれば良いのよね？　事件の事は全部白奈さんから聞いてるわ。これでもわたし、お料理は結構するのよ。まあアレルギーのせいで牛乳は飲めないけれど、食材を切ったり下ごしらえをしたり、それなりに役には立てると思うわ」

　血倉らしくない興こう奮ふんした調ちよう子しでそんな風に言うのだった。

「ふん、成なる程ほどな。助手って血倉の事だったのか」

「な、何よ。……もしかして迷惑だった？」血倉は上目遣いで不安げに玄人くろとを見る。

「迷惑なんかじゃねえよ。単にもう一人ひとりの助手について予想がついただけさ」

「あ、良かった……って、え？　もう一人助手がいるわけ？」

　くいっと玄人が顎あごをしゃくった先に血倉が首を向けると、そこにはドアから顔の左半分だけ出した葉は月づき未み百ゆ合りがいた。……家政婦は見た状態だ。瞳ひとみの色はさながら光の射さし込まない深海の如ごとく。慌てた血倉はサッと玄人から飛とび退のいて、
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「ごごごごめんなさいっ？　べ、別に変な事なんかしてないわよ。わたし、その、ちょっと意気込みを表してただけで」

「……ン、知ってる。血ち倉くらさん良い人だもの」

　どこか哀切感漂う声で言う未み百ゆ合り。機はたを織おっているのを見られた鶴つるの如ごとき雰囲気だ。

「わたし、あなたの気持ち分かるから……」と未百合は小さな声で言い、押したら倒れてしまいそうな力ない足取りでヨロヨロと部室に入ってくる。

　が、意外にも未百合の方から、血倉に向かってすっと手を差し出したのだった。

「わたしも一応助手に選ばれたから」笑え顔がおが微妙にぎこちない。「一いつ緒しよに頑張りましょ」

「そ、そうね。協力して本ほん間ま君をサポートしましょう」

　血倉の表情は普ふ段だんと変わらないように見えるが、頰に少し汗をかいていた。

　曰いわく言いがたい微妙な雰囲気の中、静かに握手する未百合と血倉。見ている玄人くろとも何な故ぜか喉のどを鳴らしてしまう。この二人ふたり、別に仲が悪いというわけではなさそうなのだが──。

　何だか波乱の予感がした。

「まあなるようになるだろ……。全員揃そろったところでとりあえず行くか」
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　年代的にかなりガタがきていると思われる広い台所だった。壁かべ際ぎわに据えられた小さな卓の表面は色いろ褪あせ、板張り床のあちこちが歩く度たびに軋きしみ、とはいえ、食器の類たぐいは丁てい寧ねいに洗われて綺き麗れいに整せい理り整せい頓とんされている──そんな赤あか座ざ家けの台所に、玄人くろとと未み百ゆ合りと血ち倉くらはいた。

　この場に赤座伊い衣い子こがいないのは行動指針がそのように定められたからだ。

　先程、赤座家の居間で行われた話し合い（赤座の言葉を借りれば捜査会かい議ぎ）の一幕──。

　玄人は言った。

「ひとまず、俺おれは例のミルクの正体を探ってみる」

　白しろ奈なと違い、人助けがしたくて堪たまらないわけではないが、助手を二人ふたりもつけられたら何かしないわけにいかないだろう。また、料理人として件くだんの味が何なのか気になるから、今回は率先して動く事にした。

「親おや父じさんの話によれば、トロッとしててコクがあって喉のど越ごし爽さわやかなんだろ？　で、白くて冷たい牛乳以外の飲み物とくれば、そんなに種類はねえ。幾つか試作すればどれか当たるさ」

　──あれをもう一度飲んだら、もしかしたら記き憶おくが戻るかもしれない。

　と、そんな風に赤座の父は言っていたのだ。すぐに思い出させてやるよ、と玄人は思う。

「そうですか、成なる程ほど……」赤座は幾度も頷うなずいて深く感銘を受けたように言った。「流石さすがは料理事件部です。料理事件部は料理事件部のやり方で事件を解決するって事ですね！」

「いや、全然そんな事は言っちゃいないが……。ていうか、料理事件部って連発するなよ。恥ずかしいんだ」

　だが赤座は聞いていなかった。

「確たしかにやっきになって宇宙人を捜索するより、その方が効率が良いかもしれません。分かりました。玄人さん達が被害者方面から調しらべるのであれば、こちらは独自に捜査します」

「あ？」

　赤座は垂れ目をきらりと不敵に光らせた。

「人には人に合った捜査方法というものがありますもん。わたしは料理人じゃなくて警けい察さつ官かんの娘ですからね。並行して加害者という視座からも調べを進めておけば、どこかでタイミング良く繫つながるかもしれませんし。あ、食器や食材は自由に使っちゃって結構ですよ。あんまり大した物は入っていませんが」

　それじゃわたし、犯人捜しに行ってきますので！

　と、言って足早に出発してしまったのだった。……本当に人の話を聞かないやつである。

「ったく、仕方ねえな。まあいい。とりあえず宇宙味のミルクとやらを作るか」

「玄人君っ。何を作るのっ？」横から出てきた未百合が可愛かわいらしく小首を傾かしげて訊きく。

「秘密だ」

「も、もぉ……。意地悪っ」甘えるようにぷりっと唇を尖とがらせた。

「まあ今から作るから見てろよ。まずはさっきスーパーで調ちよう達たつした牛乳を──」

　と、玄人は目を瞬しばたたいた。血倉が買い物袋から牛乳パックを取り出し、彼が動くより先に差し出してきていたのだ。

「何だよ、血ち倉くら。気が利くじゃねえか」

「別に。助手だもの」

　これくらいの事はお安いご用よ、といつもの澄すました顔で言う血倉。玄人くろとの目め線せんや仕し草ぐさをよく見ていたから、次の動きを予測してさりげなく先んじる事ができたのだ。

「ふうん。お前、意外に尽くし系なんだな」

　将来いい嫁になるんじゃねえか、と玄人は何気なく続けるが、その言葉に血倉はピクッと肩を震ふるわせて硬直した。いつもは透けるように白い顔がじわじわと赤く染まっていく。

「い、いきなり何を言ってるのよ……。んもうっ、本ほん間ま君ったら！」

「うぉぅ？」

　バシバシと続けざまに玄人の背中を叩たたく血倉は目を線のように細め、妙に嬉うれしそうである。

「突然そんな褒ほめられ方したら、思わずドキッとしちゃうじゃないのよ！」

「そ、そうなのか？　別に脅おどかすつもりはなかったんだが」

　玄人は怪け訝げんな顔である。だがその傍かたわらに立ち尽くす未み百ゆ合りの様よう子すは更に危うかった。

「……嫁？　結婚……？」

　と、青ざめた顔で何やら呟つぶやいている。その辺り、未百合を激はげしくそわそわさせるワードなのだ。とはいえ、刺し激げきされているのは彼女だけではないらしく、

「で、でも、実のところそうなのよね……」血倉は小さく咳せき払ばらいしてチラリと玄人を見る。「わたし、本当は尽くすタイプなのよ。自分では割と家庭的な方だと思ってるわ。それなのに友達には愛人系って言われる事が多くって……」

「おいおい、そりゃどういう友達だ？」

「熱ねつ中ちゆう症しようになりやすいから、多た分ぶんそれと日陰の身を引っ掛けて言ってるんでしょうけれど」

「ああ、言葉遊びか。気にすんな血倉。お前は本妻タイプだよ」

　根拠はないが軽くそう言って玄人が励ますと、またしても血倉は唇をキュッと嚙かみ締しめ、耳たぶまで真まっ赤かになってしまう。そして未百合はというと──。

「……血倉さんが玄人君のお嫁さん……。わたしは愛人……。只ただの遊び相手……」

　ブツブツ言いながら、すっかり独自の未百合ワールドに入り込んでいた。

「なあ血倉。棚から何か容いれ物ものを取ってくれ」

「こ、今度はわたしが……っ！　ねえ玄人君、これで良いっ？」

　未百合が懸けん命めいに戸棚に走り、高級そうな白はく磁じのカップを手に取って言う。

「おいおい、今から料理するのに、何だってそんな結婚式の引き出物みたいな小こ洒落じやれたカップを使わなきゃならねえんだ？　壊こわしたら大変だろ、高級品」

「ご、ごめんなさい……。でも、玄人君がいけない事を言うから……」

「俺おれがどんな悪い事を言ったんだよ？」微妙に会話が嚙み合わない。

　一方、血倉は素す早ばやく辺りを見回すと、流しの上に置かれているガラス容器を指差して言う。

「ねえあなた。あれ、どうかしら？」

「良さそうだな」

　血ち倉くらは幾つかのガラス容器を取ると要領良く牛乳パックのそばに並べ、逆に未み百ゆ合りは目に見えてしゅんとする。両者の助手適性が早くも露ろ呈ていした感があるが、その後も同じ調ちよう子しだった。血倉のサポートが敏びん捷しようなため、はからずも未百合の生来のトロさが際立ってしまう。

「なあ未百合。何だか知らねえが、そんな思い詰めた顔してないで座ってろよ。もうすぐ仕込みは終わるからさ」

「い、嫌いやよ。わたしもやる。わたしだって嫁の務めくらい、ちゃんと果たせるんだから……」

「何言ってんだ？」

「とにかく、やりたいの。お願ねがい、やらせて！」

　小鼻を膨ふくらませ、未百合は一いつ生しよう懸けん命めい挽ばん回かいしようと試みるのだが、こういう時に頑張れば頑張るほど空回りするのが世の常だ。玄人くろとの役に立ちたいがあまり、余計な食器や調味料を引っ張り出してみたり、おまけにそれを床に落としたりして──。ぱりぃん！

「アーッ？」ムンクの絵のような顔で未百合は叫んだ。「お皿、割っちゃった……！」

「お前、だから座ってろって言ったろ」

「ご、ごめんなさい、玄人君。わたし、何をしてお詫わびすれば……。そ、そうだわ！　井戸水を頭からかぶってひたすら水みず垢ご離りを……っ」

「いいから本ほん間ま君も未百合さんもこっち来なさい。片付けるわ」

　指とか切ったら料理どころじゃないわよ、と血倉がちりとりを持ってきて、ちゃきちゃきと手早く破片を処理する。その様よう子すを見ながら未百合は更に沈み込むのだった。




　そんなこんなで小一時間が経過した。窓外の風景がオレンジ色の夕ゆう陽ひに染まる頃ころ、第一弾の仕込みが終わる。

「これでよしと」

　玄人は容器の蓋ふたをキュッと閉めた。

　今、赤あか座ざ家け台所の卓の上には透明なガラス容器や小瓶が幾つも並んでいる。入っているのはいずれも白みがかった液体だ。

「……玄人君。これは何？　もうできたの？」

「できてたら、赤座の親おや父じさんに飲ませてるよ」

「そっか。そうよね……」

　血倉のめざましい活かつ躍やくぶりとは対照的に、まるで良いところを見せられなかった未百合。細い肩を落としてすっかり意気消沈である。しょげて自信を失っていた。

「明日あしたは別に休みじゃないからな。今日きようはここまでにしとこう」玄人が言うと、

「あ、撤てつ収しゆうするのね。分かったわ。この時間なら帰りの電車はそんなに混んでないし。それじゃわたし、赤あか座ざさんに連絡入れておくから」

　玄関に向かいつつ、血ち倉くらは携帯でてきぱきと赤座に電話する。本当に気が利く人だ。そんな血倉の後ろを玄人くろともぶらぶら歩いていくのだが、ふと違和感を覚えて背後を振り返ると、

　どよよーん……。

　と、形容したくなる雰囲気の未み百ゆ合りが台所の隅に座ってじっとり膝ひざを抱えていた。

　玄人は足を止め、ぽりっと頰ほおを搔かいた。

（ったく）

　未百合は潤うるんだ瞳ひとみで俯うつむき、膝頭に顔を埋めるようにしている。泣いてはいないが、時折くすんと鼻を鳴らしたりして、余程さっきの醜しゆう態たいを恥じているらしい。

「何しょげてんだよ」玄人はニヤッと笑えんで言った。

「だって、わたし……」

「皿の一枚や二枚どうって事ねえよ。一言謝あやまって、新しいのを返せば済む話だ」

　ところが未百合はうかない顔のまま、首をふるふる横に振るのだった。

「ううん、お皿の事だけじゃないのよ……。改めて思い知らされちゃって。やっぱり血倉さんって凄すごいわ。てきぱきしてるし、気配りもできるし、有能で良いところばっかり」

　それに比べてわたしは……と未百合は呻うめくように言う。完全に負けちゃってる、と。

「おい、何言ってんだ？」

「ねえ玄人君。わたしって、ドジでのろまな役立たずなのかな……」

　やれやれ、と玄人は思う。最近何かと様よう子すのおかしかった未百合だが、まだ本ほん調ちよう子しではないらしい。プールで色々あって有う耶や無む耶やになっていたが、根本的には解決していなかったのだ。

　しかし聞き捨てならねえな、と玄人は思う。

「確たしかにドジでのろまな部分はある。だが役立たずなんかじゃねえ。そんな事がある筈はずないだろ。心配しなくても明日あしたはお前の出番がたっぷりあるよ」

「明日？」

「ああ、お前にしかできない最適の出番だ。血倉にはこれがどうしてもできねえんだ」

　だから元気を出せ、と玄人は言い、未百合はパアアアッと言いようのない幸福そうな笑え顔がおになった。勢い良く立ち上がり、その拍子にジャンプする。でもそんなに高くない。

「ありがとう、玄人君っ。明日は見ててね」

　長い黒髪をぴょんぴょん跳ねさせて嬉うれしそうに未百合は言う。

「わたしにしかできない事、頑張っちゃうからっ！」
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「わたしにしかできない事、頑張っちゃうからっ！　……って、え？　これの事なの？」

「他ほかに何があるんだ」

　翌日の放ほう課か後ご、赤あか座ざ家け台所の小さな卓につき、未み百ゆ合りは目を瞬しばたたいていた。眼がん前ぜんに置かれた透明なグラスには白色の液体が注がれている。その日彼女は朝から上じよう機き嫌げん、学校が終わると玄人くろと達を先せん導どうするかの如ごとく張り切って赤座家にやってきたのだが、今は何だか微妙な顔だ。

「味を見てみろ」玄人が顎あごをしゃくって促すと、

　ハアッ……。

　と、未百合は大きく落胆の溜ため息いきを吐ついたりする。

「わたし、もっと重要で、大胆不敵な役目が与えられると思って期待していたの。あんな事をしたりこんな事をしたり。そうよ。わたし、玄人君のためならどんな恥ずかしい事だって」

「……お前、何を期待してたのっ？」

　未百合は勘違いのマエストロなのだった。

「わたしって、やっぱり食べる係なのね……。ていうか、今日きようは飲む係」

「いいじゃない、飲む係。羨うらやましいわ」血ち倉くらが残念そうに肩を竦すくめる。「本当はわたしも味見したいのだけれど、あいにく牛乳使ったやつ、ダメなのよね」

「あ、そっか……。血倉さん、アレルギー体質だから」

　わたしにしかできないってそういう事だったのね、と未百合は得とく心しんげに呟つぶやき、血倉の顔を見て細い眉まゆを寄せた。おそらく心の中で、血倉の事を可哀かわい想そうだと思っているに違いなく。

　やがてコクンと頷うなずいた。

「……そうよね。乳製品が飲めるっていうだけでも、わたし恵まれてる。丈夫な体に産んでくれたお母かあさんに感かん謝しやしなくちゃ。ええ！　血倉さん、玄人君、わたしありがたく頂くわね。飲む係として、この場をしっかり盛り上げちゃうからっ」

　グッと両りよう拳こぶしを握る未百合を見て、いや、普通に飲んでくれればそれでいいんだが、と玄人は汗をかくが、何はともあれ、透明なグラスに入った白く美しい液体に口をつけた途と端たん、未百合の表情はいつもの如ごとくパァッと華やぐのだった。

　こぷっこぷっ。

「わああっ！　美お味いしいっ！」

　未百合はふわっと大きく目を瞠みはった。

「実は喉のどが渇いてたの！　そこにこれは嬉うれしい驚おどろきだわっ。凄すごくさっぱりしてる！　舌の上から美味しい酸味が広がって、すっきりと口一杯に広がるの。とっても爽さわやかだわ。それでいて柔らかなとろみのある喉越し……。例えるなら、舌に絡みつく爽やかな泥でい濘ねいね。わたし、こういうの飲んだ事ないっ。まるで牛乳じゃないみたいだわ！」

「確たしかに牛乳であって牛乳じゃない」

　玄人の言葉に未百合はキョトン。唇の周りに白いひげを生はやし、少し難むずかしい顔をして、

「まるで禅ぜんの公こう案あんね……。飲む事なく飲むべし、みたいな？」

「や、そこまで難むずかしく考えるなよ」

「玄人くろと君、これは一体何なの？」

「飲むヨーグルトだ」

　未み百ゆ合りは黒目がちの瞳ひとみをぱちくりした。

「ちょっと待って本ほん間ま君」血ち倉くらが訝いぶかしげに割って入る。「飲むヨーグルトって、乳酸菌飲料の事よね？　だったら牛乳と違ってわたしも飲めるやつがあるわ。というか、あれはジュースみたいなものでしょう？　別にとろみはないと思うのだけれど」

「乳酸菌飲料と一口に言っても種類は色々だ。そして飲むヨーグルトにも色々ある。あれは商品名じゃなくて総称だからな」

　商品名と総称は別物である。

「じゃあこれはつまりヨーグルトなんだ？」未百合はグラスの白い液体をじっと眺め、「でも、そんなに甘くないわ。ほんのり甘酸っぱくて飲みやすいけど……。それに玄人君、昨日きのう牛乳をたっぷり使ってたじゃない？　あれはどういう事なの？」

「単に牛乳を使って飲むヨーグルトを作ったって事だ。だから市販のやつとは少し違う。どちらかと言えば半ヨーグルトって感じか」

　玄人は腕組みして説明に入った。

「そもそも素は全部同じだ。牛乳とヨーグルトとチーズは見た目こそ違うが、同じ親から生まれた家族みたいなもんだろ？　全部牛乳がベースになってる。ヨーグルトは牛乳に種菌を混ぜれば簡かん単たんに作れるし、種菌がなければ市販のプレーンヨーグルトを使えばいい。そこにも菌はいるからな」

　牛乳を四十度程度に温め、種菌もしくはプレーンヨーグルトを一塊入れて搔かき混ぜる。全体の容量の一、二割程入れればいい。容器に入れて蓋ふたをし、温度の安定した場所でしばらく発酵させればヨーグルトになる。使用する牛乳や種菌の種類とその量、また、温度や発酵させる時間等によって出来はかなり変わるが、あまり固形化しないように気をつけて調ちよう整せいした。固形化したら──当たり前だが飲めない。

「一日待ったのは、発酵するのを待っていたのさ」

「そっかあ……」未百合が胸に手を当てて納得したように言う。「わたし、昨日きのうは何かテンパっちゃってて、ヨーグルトをそんな風に使ったなんて全然気づかなかったわ」

「昨日のお前はちょっとアレ過ぎたからな。それはさておき、赤あか座ざの親おや父じさんはこう言っていた……。『それは白くて冷たい』と。カクテルなら白いのがわんさかあるが、アルコールは入ってなかったらしいし、酒じゃないなら結構絞られる。スーパーの飲料売り場を徘はい徊かいすれば分かるが、白いのは殆ほとんどが牛乳か、乳酸菌飲料なんだよ。で、『それ程甘くはなく、トロッとしててコクがある』とくれば、メジャーどころの乳酸菌飲料は除外されるし、豆乳でもない。『喉のど越ごし爽さわやか』ってのは酸味があれば説明がつく。だったら飲むヨーグルトしかねえだろう」

　ヒョーッ、やるねえボス！

　と、白しろ奈ななら茶ちや々ちやを入れているところだが、未み百ゆ合りと血ち倉くらは何も言わず、感嘆の眼まな差ざしで玄人くろとを見ている。……これはこれで据わりが良くねえな、と玄人は思いつつ、もう一つのブツをグラスにこぽこぽと注いで未百合に渡した。

「ン、玄人君、これは……？」

「基本的にはさっきと同じもんだ」

　透明なグラスに真っ白な美しい液体──そこまでは同じだが、僅わずかに白色の密度が濃こい。

「まあ飲んでみろよ」

「頂きまーすっ」

　未百合はグラスを両手で持ち、幸せそうな笑え顔がおで素直に口をつける。そして──。

「……おふっ！」目を白黒させた。

「おい、大丈夫かっ？　それは一気に飲むとむせるぞっ」

「何これっ？　とろぅーり、トロトロ！　さっきのと全然違うわ。とろみが凄すごい！」

　未百合はびっくりして片目を閉じ、嬉うれしげに顔をしかめている。唇からグラスに白い糸が引かれ、飲料とは思えない粘着性だ。未百合は恥ずかしそうに唇をペロペロ舐なめた。

「……ウン、美お味いしい。味はまろやかでさっきより酸味が少ないかしら？　仄ほのかな甘みが飲みやすくて良い感じね。だけど、その……とにかくクリーミィ！　何かもう、飲み物と食べ物の中間みたいな？　喉のど越ごしって言うより食感って感じよ。粘着性が凄いの。口内にねっちりモチモチ、美味しくへばりつくみたい！」

　これがさっきと同じ物なの？　と未百合は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげて訊きく。

「ああ。作り方は同じだが、こっちのはカスピ海かいヨーグルトだ」

「キャビアで有名な、あのカスピ海？」

「ヨーグルトでも意外と有名らしいぞ」

　カスピ海ヨーグルトの特徴はとろみが強く粘ねばるという事だ。強い粘性は含まれるクレモリス菌によるもので、これは他ほかの種菌より低い温度でも発酵する──冷蔵庫に入れておいても大丈夫な程だ。だから種菌さえ入手できれば、より簡かん単たんに作る事ができる。

「喉越し爽さわやか感はともかく、トロトロしてる感じはこっちの方が上だろ？」

「ええ、ほんとね。どちらが正解なのかしら」

「ＡかＢか？　いや、実はＣもある。尤もつとも、材料はどれも同じだが……未百合、次はこれを飲んでみてくれ」

　グラスを渡した。今度の液体は色こそ白いが、大量の細かい泡でいっぱいだ。未百合は不思議そうにそれを矯ためつ眇すがめつし、先程の事態を警けい戒かいするようにおそるおそる口をつける。

「わああ……！」

　と、背筋がしゃんと伸びた。

「美お味いしいっ！　仄ほのかにしょっぱみがあってエキゾチックだわ！　淡い甘さの中にちょっぴり効かせてある塩味が絶妙なの。さっきの二つと風味は似てるけど、トロトロっていうより、そうね……。もっとドロッとしてる！　それでいて喉のど越ごし爽そう快かいよ。今わたし、夏気分！」

　実際夏だし、と玄人くろとは思う。

「ねえ玄人君、これもヨーグルトなのっ？」

「いや、トロトロじゃなくてドロッとしてるのは作りたてで発酵してないからだ。今までのやつよりあっさりしてるだろ？　それは所謂いわゆるラッシーってやつでな」

　不意に未み百ゆ合りは首をぴゅくんと伸ばし、可愛かわいいものでも見たような顔をして、

「犬？」

「じゃねえよっ」

　そういう蒟こん蒻にやく問答をする相手は白しろ奈なだけで充分だ。

「ラッシーはヨーグルトベースで作るインド料理の飲み物だ。牛乳とヨーグルトを適切な分量で混ぜ、塩と砂さ糖とうを隠し味程度に振り、後は泡立て器でひたすら攪かく拌はんする」

　ラッシーにも種類が色々ある。バナナやレモン等の果物を入れても美味しいが、それをすると白くなくなるのでプレーンにした──という玄人の蘊うん蓄ちくが耳に入っているのかいないのか、未百合は目を細め、こぷこぷと幸せそうにラッシーを飲んでいる。

「美味しいわあ……」

　見ていて和なごむ光景だ。弾はじけんばかりのその笑え顔がおがともすれば伝う染つりそうになる。最近少し元気のなかった未百合だが、やはりこいつには笑っていてほしい、と玄人は思う。

　とはいえ、乳製品を摂とりすぎた未百合はこの後、「きゅあうう？」と奇妙な叫び声をあげてトイレに駆け込み、しばらく出られなくなるのだが、それはまた別の話という事で。

「それじゃ早速、赤あか座ざの親おや父じさんに飲ませてみるか」

「フフ！　三つのうち、どれが正解なのかしらね」血ち倉くらが腰に手を当てて言う。「早く記き憶おくを戻してあげましょう。楽しみね、本ほん間ま君っ」

　飲料を盆に載せ、玄人達は意気揚々と階段をのぼり、二階の赤座の父の寝室へ向かう──。
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　──それから三日が経過したのだった。

　今は金きん曜ようの放ほう課か後ごである。

　窓の外に広がる空は青みがかったピンク色。赤座家の台所には、ポケットに手を入れて考え込む玄人と、その横で同じく頭を悩ませる未百合と血倉の姿があった。

「ったく。あの親父さん、一体何を飲んだっていうんだ……？」

　玄人は仏ぶつ頂ちよう面づらで先日の事を思い返していた。

　自家製の飲むヨーグルトに、飲めるカスピ海かいヨーグルト、あとラッシー。どれが正解だ？　勢い込んで飲ませたはいいが、赤あか座ざの父はその全すべてに首を横に振ったのである。

「うーん……悪い。気持ちは凄すごく嬉うれしいんだけど、こういう味じゃなかったよ」

「どれも違う？」

「ホントすまない」

　赤座の父の寝室は二階の西向きの部へ屋やである。畳の上に煎せん餅べい布ぶ団とんが敷しかれており、その上に胡座あぐらをかいて赤座の父はポリポリ側頭部を搔かきつつ、盆の上に置かれた三つのグラスを眺めているのだった。

「これって全部、牛乳系だよね？」赤座の父は玄人くろとに訊きく。

「ですね。ミルクって事なんで」

「そういうのじゃないんだよなあ。ミルクのようでミルクとは全く違う味わい。もっと宇宙っぽいミルクというか。乳製品とか生クリームじゃなくて……。うーん、もどかしい」

　味を言葉で説明するのは実はかなり難むずかしい事なのだ。

「いや……でも本当にあれ、何だったんだろう。旨うまかった事だけは確たしかなんだけど……」

　頭を打った拍子にそこの記き憶おくが変になっちゃったのかな、と赤座の父は下がり眉まゆ毛げで心細そうに呟つぶやく。別に可愛かわいくはない。が、

　食欲は本当に無いらしく、せっかく作ったドリンクも最後まで飲み干せないのだった。精神的な物に起因する食欲不振。赤座伊い衣い子この言う通り、早急にこの謎なぞを解かなくては彼は瘦やせ細っていくのみだろう──というか、今はまだ充分ぽっちゃり系ではあるけれど。

「……分かりました。また別な物を作りますよ」

　そう言って玄人達は赤座の父の部屋を出て、台所に戻った。

　彼の話によれば、乳製品や生クリームの味とは異なっているらしい。とすれば、かなりの物が除外される。他ほかに白い飲料は何があるだろう？　玄人は色んな物を作って彼に飲ませた。

　ココナッツミルク。ホワイトココア。ホワイトチョコレートドリンク。

　が、赤座の父はいずれにも首を横に振り、そんな試し行こう錯さく誤ごを繰くり返しているうちに三日が経たってしまったのだった。

（意外だ。まさかこんなに手こずる羽は目めになるとは……）

　玄人が苦い顔で腕組みしていると、不意に携帯に着信があった。

「もしもし？」

『ほっ！　そっちは順じゆん調ちようにいってるかい、ボス？』

　うざい程明るい声で電話してきたのは城じよう之の内うち白しろ奈なだった。張り詰めていた気が少し緩ゆるむ。

「あまりはかばかしくはないですね」

『ふーん？　ホワイトチョコレートドリンクは試してみた？』

「試してみましたが不正解でした。甘過ぎるらしい。もっとほんのりした甘みだとか」

『未み百ゆ合りちゃんとノリノリポーズは試してみた？』

「試してませんし、そもそも試す気ないっす」

『そうかそうか。やはりわたしとでないとやる気にならないか』

　何か手前勝手な事を言っていた。放っておこう。

『それにしても件くだんの宇宙ミルク、味のベースは何だろうね……』

　電話の向こうで白しろ奈なが黙もくし、考え込む。その背後に何かの喧けん噪そう──というか、大勢の人間がひしめき合っているような騒さわぎ声が聞こえるが、遠いのでよく聞き取れない。一体どこで何をやってるんだか、と玄人くろとは思う。

　さておき、大事な用があるとかで一向に合流する気け配はいのない白奈だが、玄人達を案じてはいるようで、こうやって頻ひん繁ぱんに電話してくるのだった。ヨーグルトが駄だ目めならばシェイクはどうだ、タピオカドリンクはどうだ、未百合ちゃんのおっぱいはどうだ？　と助言をくれる。未百合が顔を赤くして、まだ出ませんー！　と強硬に申し立てても、例によって白奈はくふふと含み笑いして楽しげだ。相変わらず飛んでる性格だが、しかし、親切である事は間違いない。料理事件部発起人城じよう之の内うち白奈、何だかんだで良いやつなのだ。

『……そうだ！』

「お、また何か閃ひらいたんですか？」

『米のとぎ汁なんかどうかな』

　玄人の片かた膝ひざがカクンとなった。

「あのねえ、部長……」

『おいおいボス、そんなに呆あきれないでくれ。きみは経けい験けんないだろうが、わたしはちゃんと飲んだ事がある。米のとぎ汁には、でんぷんやビタミンが豊富に含まれていて栄養があるんだ。我が家の秘伝の巻物にそう書いてあった。城之内家の者は戦時中の食しよく糧りよう難なんの時、米のとぎ汁を飲んで逆境に立ち向かう活力を得ていたという」

「ええええ？　そりゃ凄すげえな……。俺おれも初耳ですよ」

　何でも口に入れてみる白奈の習性は先祖譲ゆずりだったらしい。流石さすがだ。年季が入っている。

『尤もつとも、そのまま飲むと非常にまずいんだが』

「だったら言うなよ！」

　思わずタメ口で突っ込む玄人だった。まあまあ、と白奈は笑ってスルーし、

『それよりボス。例のアレの仕込みはどうだい？』

「……アレ？　ああ、例のアレの事ですね。今のところ問題ないっすよ。確たしかにそろそろ」

　と、話していた時である。いきなり玄関から凄すごい音がした。

　玄人は眉まゆを顰ひそめた。何か派は手でに言い争う声が聞こえるのだ。未百合と血ち倉くらが不安げにこちらを見ているので、電話を切って玄関に走る。

　引き戸を開け放ち、外に出てぎょっとした。

　赤いライダースーツを着た赤あか座ざ伊い衣い子こが、見知らぬ少年と睨にらみ合っているのだった。

　灰はい色いろのシャツを着た背の低い男子だ。怒気を漲みなぎらせ、ぎょろっと大きな目が殆ほとんど三さん白ぱく眼がんになっている。髪型が割とハードな感じのソフトモヒカンな事もあり、文字通り尖とがっていた。

　赤座はヘルメットはかぶっておらず、毛先がくるっとカールした長い髪を赤あか装しよう束ぞくに垂らしている。玄人くろと達に気づいて首を向けた。

「あっ、玄人さん！　お騒さわがせしちゃってすいません」

「赤座。お前、何やってんだ？」

「何と言いましょうか、この子が急に抵抗するもので」

「抵抗？」そこで尖った少年が口を挟んだ。「この僕が抵抗だと……？」

　怒気もあらわに、黙だまれっ！　と叫ぶ。

「上から目め線せんで言うな。さっきは単に驚おどろいただけだ。僕を舐なめるのも程々にしろ！」

　地面にぺっと唾つばを吐き、彼は拳こぶしを握って身構える。目がギラついていた。

（ったく、穏おだやかじゃねえな。マジで何があったんだか）

　とりあえず止めるか、あるいはもう少し状況を把握するか玄人が考えていると、尖った男は唇の端を不敵に歪ゆがめ──。

「女が相手でも一切容赦しない。それが僕という男だ。今から思い知らせてやる！」

　玄人が制止する間もなく、いきなり赤座に殴りかかっていくのだった。キャッ、と赤座は短く叫び、庇ひ護ご欲よくを誘う愛らしい垂れ目をぱっちりと見開く。

　そこに、男の渾こん身しんの右ストレート！

　だが赤座は首を横に倒し、最小限の動きでそれを躱かわしていた。

　と、同時にパァン！

　鞭むちがしなるかの如ごときローキックを彼の左ひだり膝ひざに浴びせる。

　グラッと斜めに崩れる彼の体勢。

　そこに赤座はパンチ。

　鳩みぞ尾おちにいいのを入れた。

　続けざまに、パンチ、パンチ、パンチ。

　どすんどすんどすん、と正拳突きが鳩尾に入り、前のめりになった彼の顔面へ──。

　ジャブ、フック、ストレート！

　左、左、右、とリズミカルに拳を浴びせる赤座は冷静そのものだ。顔と腹部に交互の強打をもらい、彼の体勢がみるみる沈んでいく。

　と、

　不意にその体が跳ね上がる。赤座が飛とび膝ひざ蹴げりで彼の顎あごを打ち抜いたのだ。

　更に赤座は唸うなりをあげて身を翻ひるがえし──

　大技のフライングニールキックを敢行！

　が、

「もうよせ赤あか座ざあああ！」

　玄人くろとが止めた。

「そいつが死んじまうううう！　ていうか、空気読めええ！　これは料理の話なんだぞっ？」

「あっ、そうでしたっけ？　ご、ごめんなさいですっ！　殴られそうになったもので、ついカッとなって……」

　体が勝手に反応したらしい。垂れ目の柔和令れい嬢じよう、可愛かわいい顔して恐ろしい女である。

　未み百ゆ合りと血ち倉くらは青ざめた顔でドン引きしていたが、やがてハッと我に返り、路上で大の字になっている少年のところへ駆けていった。

「きみ！　大丈夫っ？」

「こ、これぐらい！　チクショウ、女の分際でえっ！」

「……減らず口を叩たたく元気があるし、大した事ないみたいね」血倉が冷静に言う。

　一体何があったのか、玄人は赤座に訊きいた。

「えっと……。玄人さん、こないだ言ってましたよね？　家の周りを怪しいやつが徘はい徊かいしてるって。変な人ひと影かげがどうたらこうたら」

「人影？」

「任意同行を求めたところ抵抗したので、ちょっぴり脅おどかしてみたんですよ、そしたら」

「……あ！」

　玄人は言われて思い出す──初めて赤座家を訪れた際、小さな人影を見たのだった。工事中の立て看板の陰に隠れ、怪しいやつがこの家の様よう子すを窺うかがっていた。

「はい、それが彼です。ずっと捜していたんですが、いつも逃げられてしまって。今日きようは運が良かったですよ。ようやく捕まえる事ができました」

（そうか、あの時の……。こいつだったのか！）

　彼は地面にへたり込み、ふてくされている。否定しないから赤座の言葉は事実のようだ。

「お手数ですが玄人さん、彼を保ほ護ごしておいてくれますか？　どうして家の周りをうろちょろしているのか尋じん問もんしたいんです。あ、カツ丼どんとかは作ってあげなくていいですよ。とりあえずわたし、着替えてきますので」

「着替え？」

「ほら。バイクの事は父には秘密にしていますから」

　言われてみれば、以前そんな事を聞いた。

「ではでは、よろしくお願ねがいします！」

　そう言うと赤座は踵きびすを返し、足早に歩き出した。向かった先の電信柱の近くに真まっ赤かな大型バイクが停とめてある。女性用の赤く可愛いヘルメットをかぽっと被かぶると、赤座は颯さつ爽そうとそれに跨またがり轟ごう音おんと共に走り去っていった──いかにもスピード違反しそうな走りぶりだった。
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　宇う野の一いち郎ろう。それが先程赤あか座ざに叩たたきのめされた尖とがった少年の名前である。

　中学二年生。好きな物はバイク。それ以外に語る事などない──と不愉快げに突っ張るが、

「いてててて！　お姉ねえさん、しみるしみる！　もっと優やさしく！」

「あ、ごめんなさい……。玄人くろと君はこれくらい平気だから、つい」

「僕はデリケートなんだ！」

　赤座家の居間で宇野は未み百ゆ合りに怪け我がの手当てをしてもらっていた。脱脂綿で傷口を拭ふかれ、ガーゼを頰ほおに当ててもらい、それでも頑強に口を尖らせるという、ふてぶてしいやつである。実際には怪我というほどの怪我でもなかったから、

「憎まれ口ばかり叩いちゃって。そういう人は放っておくというのもありなのだけれどね？」

　と、血ち倉くらは冷ややかに言ったものだが、そこは心優しい未百合だ。

「そんな……。可哀かわい想そうよ。この子きっと傷ついてるんだと思う。女性に腕っ節で完かん膚ぷ無なきまでに惨みじめに負けちゃって、自分の事をぐずでのろまなダメ人間だと思ってるんじゃないかしら」

「そ、そこまで僕は思ってない！」

　が、未百合は自分の世界に浸ひたっているので、宇野の抗こう議ぎには耳を貸さなかった。

「人生って色々あるわよね……」

「ま、まあな。でもお姉さん、僕に随分と優しいんだな？」意味ありげな目をして言う。

　が、未百合はそれも聞いていなかった。一度自分の世界に入り込むとなかなか出てこない人なのだ。わたし、この子の気持ち分かるかも……なんて言いながら治ち療りようを続けている。

「それより宇野。お前は何で赤座家の周りをうろちょろしてたんだ？」玄人は訊きいた。

　宇野は目を逸そらし、グッと口を噤つぐんだ。

「まあ聞けよ。今この家はちょっとした料理事件に巻き込まれていてな」

　玄人は概要を説明した。

　──ある晩、赤座の父が寝ていたら突然激はげしい光が窓外を満たした。その日彼が宇宙人に遭遇している事からＵＦＯと思われる。驚おどろいた彼は階段から落ちて記き憶おくを失った──。

　が、それでも宇野は何も言わないのだった。

「ふん、だんまりか」

　まあいい。いつまで耐えられるか根比べといくか、と玄人も口を噤んだ──未百合に優しく手当てをしてもらっている以上、そういつまでも突っ張ってはいられないだろう。

　ところが、二十分経過。

（……やれやれ、こいつ思ったより凄すげえ強情だな！）

　治療が終わっても尚なお、宇野は無言で床の一点を見つめるのみだった。玄人もついそこを見てしまうが勿もち論ろん何もない。困ったものね、と未み百ゆ合りと血ち倉くらも当惑げに顔を見合わせる。

　そうこうしているうちに赤あか座ざが帰ってきた。

「お待たせしましたっ」

　赤座はライダースーツからいつもの制服姿に戻っていた。

「玄人くろとさん、何か情報は摑つかめましたか？」

「いや、こいつ何にも言おうとしねえんだよ」

「あらまあ、そうですか」

　赤座は垂れ目を潤うるませて、ごきごきっと指を鳴らした。ひいっと竦すくみ上がる宇う野の少年。

「……や、暴ぼう力りよくはよせっ。こいつは年下だぞ」玄人は冷や汗を拭ぬぐい、「そうだ。こいつバイクが好きとか言ってたっけ。お前と話が合うんじゃねえか？　さっきド派は手でなバイクに乗ってただろ。あれはお前の物なのか？」

「ええ、わたしのバイクです」

　赤座は誇らしげに胸を張って頷うなずく。

「尤もつとも、まだ料金を払い終えていませんけど」

「どういう事だよそれ……」

「わたし、近くのバイクショップで内ない緒しよでアルバイトしてるんです。もともとバイクが好きなので……ほら、白バイ警けい官かんとか格好良いじゃないですか。あれこそ警察の花ですよ。いつかあんな風になれるといいんですけどね……。それはともかく、子供の頃ころからバイク屋さんに遊びにいってたもので、整せい備びの仕方とか自然に覚えちゃったんです。ばらして、メンテして、普通に組めます。まあ整備士免許を持ってないので、あくまでもサポート扱いですが……。その頃からのバイト代の積つみ立たてと、今後稼かせぐ分を見越して、あれに乗らせてもらってるわけです」

「要は分割払いって事だな」

「ええ、平たく言えば。心配かけたくないので父には秘密にしておいてください。普ふ段だんはショップのガレージに置かせてもらっています」

　赤座は語った──。料理で被害者の記き憶おくを取り戻させようという玄人達とは別に、自分は加害者方面からずっと捜査を進めていたと。九く森もり町ちようＢＢＳや噂うわさ話ばなしをもとに、宇宙人の発見報告があった場所を巡って聞き込みを行っていたのだ。あちこちをバイクで回ってもこれという成果はなかったが、

「でも、その過程で偶然にも彼を捕まえる事ができたんですから、今日きようはラッキーです」

　ふふっと笑えみ、赤座は居間に胡座あぐらをかいた宇野にヌッと顔を近づけた。

「あなた、バイクが好きなんですか？」

「別に……」顔を逸そらす。

「そうですか」

　ごきっごきっと指を鳴らす赤座伊い衣い子こ。……だからやめろって、と玄人が止める。

　そこで血ち倉くらが思いついたように言った。

「ねえ、だったらこの子を赤あか座ざ先せん輩ぱいのお父とうさんに会わせてみたらどうかしら？」

　えっ？　と頓とん狂きような声をあげる赤座伊い衣い子こ。血倉は補足するように素す早ばやく語る。

「この子が何も喋しやべらないのは理由があるからよ。怪しい事は間違いないわ。でも、そこに固執しなくてもできる事はある。別な角度からアプローチすればいい。つまり──」

「成なる程ほど、確たしかにっ！　その理由が、うちの父に関するものだという可能性は充分に考えられますねっ。引き合わせれば、ひょっとすると記き憶おくが甦よみがえるかもしれません！」

　血倉と赤座の意思疎通はスピーディだった。未み百ゆ合りはかなり遅れて、「あ……ああ、そっか！　その通りねっ」とこくこく頷うなずいた。そしてふと我に返り、少し自信なさげに俯うつむいて呟つぶやく。

「わたしってやっぱり……」

「何ブツブツ言ってるんだ？　行くぞ未百合。ほら、宇う野のも歩けよ」

「い、嫌いやだっ！　僕はお前らの言う事なんか絶対」

「黙だまれ。来い」

　玄人くろと達はしきりにごねる宇野を二階の赤座の父のもとへ連れて行った。
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「うーん……知らないなあ。見た事がない」

　赤座の父はまじまじと宇野を観かん察さつし、キョトンとした様よう子すで言った。

「いや、見た事はあるのかもしれないけど、まるで思い出せない。なあ伊衣子。その男の子は誰だれなんだい？」

　がっくり肩を落とす赤座伊衣子。宇野は初めのうち顔を背けていたが、人畜無害な赤座の父の様子に見るからにホッとして、だから言っただろ、等などと呟いている。

「もっとよく見て、お父さん」赤座が困ったように言う。「ほんとに何も思い出せない？」

「いやー……。悪いんだけどねえ、これっぽっちも」

　気落ちした雰囲気が赤座の父の寝室に漂った。

　ふん、と吐き捨てて宇野は立ち上がり、窓ガラスにそっと顔を近づける。素早く眼球を動かして外を見ていた。……何だろう？　珍しい鳥でもいるのかと思いきや、そこからは一階の屋根ぐらいしか見えないのだ。変なやつだと思いながら玄人は腕組みして息を吐く。

（何かありそうではあるんだがな……。まあいい）

　赤座の父の記憶が戻らなかったのは残念だ──。が、

　人としてはともかく、料理人的にはこういう結果に終わって安あん堵どしているかもしれない。せっかくここまで試し行こう錯さく誤ごしてきたのだから、やはり味で記き憶おくを甦よみがえらせたかった。

「じゃあ、次の作戦でいくか。そろそろ本命のアレを飲ませてやる」

「アレ？」

　微妙に陰いん鬱うつだったその場の空気がフッと透明な色に変わった。

「実は飲んでほしい物があってよ。そろそろご馳ち走そうしたいのさ」

　──それよりボス、例のアレの仕込みはどうだい？

　と、電話で白しろ奈なに指摘された物である。もう少し寝かせておくつもりでいたが、開陳のタイミングはここと見た。準備するため一端階下に戻ろうと言い、全員ゾロゾロと廊下に出る。

　が、そこで宇う野のがぽつりと言った。

「なあ。もう少し、二階が見たいんだが」

「何？」

「いや、その、この家って趣おもむきがあるだろう？　屋根とか瓦かわらだし、珍しいじゃないか。せっかくだから見させてくれよ」

　宇野は大きな目を光らせて妙に熱ねつっぽく主張する。玄人くろと達は困惑して顔を見合わせた。

「あの、どうしましょうか？」

「どうするも何も……」

「頼む！」

　何なんだ？　ほんとに変なやつだな、と玄人は思う。

　だが思案のしどころではある。この怪しくも尖とがった彼の口を割らせるには、歩み寄りの姿勢を見せるのも手かもしれない。押して駄だ目めならというやつだ。

「赤あか座ざ、お前の家だ。お前が決めろよ」

「そうですね……。まあ見るだけなら別に。減るものでもないですし」

　赤座も玄人と同様の思考をしたらしく、いいですよ、と告げると宇野を手招きして、狭い二階の廊下を進んでいった。宇野は窓ガラスからジロジロ外を眺めつつ──一階の屋根が夏の夕ゆう陽ひを照り返してひどく眩まぶしい──おとなしく赤座の後ろを歩いていくのだった。

「未み百ゆ合り、お前も赤座についていってやれ。万が一って事もある」

「わたし？　いいけど……」

　万が一トラブルがあった際、赤座だけだと宇野を徹てつ底てい的てきにぶちのめしてしまう可能性が高いからだ。性格が優やさしい未百合が一緒なら荒事にはならないだろう。

「でもわたし、玄人君のお手て伝つだいを……」

「大丈夫。こっちは任せて」血ち倉くらが頼もしく頷うなずいてみせる。「ちゃんとやるから」

「そんなに手間がかかる物でもねえしな」

　未百合はしばらく口元に手を当てて逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて思い詰めたような青い顔でこくんと頷うなずいた。微かすかに震ふるえる声で、

「わ、分かったわ……。血ち倉くらさんの方が気配り上手じようずだものね」

「はい？」

「わたしは玄人くろと君のためなら何でもする女の子よ。でも、それに見合うだけの能力がないんだもの。仕方ないわよね。もどかしいけど……とっても悔しいけど、本妻には血倉さんの方がふさわしいわ。だってわたし、ヘッドホンは似合わないし、バイクにも乗れないし、ジェットコースターに乗って気絶しちゃった事もあるし、赤いライダースーツも持ってないし」

「お、おい、何言ってんだ？」

「ううぅ」

　玄人君のばかぁっ、と切なげに言い、未み百ゆ合りは長い黒髪を振り乱し、ばたばたと廊下を走っていくのだった。ばたばたばたばた。しかし赤あか座ざがいるのが反対方向だった事に気づき、顔を赤くして戻ってくる。あっちへ行ったりこっちへ行ったり忙しい。

「未百合！」すれ違いざまに声をかけると、

「知らないっ」俯うつむき、目を合わせずに走り去った。

　黒髪がなびくのを見ながら玄人は頭を搔かく。思い込みの激はげしい大和やまと撫子なでしこ、また何か妙な事を考えているようだ。今は頭が冷えるのを待つしかないだろう。血倉と共に一階に向かう。




「お、良い感じにできてるな」

　台所で玄人と血倉はステンレスの保温ボトルを覗のぞいていた。

　ボトルは玄人が持参した物で、中にはドロッと濁にごった白い液体がたっぷり入っている。マドラーでくるくる搔き回すと、同色の小さな粒々が雪片のように浮かび上がり揺らめいた。

「飲んでみるか血倉？」

「勿もち論ろん、頂くわ」

　大きめのグラスにそれを注ぎ、からころと氷を浮かべる。

　玄人が作っていたのは甘酒だった。その濃のう厚こうな白さは牛乳に見えない事もないが、中身は別物だからアレルギー反応は起こらない。

「甘酒って冬に飲むイメージがあるけれど」血倉はグラスに顔を近づけ感嘆の息を吐く。「こういうのもアリなのね。白さに濁りがなくて凄すごく綺き麗れい！」

　山さん査ざ子し色いろの唇をグラスに付けると、血倉の気の強そうな瞳ひとみがぱっと見開かれた。

「え？　何これっ」

　素の表情で驚おどろく血倉。普ふ段だんの取とり澄すました印象は些いささかもない。彼女は目の色を妖あやしく輝かがやかせて、グラスを両手で力強く摑つかむと、少々下品にこぷっこぷっこぷっ、と勢いよく飲み干した。

　唇から垂れた白い筋がツツーッと顎あご先さきへ伝う。

「……美お味いしい！」

「お、そうか」

「本ほん間ま君、これ凄すごく美お味いしいわっ！」

「良かったな」

　と言う玄人くろとは血ち倉くらの盛り上がりとは対照的に若干物足りなそうだ。それを見た血倉は訝いぶかしげな顔をしていたが、そこは察しのいい彼女。はっとしたように背筋を伸ばす。

「フフ、そうね。これは飲む係としてのボキャブラリーじゃなかったわね」

「あ？」

　不意に血倉は首に付けているヘッドホンを耳にあてがい、携帯音楽プレイヤーを操そう作さ。何か音楽をかけたらしい──玄人には聞こえないが、血倉は陶とう然ぜんとした表情で雰囲気を醸かもし出し始めた。見えないコウモリの大群がばさばさと血倉の周囲を飛び回る。

「フフ……フフフ！　わたしともあろう者が驚おどろいてしまったわ。凄く自然な甘みなんだもの。仄ほのかで、透明感があり、それでいて確かく実じつに甘い。見た目と裏腹にシャープで品があるわ。すっきりしている。高貴と言っても良い甘さね」

　歌うように言う。

「とろっとした感じもしつこくなくてわたし好みよ。甘みもとろみも、どこまでもさりげなくて、おまけにひやっと冷たい喉のど越ごし。本間君の作ったこの甘酒……まさに至福の美酒ね！」

　そこまで言うとヘッドホンを外し、血倉はおそるおそる玄人を見た。

「……どう？」

　玄人はポカーンとしていたが、我に返って首を振った。

「あ、ああ。悪くはねえが……ちと、大げさなんじゃねえか？」

「残念」血倉は息を吐いた。「やっぱりわたしの表現力じゃ未み百ゆ合りさんに及ばないか」

「や、表現とかそういうのじゃなくてだな……。少しキャラが濃こ過ぎだろ。未百合のはそういうのじゃねえんだよ。言うなれば気持ちの問題ってやつでさ。もっとこう素直に、幸せ気分の赴おもむくがまま、自由に言ってるのが伝わってくるから良いんだ」

「成なる程ほど」

「とはいえ、お前はお前でかなり面おも白しろい線せんいってた。芸人とか向いてるかもよ。器用なやつだな、血倉」

「ありがとう。それはそうとして本間君」

　血倉はグラスを持ち上げて不ふ思し議ぎそうに甘酒を眺めた。

「一体どういう事なのかしら？　この冷たい甘酒、わたしが知ってる物と随分違うわ。わたしも子供の頃ころよく飲んだのよ、お正月に甘酒……。もっとドロドロしてて流体っぽい喉越しだった。独特の舌触りがあったと思う。熱あついのを冷やすだけでこんなに違うものなの？」

「いいや、温度は無関係だ。根本的に作り方が違う」

　玄人は言った。

「お前が正月に飲んでたのは、酒さけ粕かすに砂さ糖とうを加えて作るやつじゃねえのか？　まあ、あれはあれで旨うまいんだが、酒粕を使う以上は微量ながらアルコールが含まれる。赤あか座ざの親おや父じさんはアルコールじゃないと言っていたから、そいつは該がい当とうしねえ。ところが甘酒の作り方にはもう一種類あってだな。そっちの方はノンアルコールで、おまけに砂糖も使わないのさ」

「エッ？　じゃあこの甘みは……」

　米のでんぷんが糖化した甘さだ、と玄人くろとは言った。

「この甘酒は酒粕を使わずに、米と麴こうじを発酵させて作ったもんだからな」

　ご飯と水を混ぜて鍋なべで温め、程良くふやけたら冷まして麴を入れる。保温ボトルで六十度をキープし──それ以上の温度だと麴が死ぬ──約十二時間発酵させれば甘酒が出来上がる。

　そう、昨日きのうの夜中に白しろ奈なから突然電話がかかってきて叩たたき起こされたのだ。何事かと思いきや、眠れないから暇つぶしー、と朗らかに言われ、あまりの自由ぶりに怒りで体が震ふるえたが、話しているうちに、どちらからともなくアイデアを閃ひらめいた。そして仕込んでおいたのだ。発酵時間が丁ちよう度ど良かったようで何よりである。

「冷たくして飲むのは昔からある普通の飲み方だ。一晩で手軽にできるし、酔っ払う事もねえし、栄養あるからな。江え戸ど時じ代だいは夏バテ防止に重ちよう宝ほうされたらしい。俳句じゃ甘酒は夏の季語になってる」

「へええ……凄すごい。そうなんだ」血ち倉くらは目を丸くした。「ほんと、つくづく思うわ。あなたって凄すぎる。料理人って本当に何でも知っているのね！」

「何でもは知らねえよ。料理の事だけ！」

「謙けん虚きよねえ……。まあそれはともかく、これはまさに白くて冷たくてトロッとした程良く甘い飲み物だわ。わたし、これは絶対当たっていると思う！」

　俺おれもそう思うよ、と玄人が同意した時だ。

　不意にどすどすと階段を下りてくる音がした。

　どうやら赤座達が戻ってきたらしい。せっかくだ、連中にも味見してもらうかと玄人は全員分のグラスの準備にかかったが、どことなく変な感じの話し声が聞こえるのだ。

（何だ？　声を押し殺している風な……）

　奇妙な胸のざわつきを覚え、玄人は台所から廊下に出た。

　──絶句した。

　予想もしない異様な光景に出くわしたからだ。

「チッ！　だから大きな声を出すなってあれ程っ……」

　宇う野のが舌打ちする。

「手て強ごわそうだから、こいつには気づかれたくなかったのに！」

　上あがり框かまちで靴を履はき、赤座伊い衣い子こに睨にらみ付けられながら、宇野が玄関から出て行こうとしていた。未み百ゆ合りの手首を握にぎり締しめ、何な故ぜか無む理り矢や理り連れていこうとしている。

「た、助けて、玄人くろと君……っ」

「おい、玄人とかいうヤツ！　それ以上、僕に近づいたら人質が怪け我がするぞ」

　心しん臓ぞうが冷えた。宇う野のの右手にカッターナイフが握られていたのだ。




　　　　　　８




「赤あか座ざ！　お前がついていながら何やってんだよ！」玄人は堪たまらず言う。

「す、すみません。わたしがちょっと目を離はなした隙すきにいきなり……」

（分かってる。赤座を責めるのは筋違いなんだが……クソッ！）

　あっという間の事だったという。二階の窓外を見ていた赤座がふと振り返ると、未み百ゆ合りを羽は交がい締じめにした宇野の姿──その右手にはカッターナイフがあった。こっそり隠し持っていたらしい。自分は逃亡するが、声を立てたらどうなるか分かっているな？　と脅おどし、じりじりと後ずさりながら逃走を図ったのだ。玄人に気づかれたのは計算外だったようだが。

　玄関を出てすぐの角を曲がった。未百合の手を摑つかんで狭い路地を奥へ進む宇野を、玄人と赤座と血ち倉くらがもどかしくついていく。今の距きよ離り以上近づいたら、兇きよう行こうに及びそうな気け配はいが濃のう厚こうなのだ。だがここからどうすればいいのか？　人質にはかすり傷一つ負わせたくない玄人だ。

「助けてぇ！　お願ねがい助けてぇ、玄人君っ……」

「落ち着けよ。すぐに助けてやるから、なっ？」

　ニヤッと未百合に微笑ほほえみかけ、それから宇野に鋭するどい眼がん光こうを向ける。

「なあおい、馬ば鹿かはやめろよ」

　刺し激げきしないよう、慎重に玄人は言った。

「逃げたいなら逃げりゃいいだろ。追わねえよ。未百合を離はなせ」

「だから近づくなって言ってるだろう、玄人！」

「近づいちゃいねえさ。遠ざかってもいないが……相対距離を保ってるだけだ」

　宇野は何も言い返さない。代わりにカッターの刃をチキチキと上下させた。

「い、いやぁ……怖い。怖いわっ！　助けてぇぇ！」

　未百合は細い肩をガタガタと震ふるわせ、心底怖がっている。双そう眸ぼうは今にも泣き出さんばかりに潤うるみ、ともすれば涙が零こぼれてしまいそうだ。

「なあ赤座、詳しく話せ。二階で何があった？　何な故ぜやつは突然こんな行動に出たんだ？」

「そ、そんなに大した事はなかったんです……。わたし、宇野君と窓の外を眺めていて」

「何か見たのか？」

「あ、はい。些さ細さいな事なんですけどね。一階の屋根の瓦かわらに、赤い棒きれが数本のっかっているのを見つけました。何だろう？　宇野君に訊ききましたが、素っ気なく知らないと答えます。わたし少し気になりまして、窓から身を乗り出して確かく認にんしようとしたんです。事が起きたのはその時でした。動くなっ、と声がして、振り返れば彼が未み百ゆ合りさんを人質にとっていたんです」

　赤い棒きれ？

　玄人くろとは考えた──アドレナリンで普ふ段だんより思考が速くなっている。そして案を閃ひらめいた。

（そうだ……。よし）

「おい、宇う野の！」

　玄人は言った。

「馬ば鹿かな真ま似ねはそろそろよせよ。お前はもうお終しまいだ」

「な、何だと……っ？」宇野は目に見えて狼ろう狽ばいした。「お終いってどういう事だ、玄人！」

「知ってるか？　将しよう棋ぎの棋士ってのは先の展開を何十手も読むらしい。それと似たような事が一流の料理人にもできる。色んな料理を並行して手際よく作らないといけないからな。要するにだ……。お前がここからどう動こうと、最終的な詰みの形は揺るがねえんだよ」

「はあ？　料理人？」宇野は面食らっていた。「そんな馬鹿らしい虚勢を……」

「虚勢じゃねえっ。いいか宇野。お前はここ最近ずっと赤あか座ざ家けについて探っていた。それは誰だれもが知ってる事実だな？　そしてお前は今日きよう、二階が見たいと言い出し、その最中いきなり暴挙に及んだわけだが、そのトリガーはあれだ。一階の屋根の瓦かわらにのっかっていた赤い棒きれ。つまり、お前は赤座家の人間を探っていたわけじゃねえ。狙ねらいはその棒きれの方だったのさ。煎せんじ詰めれば、それがお前のしでかした何らかの悪事を暴あばく証拠品って事になる。……ってなわけで、俺おれ達は今すぐそれを調しらべる事にする！」

　宇野ははっと息を吞のみ、言葉を失った。──顔が青くなっている。

「なあ血ち倉くら。ひとっ走り赤座家に戻って、一階の屋根からその証拠品を拾ってきてくれ。それを見れば全すべての謎なぞがすぐ明らかになるんだろうよ。こいつの行動の動どう機きを推測すれば、必然的にそういう事になる。要は危き機き意い識しきがこいつをこんな行いに駆り立てたわけだから」

　血倉は玄人の意図を直ただちに理解した。この人は土ど壇たん場ばになると頭の回転が速くなる。

「成なる程ほど。赤座先せん輩ぱいのお父とうさんは警けい察さつ官かんだから指紋を取ったりもできるだろうし、ここで逃げても結局は無む駄だに終わるしね。分かったわ、待っていて！」

　言うが早いか、血倉はこれ見よがしに赤座家に向かい走り出した。宇野が自じ暴ぼう自じ棄きになったような大声をあげたのはその瞬しゆん間かんだった。精神的に追い詰められた焦りがそれをさせたのだ。

「チクショウ！　分かったよっ、僕の負けだっ！」

　将棋で負けが分かっているのに最後まで指す者はいない──どうやら投了したようだ。

　実際は玄人も血倉もはったり半分でやっていたのだが、二人ふたりの連携の良さが宇野に全すべての退路が断たれているように感じさせたのだった。

「よし、だったら離はなせ」

「話せ？　いいだろう。こうなったら全部白状してやる！」

「え？」そういう意味では──。

　宇う野のは未み百ゆ合りの首元に腕を絡めたまま、溜たまっていた物を吐き出すように語り始めた。




　──自分は中学では一目置かれている。背が低いが悪事は得意だ。おかげで女子は寄りつかないが、世間的に悪いとされている一通りの事は経けい験けんしていると宇野は言った。

「二ヶ月ほど前の事だ。バイクに乗って遊んでたら警けい官かんが僕を補ほ導どうしやがってさ。確たしかに免許は持ってなかったが……むかついたよ。それであのオヤジに仕返ししてやろうと思ったんだ」

　そう。宇野は赤あか座ざの父に補導された経験があったのである。

「僕はその警官について調しらべた。仲間に訊きいたり、後をつけたりしているうちに、とうとうあの家に住んでる事を突き止めて……ちょっとした悪戯いたずらを思いついたんだ」

　むしゃくしゃした腹いせがしたかった、と宇野は言う。

「ロケット花火ってあるだろう？　一発だけでも面おも白しろいけど、あれを三十発くらい束ねてやるともっと面白い。筒みたいな打ち上げ台を作って方向を定めてさ。全部に着火すると凄すごい光になる。殆ほとんど戦争映画だ。それで寝てる時に脅おどかそうと思って……。夜中の一時過ぎかな。二千発ばかりお見み舞まいしたんだ」

「え……？　二千発ぅ？」

　玄人はドン引きした。加減を知らないやつである。

「そのうち二千発の花火を全すべて撃うち終わった。あいつの怯おびえた顔が見たくて、僕は玄関のチャイムを鳴らして物陰に潜ひそんだんだ。ところがやつは出てこない。いくら鳴らしても待っても姿を現さないから、段々心配になってきてさ。ところがそうしたらそこにいる垂れ目の女……娘の赤座伊い衣い子こだっけ？　そいつがやってきて救急車を呼ぶじゃないか。これはやばい事になったと思って逃げ出したんだが……。実はずっと気になっていて、あの家の様よう子すを探ってたんだ」

「ったく、そういう事か」

　玄人くろとは鼻を鳴らした。

「地上に落ちたブツは拾って回収できても、屋根の瓦かわらに落下したらそうはいかねえからな。赤い棒きれ……お前が探してたのはロケット花火の残ざん骸がいだったのか」

「そうさ。言っておくが、軌道はちゃんと計算したんだ。花火が二階の窓を横切っていくように、屋根の瓦にも落ちないように。だから大丈夫だとは思ってたんだが……窓から外を見て驚おどろいたよ。しかしまあ二千発も打てば、何発かは予測通りに飛ばない物もあるだろう」

　ああそうかい、と玄人は気のない相あい槌づちを打った。

「で、お前……昼間は宇宙人のコスプレなんかもしてたのか？」

「宇宙人？」宇野は目を丸くした。「いきなり何言うんだ、玄人？」

　意外ながら、それは別に惚とぼけている雰囲気ではなかった。

（……この態度からすると、どうもそっちは無関係らしいな。だったらこういう事になる）

　今回のトラブルは二つの事件が混在していたのだ。そのせいで大おお仰ぎように感じられたのだが、事象を『ＵＦＯ事件』と『宇宙人事件』という風に分ぶん離りしてしまえば理解は容易たやすい。

　玄人くろとは一つめの事件を総括する。

　赤あか座ざの父が見た激はげしい光の正体は、宇う野のが仕掛けた二千発の連続花火だった。寝ぼけていた事と、その日の昼間に宇宙人と宇宙ミルクという摩ま訶か不ふ思し議ぎな体たい験けんをした事で、すっかりＵＦＯだと思い込んでしまっていたのだ。そして彼があの家の周りを徘はい徊かいしていたのは、赤座の父の様よう子すが気になっていたのと、回収しきれなかった花火の残ざん骸がいがないか調しらべていたからだ。

　玄人は赤座の父が言っていた事を思い出す。

　──凄すごい音がしたんだよね。まさにＵＦＯみたいな、ヒューンヒューンって感じの……。

（ったく、少し考えれば分かる事だった。あれはロケット花火の音だったんだ）

　ＵＦＯだという妖あやしい先せん入にゆう観かんが訊きくのを躊躇ためらわせていたが、近所の人に質問すればすぐに花火だと解わかったかもしれない。怪事件を怪事件たらしめていたのは思い込みだったのだ。

　そう、これで『ＵＦＯ事件』に関する謎なぞは全すべて解けた。もう宇野に用はない。

（後は未み百ゆ合りさえ無事に助け出せればいいんだが……クソッ！　あのカッターさえ無ければ）

　宇野は余程ご執心らしく、悪事を白状しても尚なお、未百合を放はなす気け配はいはないのだった。あるいはやぶれかぶれになっているのか？　狭い路地を無む理り矢や理り後ろに引ひき摺ずられていく未百合を目前に──その先には見通しの悪い交差点がある──玄人はギリッと歯は嚙がみする。

　その時だった。

「謝あやまりなさい」

　未百合が凜りんとした声で言った。

「宇野君、赤座先せん輩ぱいのお父とうさんに謝って」

　玄人は思わずキョトンとした。今まで半泣きだった人とは思えない、静かな中にも迫力のある声だったからだ。開き直ったような未百合の態度に宇野も戸惑い、妙な顔をしている。

「お姉ねえさん……？」

「宇野君。わたし、怒ったのよ」

　腕力で引き摺られながらも、未百合は威い厳げんを感じさせる口く調ちようで言うのだった。

「あなた、凄く悪い事をしたのね。わたし、それは許せないわ。いくら悪戯いたずらだってやって良い事と悪い事がある。赤座先輩のお父さん、階段から転げ落ちちゃったのよ？　幸い命は無事だったけど、もしも何かあったら、あなたどうするつもりだったの？」

「な、何だよお姉さん？　急に態度を変えてさ……」

「言ったでしょう。わたし、怒ってるの！」

　ぴしゃりと言われ、宇野は目を白黒させて狼ろう狽ばいした。未百合は少し声のトーンを落とすと、ボソボソと言いにくそうに語り始める。

「宇野君、聞いて。わたし、生まれた時からお父さんがいないの。写真でしか見た事ないの」

「な、何だよそれ、唐突にさ……」

「ええ、唐突な話よ。唐突な話を聞いてほしいの。わたしのお父とうさん、わたしが生まれる前に交通事故で死んじゃったの。それが悲しいとか寂しいとか、そういう事を言ってるんじゃないのよ。お父さんは今も天国から見てくれてるって、わたし信じてるし。でもね……。でも、もしお父さんが今もいたら、あんな事をしてあげたいとか、こんな事をしてあげたいとか、たまに考えたりもする。そんな時は想像して、幸せな気分に浸ひたる事にしてるわ」

　妄もう想そう癖へきのある未み百ゆ合りだが、実はその辺に原因があるのかもしれない──玄人くろとは思い出す。そんな彼女が小さい頃ころ、夢見がちなやつだと意地悪な連中によくからかわれていたのを。仕方なく助けてやると、歴史上の偉人でも見るような目を向けられたものだが。

「宇う野の君。幸せは大事にしていないと突然壊こわれちゃう事があるの。できる事はできるうちにしておいた方がいい。謝あやまれる時に謝っておいた方がいいわ。だからホラ、赤あか座ざ先せん輩ぱいの家に戻りましょう。わたしも一いつ緒しよに謝ってあげるわ」

「……お、お姉ねえさん」

「あなたは怖がってるだけなのよ。怖がらないで」

　心から謝れば気持ちって通じるから、と未百合は言う。

「お願い、頑張って宇野君」

　形勢はいつの間にか逆転していた。

　いや、それどころではなく、未百合の存在感が宇野を圧倒しているのだった。

　不ふ思し議ぎな光景だった。両者は路地の四辻の中央で相あい対たいしているのだが、宇野は地面に両りよう膝ひざをつき、しかもその体は感動でもしたかのように震ふるえ、立ち上がれない。どうしてこんな事が起きるのか？　種も仕掛けも策略もない。それらが全くないのが驚きよう異いなのだ。

　即すなわち──純粋な真心の力。

　未百合の心を込めた説得が、ある種の威い厳げんとして機き能のうしているのだった。噓うそ偽いつわりのない清い人間性がそれを可能にする。

「わ、分かったよ……お姉さん」

　宇野の手からカッターナイフが滑り落ち、乾いた音を立てて地面に転がった。緊きん張ちようで手から離はなれなくなっていたのだ。

「僕だって、本当は分かってた……。謝った方がいいよな、あんな事したんだから……」

　未百合は目を線せんのように細め、首を傾かしげて微笑ほほえむ。眩まぶしい光でも浴びているようだ。そして路上にへたり込んでいる宇野へ向かい、嬉うれしそうに手を差し伸べた。

（凄すげえ）

（やりやがった）

（俺おれがしゃしゃり出なくても、未百合のやつ、自力で窮きゆう地ちを乗り越えやがった……っ！）

　散々心配させておいて人ひと騒さわがせなやつ、と減らず口を叩たたきたいのに、何な故ぜか歓声を堪こらえるのに必死な玄人だ。認めたくないが嬉しい。未百合が頑張り、その成果が現れたのが喜ばしいのだ。しょうがねえ、今夜は赤飯でも炊たいてやるか、と思ったりしていると、

　不意に轟ごう音おん。

　車が来た。

　カーブミラーに映っているのは赤いオープンカーだった。若者が四人乗り、浮かれて騒さわいでいる。カーブなので気づいていないのか、速度を緩ゆるめる気け配はいはない。そう、交通量こそ少ないが、未み百ゆ合りと宇う野のがいるのは十字路の中央なのだ。車はそのまま勢い良く突っ込んでくる。

「宇野君、立って。早くっ」

「あ、足に力が……」

「え？」

　立てないのだった。

　未百合は懸けん命めいに手を引くが、先程の余波だろうか。宇野は腰を抜かして足が動かない。

　車はまるでスピードを落とさなかった。

「う、宇野君っ！」

「駄だ目めだ、轢ひかれる！　お姉ねえさんは逃げて！」

　すると未百合は大きく息を吸った。僅わずかにバックステップし──

　反動をつけて宇野をどんと力いっぱい押した。

「うわっ！」

　つんのめるようにして宇野は前方に転がっていき車の軌道から逃れた。

　だが。

「い、いったぁ……」

　その弾みで未百合は前のめりに転倒した。膝ひざを打ったらしく立ち上がれない。そこに車が突っ込んでくる。転倒したせいでなおさら運転手の視界に入っていなかった。もう無理だ。逃げる暇はない。

「いやああああああっ──」

　叫び声はかき消された。

　未百合の体は宙を舞まった。

　鈍にぶい衝しよう撃げき音おん。

　車はそのまま走り去っていった。




　煙が引いたところにはどれだけの衝撃を受けたのか、傾いた道路標ひよう識しきがあった。根元で二人ふたりの人間が重なり合っている。玄人くろとと未百合だった。

「わ、わたし生きてる……。く、玄人君？」

　玄人はうつ伏せのままピクリとも動かない。凄すさまじい速度で飛び込み、間一髪で未百合を助けたが、後先考えない勢いだったから──勿もち論ろん、だからこそ助けられたのだが、そのまま標識に激げき突とつした。とはいえ、玄人くろとの体に包み込まれていた未み百ゆ合りはかすり傷一つ負っていない。

「く、玄人君……？」

　未百合は青ざめた顔で玄人を抱き起こした。だらんと腕が力なく垂れる。玄人の頰ほおは黒く汚れ、両目は閉ざされていた。

「あ、ああぁ……！　わ、わたし！　わたしのせいで……！」

　未百合の瞳ひとみにみるみる涙が溜たまっていく。

「わたし、いつも足を引っ張ってばかりで……。それで、とうとうこんな事に……っ」

　ぽたぽたと大粒の涙が零こぼれて玄人の頰に落ちた。

「わたしのせいで、わたしのせいで……玄人君がぁぁっ！」絶叫が響ひびき渡る。

　玄人の胸に顔を埋めて号泣する未百合を前に、血ち倉くらと赤あか座ざも血の気を失って動けない。

　その時だった。

「ぐ、ぐががっ」

　玄人が血走った目を見開いた。荒い息を吐き、大丈夫か、と囁ささやくように言う。

　未百合は呆ぼう然ぜんとしていた。

「……玄人君？」

「その様よう子すじゃ、お前、怪け我がとかは、してねえな」

　玄人は途と切ぎれ途と切ぎれにそう言うと、無事で何より、とニヤッと笑えんだ。

「うわぁぁあん！　良かったあ……！」

「泣く、なよ」

「ほんとに良かったあ……！」

　未百合は身みも蓋ふたもなくポロポロと涙を零し、玄人に抱きついた。両手を首の後ろに回し、体を強く押しつける。お互いの体がめり込んで、そのまま染み込んでしまいそうだ。しばらく彼女は子供のように声をあげて泣いていた。

　やがて玄人はボソッと言った。

「そうだ」

　一つ言うのを忘れてた、と低い声で呻うめく。

「エッ？」

「お前の長所」

　先日プールで訊きかれた事だ。ずっと頭の隅に引っかかっていた。何だかんだで伝えるタイミングがなかったと言うと、未百合はハッと思い出したらしい。ぐしょ濡ぬれの顔を上げると涙と期待に目を光らせて玄人を見た。──わたしの良いところって一体何？

　玄人は未百合の胸をすっと指さした。

「……む、胸ぇっ!?」

　ガーンと効果音が聞こえてきそうだ。未百合は眉まゆ根ねを寄せ、顔を赤くする。どう反応すればいいのか分からないという雰囲気だったが、長い睫まつ毛げを伏せるとぎこちなく微笑ほほえんだ。

「あ、ありがとう……。わたしって、胸が大きい事が一番の取り柄よね。自信が出たわ」

「ち、ちげえよ」

「胸を張って生きていくわ」

「そういう意味じゃ、ねえよ」

　瀕ひん死しの体で玄人くろとは突っ込み続けた。

「お前の長所はさ、その奥にあるんだろ」

　未み百ゆ合りは僅わずかに首を傾かしげて大きな瞳ひとみをぱちくり──意味が分からなかったらしい。

　ったく……と玄人は思う。こういう時に白しろ奈ななら、言うねえ、ボスウウウゥ！　としたり顔で突っ込みを入れてくるのだが、未百合のような反応をされるとそれはそれで困る。

　とはいえ、良い物を持っている事に変わりはない。未百合の類たぐい希まれな美点は、清純可か憐れんな容姿でも表現力でもなく、胸の奥にある澄すんだハートなのだ。

「ええ、何でも良いわ。玄人君さえ無事でいてくれたら……」

　わたし幸せっ。──そう言って未百合は顔を赤らめると再び玄人にしがみついた。

　そして玄人は、ぐるじいっ、と呻うめくのだった。




　　　　　　９




　赤あか座ざ家け二階寝室。──宇う野の一いち郎ろうの三つ指ついての謝しや罪ざいを赤座の父は全面的に受け入れた。

「そうか、あれは花火の光だったのか。いやはや、思い込みの力って怖いなあ」

「すみませんでした。僕のせいで……」

「二度とそんな事するんじゃないぞ。分かったね？　えーと、宇野君だっけ？」

　宇野の告白で発光のトリックを知った赤座の父だが、残念な事に記き憶おくは戻らなかった。記憶を失う原因を作った宇野を通報しなかったのは、彼の事をまるで覚えていないという戸惑いと、また、彼を咎とがめたところで記憶が戻るわけではないからだろう。

「わたしなら傷害罪で告訴するところだけれどね」血ち倉くらがしれっと言う。「これ多た分ぶん、法律的にはかなりの事ができると思うし」

　ヒイッと目に見えて怯おびえる宇野。今更ながら自分のしでかした事の実感を持ったらしい。赤座の父がとりなさなければ、彼の震ふるえはいつまでも止まらなかっただろう。ともあれ平身低頭の末、宇野は罪に問われる事なく放免された。

　玄関まで彼を見送る。

「おかげで気持ちが楽になった……。本当に救われた気分だ……。お姉ねえさん、ありがとう」

「良かったわね」未み百ゆ合りは微笑ほほえんだ。

「ところでお姉ねえさん、ここで知り合ったのも何かの縁えんだ。僕と携帯の番号を……」

「お前、ほんとに懲こりてるのかっ？」流石さすがの玄人くろとも呆あきれた。「いいから失うせろよ」

「女の子に好かれたければ、お料理の一つでも覚えなさい」血ち倉くらが余計な助言をする。

「分かった。僕は今日きようから料理人を目指す！　じゃあな！」

　宇野は脱だつ兎との如ごとく走り去った。──後は残されたもう一つの謎なぞを解くだけだ。




　　　　◆　◇　◆




「わざわざ外に連れ出して……。何の用なんですか、玄人さん？」

「そんなに遠くまでは行かねえよ。少し訊ききたい事があるだけだ」

　時刻は夜八時、周辺はもうすっかり暗い。玄人と赤あか座ざ伊い衣い子こは赤座家を出ると、夜道をぶらぶら行く先も定めず歩いていた。

　玄人の右腕はアームホルダーで肩から吊つり下げられ、Ｌ字型に固定されている。多少ズキズキはしていたが、次第に痛みが激はげしくなってきたため、赤座の父に診みてもらったのだ。打撲かと思いきや、どうも捻ねん挫ざしているとの事。……宇う野のから慰い謝しや料りようをふんだくりたい玄人である。

　冷たい甘酒は飲ませてみたが、結果は空振りに終わった。本命が外れたのは残念だが、まだ料理の案が尽きたわけではないし、これからその端たん緒しよを入手するつもりでいる。

　一方、未百合と血倉はと言えば、既に就寝した。特に未百合は泣いたり騒さわいだりで精神的に疲れていたらしく、実は宇野が去った後すぐに寝てしまったのである。居間の壁かべにもたれかかり寝息を立てる彼女を、赤座と一いつ緒しよに客間に敷しいた布団へ運んだ。ところがそのうち血倉も眠気を誘われたようで──まあこの人もあまり体が丈夫な方ではない。眠い時は眠ればいいだろう、と言う訳で今日は赤座家に泊まっていく事に。

　とにかく、家の中で騒ぎ立てて二人ふたりを起こしたくないのだった。

「お前、今日の事件をどう思った？」隣となりを歩く赤座に玄人は訊いた。

「宇野君の事ですか？」

「やつの事もあるが、もっと総括的によ」

　少し考えるような沈ちん黙もくがある。

「正直、びっくりしました。宇野君があんな物を隠し持っていたなんて……。わたしが彼をぶちのめした時、ひょっとしたらあれを使われていたかもしれない。そう思うとゾッとします」

「……や、それはないんじゃねえの？　あれは未百合が相手だから出しただけで」

　たとえ木刀やスタンガンを持っていたとしても、宇野では赤座に勝てないだろう。

「かもしれません。でも、その宇野君も最後には改心したようで良かったです。未百合さんの説得のおかげですよ。あんな事ができるのは彼女だけですね。正直、凄すごかったです」

　玄人くろとは無言で頷うなずいた。

「後は……そうですね。こんな風に、警けい官かんは思いもよらない恨うらみを買う事がある。それが分かった事でしょうか？　わたしの将来の目標だけに…………ちょっと複雑な心境です」

「ふん、あれはまあ全面的に宇う野のが良くないんだがな」

「そうですね。彼は不良少年ですから。悪い子ですよ」

「そうだな。でもって……お前も結構悪い子だったりしてな？」

　赤あか座ざは一いつ瞬しゆん、口を閉ざした。遠くで虫が鳴いている。

「……どうしてそんな事言うんですか、玄人さん」

「赤座伊い衣い子こ。お前、俺おれに何か隠してる事があるだろ？」

　玄人は足を止めて、赤座を見た。

「俺は料理を作るのが専門だ。謎なぞ解ときは好きでも嫌いでもねえ。だが、未み百ゆ合りがあれだけ頑張ったんだ。俺だって少しは本気を出さざるを得ないだろ」

「今までは本気じゃなかったんですか？」

「料理人としては本気だったが、まあ料理事件部としてはそれ程でもなかったな。無む闇やみやたらと人を疑うのは性しように合わねえ。……だが今からはそれも無しだ」

　赤座伊衣子はギャップのある女だ。学校でも家でも猫を被かぶっている。だが猫を被るというのは自分を良くみせたいという事だから、警戒心の表れでもある。そういう怖がりな人物は他ほかにも色んな事を隠しがちなのだ。料理心理学ではしばしばそう言われる。

「お前の親おや父じが記き憶おく喪そう失しつになった晩、お前は不在だったんだよな？　どこに行ってた？　言っておくが夜中の一時過ぎだぞ？」

　赤座の父は言っていた。──階段から転げ落ちて頭を打った。あいにくその時、娘の伊衣子は不在だったが、と。

　宇野は言っていた。──寝てる時に脅おどかそうと思って……。夜中の一時過ぎかな。二千発ばかりお見み舞まいしてやった、と。

「夜中の一時にどこに行ってた？　あの夜、本当は何があったんだ？」

　赤座伊衣子は俯うつむき、しばらく黙もくしていたが、言い逃れは不可能だと思ったのだろう。やがて訥とつ々とつと語り始めた。

「喧けん嘩かしたんです……」

「親父と？」

「ええ」

　話によれば、事件当日、赤座伊衣子と父はちょっとした喧嘩をした。バイクショップで愛あい機きの整せい備びをしているところを見つかったのが発端だ。それだけならまだ良かったのだが、次第に話がヒートアップ。特にこんな言い訳をしたのがまずかった。

「だってわたし、将来は白バイ警官とかになりたいし……」

「何だってぇ？」

　ひょんな拍子にポロリと本音を洩もらしてしまう──もともと父は伊い衣い子こが警けい察さつ関係の仕事に就つく事に反対していたのだ。だが彼女も高校二年生、いつかは説得する必要がある。ならばこの際だと、進路について相そう談だんしてみた。それは縺もつれに縺れ、拗こじれに拗れ、深夜にまで及んだ。

　が、結局は認めてもらえなかったのである。憤ふん慨がいした伊衣子は家を飛び出し、お気に入りのバイクで真夜中の街を飛ばしていたのだった。……法定速度は守った上で、と彼女は最後に付け加えた。

「そうかい。まあ何となく親おや父じに気を使ってるような、妙な感じはしたんだが」

　でもよ、と玄人くろとは呟つぶやく。

「だったらあれだ。記き憶おくが戻ったら、またその話を蒸し返しちまう事になるんじゃねえか？」

「そうですね……。でも仕方ないですよ」

　赤あか座ざは意外に静かな声で言った。

「今なら父の言っていた事が分かります。一人ひとり娘むすめのわたしを心配してくれていたんでしょう。もっと安全な職しよく業ぎように就いてほしいと何度も言われましたけど、今まではどうしても危険性の実感が持てませんでした。今回の事があって初めて分かったんです。……まさか警察官がこんな風に理不尽な恨うらみを買う事があるなんて」

　わたし、夢にも思いませんでした、と赤座はしゅんと気落ちした顔で言う。

「……でもまあ、そりゃそうだろ」あれを想定できていたら逆に変だ。

「わたし今日きよう、未み百ゆ合りさんの言葉を聞いて思ったんですよね……。家族ってやっぱり大切だなって。父はわたしを男手一つで育ててくれたんです。何だかんだで一番大事な存在なんだって今回の件で本当に思い知りました」

　警官になる夢は諦あきらめようと思います、と赤座伊衣子は寂しく微笑ほほえんで言う。そんな事より早く記憶が戻ってほしい。げっそりやつれてしまった父の体が早く前みたいなメタボに戻ってくれればいい、と。

「そうかい」

　人が決心した事に他人が口を挟むのは野や暮ぼというものだ。しかしながら、と玄人は思う。

「そんなに言う程やつれちゃいないと思うんだがな？　まだ充分ぽっちゃり系だろ、あれ。部へ屋やの扉を開けると、いつもグースカ暢のん気きに寝てるしよ……。それにメタボになれって願ねがうのもどうなんだ？　いいのかそれ？」

「いいんです！」

「……」

　トボけた感じの顔を見合わせ、二人ふたりはどちらからともなく、ぷっと噴ふき出す。

　変なやつだな赤座伊衣子、と玄人は思う。だが悪い子なんかじゃない。良い子だ、と。

　そのまま夜の道路脇わきで二人はくすくす笑っていた。傍はた目めには青春真まっ只ただ中なかのバカップルが馬ば鹿か笑いしている──ように見えるかもしれないし、見えないかもしれないが、やがて笑いが収まった時、彼女は思い出したようにポツリとこんな言葉を零こぼしたのである。

「そう言えば、あの晩、階段から落ちた父が気になる事を言ってたんですよね。ずっと考えていたんですけど、意味が分からなくて。もしかすると玄人くろとさんなら……」

「何だよ？」

　土ど星せいの輪わ、と赤あか座ざは言った。

「あの晩、譫うわ言ごとみたいに父が何度も口にしていたんです。『土星の輪』って」

　玄人は目を見開いた。そのフレーズを最近どこかで聞いた覚えが──。でも思い出せない。大きく息を吸い込み、脳に酸素を送り込んで、思考のクロック数を高める。

（土星の輪……ＵＦＯ……宇宙人事件……宇宙のミルク……？）

　──ふと思った。

「なあ、赤座。お前の家に九く森もり町ちよう、九森警けい察さつ署しよ近辺の地図はあるか？」

「地図？」赤座はキョトンとした顔だ。「それは勿もち論ろん……。父の職しよく場ばの近くですし」

　玄人は赤座の手を取ると、慌ただしく家に駆け戻った。テーブル上に地図を広げ、じっとそれを睨にらみつける。頭の中では、星と思考と古今東西の料理が縦じゆう横おう無む尽じんに飛び交っていた。

　そして──とうとうゴールに辿たどり着いたのだ。

「成なる程ほどな。そういう事か」

「え、えっと……？」

　一体何が分かったんですか、玄人さん、と赤座は困惑しているが、既に玄人の中でこの料理事件は解決していた。紆う余よ曲きよく折せつを経て入手した最後のキーワードがそれを可能にしたのだ。
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　かくして波乱の一夜が明けて──今日きようは土ど曜よう日び。

「地図によると、ここみたい」

「はてはて……。社会福祉法人、『空そら星ほし学がく園えん』？」

　葉は月づき未み百ゆ合りと血ち倉くら知ち里さとは赤座の父を連れて、とある児童養よう護ご施設を訪れていた。

　そこは規模こそ小さいが、あたたかな雰囲気の可愛かわいらしい施設だ。コンクリートの低い門に埋め込まれた表札に顔を近づけ、聞き覚えがないけどなあ、と赤座の父は首を傾かしげる。

　経けい緯いはこうだ。昨夜ゆうべは制服姿のまま早々と寝てしまった未百合と血倉だが、朝になって目覚めた時、そこに玄人と赤座伊い衣い子この姿はなかった。台所には何やら奮ふん闘とうした形跡と、卓上にぞんざいな置き手紙がある……。見れば、社会福祉法人『空星学園』──赤座伊衣子の父を連れてこの場所へ来るように、と地図に印がつけてあるのだった。

『ご馳ち走そうしてやるから昼飯は食わずに来い』

　と、書かれている。

　なるべく安静にと言われてはいるが、別に外出ができない程ではない赤あか座ざの父だ。ご馳ち走そうという言葉に惹ひかれ、更に美少女二人ふたりにナビされて、些いささか鼻の下を伸ばしてこの施設に来た。

「あ、見て見て血ち倉くらさん。あのオブジェ、面おも白しろいっ」

　未み百ゆ合りがぱっと敷しき地ちの奥を指さす。そこには芝しば生ふの低いスロープがあり、中央に目立つモニュメントが設置されていた。巨大な球体とリングを組み合わせて円えん錐すいで支えている。

「何か、土ど星せいの輪わっかみたい」

「本当ね。空そら星ほし学がく園えん……だから？　名前にちなんでという事かしら」

「そうみたいだ」赤座の父が頷うなずいて言う。「ひとまず受付に行ってみようか」

　モニュメントの傍そばには小さな畑があった。何だろう？　筋のような畝うねからはみ出すくらい青々と葉が広がっている。育ち放題の盛大なそれを横目に、三人は敷地内を奥へと進んだ。

　建物は優やさしいクリーム色だ。一歩足を踏み入れた途と端たん、大勢の幼児がばたばたと駆け寄ってくる。きゃー、と未百合が嬉うれしそうな悲鳴をあげた。子供好きなのだ。

　幼児達は三人をぐるりと取り囲むと、声を揃そろえてこう言った。

　せーの……。

「「「「いらっしゃいませ！　空星学園にようこそっ！」」」」

　ポカーン──。

　と、思わず放心してしまう未百合達だが、幼児達はにこにこしている。どうも待ち構えていたらしい。いまいち事態を把握できない三人が所在なく微笑ほほえんでいると、

「おう、迷わないで来れたか」

「丁ちよう度ど良かったです。もう料理はできてますよ」

　エプロン姿の玄人と赤座伊い衣い子こが奥から出てきた。玄人の腕はアームホルダーで吊つられているためエプロンと微妙に合っていないが、我が道を行くタイプだから気にしなくていい。その怪け我がはわたしのせいで……と青ざめる未百合の頭を不器用に撫なでて、すっ転んだだけだ、と玄人は誤ご魔ま化かした。下しものお世話は任せてね、と嘆たん願がんされてしまう。

　さておき、と玄人はボリボリ頭を搔かき、

「ご馳ち走そうしたい物がある。そこの廊下の角を曲がれば何だっけ、えーと」

「「「「ながれぼし食堂です！」」」」

「ああああもう、うるせえな。俺おれはガキが苦手なんだよ……。とにかく、園内食堂だ。テーブルについて待ってろ。親おや父じさんの言ってた宇宙のミルクを今から飲ませてやる！」
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　透き通る円形のクリスタルグラスに乳白色の液体が注がれていた。とろりとしていて見るからにクリーミィ。それでいて表面には泡一つなく静せい謐ひつでフラットだ。

「これが……」

「ええ。親おや父じさんが飲んだ物の正体です」玄人くろとは言う。

　宇宙のミルク！　と赤あか座ざの父はごくんと唾つばを飲み込む。

　空そら星ほし学がく園えん内にある食堂のテーブルに一同は集結していた。玄人や未み百ゆ合り達だけでなく、大勢の幼児達までが赤座の父を取り巻き、期待に満ちた目で一挙手一投足を見ている。このおじさんが何か面おも白しろいリアクション芸を披ひ露ろうしてくれるに違いない！　と、顔に書いてあった。

「まあ、俺おれはこの通り腕を怪け我がしてますからね。調ちよう理りを担当したのは彼女です」

「伊い衣い子こが作ってくれたのかい？」

　赤座伊衣子はこくんと頷うなずいた。

「玄人さんに作り方を教わって、夜通し特訓したの。これを飲めば絶対記き憶おくは戻る……！」

　見れば彼女の垂れ目は僅わずかに充血している。目の下には隈くまもでき、少し朦もう朧ろうとした感じだ。

　記憶が戻れば事件の夜の事を思い出すだろう。進路に関する激はげしい父娘喧げん嘩かをした事も。

　だが彼女は既に決めたのだ。それよりもっと重要な事がある。バイクにはもう乗れなくていい。警けい官かんになる夢を諦あきらめてもいい。一番大切なのは家族が健すこやかでいる事だ。

　──自分を育ててくれた人に元気になってほしい。

　その思いに動かされ、玄人はレシピを教えて朝まで特訓に付き合ったのである。

「伊衣子、そんなにまでして……」

「お父とうさん。さあ飲んで」

　少し朦朧とした様よう子すで言う赤座伊衣子から覚悟の程が伝わったのか、赤座の父はきりっとした顔で頷いた。グラスの取っ手を摘つまんで静かに口元へ運ぶ。そして──。

「ム！」

　瞳ひとみをカッと見開いた。

「この味わい……！」

　言うが早いか、ぞぞっ！　ぞぞぞぞっ、と何かに憑つかれたように汁を啜すすり、プハァッと甘い息を吐く。てらてらと白く光る唇をぐいっと荒々しく袖そでで拭ぬぐい、彼は大声で吠ほえた。

「うんまああぁぁぁぁい！」

　彼の全身の毛穴がぐわっと開き、凄すごい汗が流れ始めた。

「このとろっとした喉のど越ごし！　まったりとしていて、それでいてヒンヤリ爽さわやかで……。そうそう、これなんだ！　あの日の私が飲んだのは！」

　そしてビクンッ。今度は汗だくの体を弓の如ごとく仰のけ反ぞらせる。その切せつ羽ぱ詰つまったような慌ただしいリアクションに幼児達もあんぐり口を開けて呆ぼう然ぜんとしていた。

「そ、そうだ……。思い出したぞ！　全すべて思い出したっ！　私はあの日、妙な格好の宇宙人に紙コップに入ったこれを渡されたんだ。あの時の私は自転車で警けい邏ら中ちゆうだった……」

　赤あか座ざの父は震ふるえる声で語り始めた──。

　その日、彼は自転車に乗って九く森もり警けい察さつ署しよを出発した。いつものように巡回ルートを警けい邏らしていると、通りかかった空そら星ほし学がく園えんが何やら騒さわがしい。見れば、敷しき地ち内ないで子供達が騒いでおり、その中心に摩ま訶か不ふ思し議ぎな存在がいるではないか！　あれは一体何なのだ。わけが分からないが、仰天しながらも彼は敷地内へと走った。子供達を守るのは警官の義務だからだ。

　そいつは銀ぎん色いろの全身スーツをまとい、珍妙なヘルメットを被かぶっていた。

　……何者だ、と訊たずねると、宇宙人だ、と電子音声で答える。そして持っていたボトルから紙コップに何かを注ぐと、こちらに渡してきた。白い液体がなみなみと注がれている。

　こいつ、こんな怪しげな物を──と、思いつつも、ほんのりと甘い香りが彼の理性をとろかした。まあ一口くらいなら良いんじゃないのか……。飲んだ瞬しゆん間かん、旨うま味みという名の電波が脳のう髄ずいをかき乱す。美味に酔いしれ、はっと気がつけば全すべて飲み干していたのだった。

「うむ！　これだった！　あの時実は名前も聞いたんだ。えっと、確たしか、えっと……」

「ビシソワーズ」玄人くろとが言う。

「それそれそれー！」記き憶おくを取り戻した赤座の父は異様にテンションが高い。「ていうか、それって何……？　もしかして有名なのかな？」

「どうすかね。割とメジャーだと思いますが。料理人なら誰だれでも知ってるスープですよ」

　そう、宇宙のミルクなんて奇き矯きような表現をされたから、すっかりソフトドリンクだという先せん入にゆう観かんを植え付けられてしまった──。が、分かってしまえば何という事はない。

　ビシソワーズはじゃがいもの冷たいクリームスープである。

　じゃがいも、玉たま葱ねぎ、ポロ葱を細かく切り、丁てい寧ねいにバターで炒いため、水とコンソメを加えてとろとろに崩れるまで煮る。それをミキサーにかけ、裏ごしし、生クリームを加えて塩しお胡こ椒しようで味つけすれば後は冷ますだけだ。夏でも食べやすい、栄養たっぷりの冷製スープが出来上がる。

「ちなみに、これは少々特別なじゃがいもを使っていましてね」玄人はニヤッとして言った。

「ごくっ……ごくっ……」

　が、赤座の父は飲むのに夢中で玄人の話に食いついてこず、思わずエエーッとこけそうになる。そこは普通、料理人の蘊うん蓄ちくに耳を傾けるのがお約束だろう？

　赤座の父は汗をダラダラ流し、興こう奮ふん気ぎ味みにひとりごちていた。

「そうか……。けったいな名前だから、てっきり宇宙語だとばかり……。成なる程ほどなあ。ビッショリシュミーズ、か」

「違ってる違ってる！　ビシソワーズ！」

　ある意味この親おや父じだからこそ起きた料理事件だったわけだ、と玄人は苦々しく納得する。

「ねえ玄人君、特別なじゃがいもってどういう事っ？」

　未み百ゆ合りが両手を後ろで組み、首を傾かしげて可愛かわいらしく突っ込んできてくれた。……やはりこいつは俺おれにとって欠かせない存在らしい、と思いつつ玄人は咳せき払ばらいして蘊蓄を垂れに入る。

「それなんだがな。赤あか座ざの親おや父じさんが勤務してるのは九く森もり警けい察さつ署しよだろ？　警けい邏ら中ちゆうに宇宙人と遭遇したと言ってたが、出発するのは必然的に九森署からになる。で、そばにこの施設があるのをふと思い出したんだ。門前から土ど星せいの輪わみたいな目立つオブジェが見えるよな。俺おれも実は前から気にしてた。とはいえ、別に土星のオブジェに興きよう味みがあったわけじゃねえ。そばに畑があっただろ。あれ、何の畑だと思う？」

「えっと、そうね……」未み百ゆ合りは思案顔で唇に人差し指を当てて、「イチゴ？」

「何でだよ！　今お前、物もの凄すげえ適当に言ったなっ？」

「ご、ごめんなさい。わたし、そんなつもりじゃ……」

「い、いや、そんな泣きそうな顔して謝あやまらなくてもいいけどよ。この流れだと、普通そこはじゃがいもだろ？　……まあそれはいいとして、先月の末あたりかな。門前を通り過ぎた時、たまたまオブジェの根元にじゃがいもの花が咲いていたのを見かけた。一目で分かる白くて綺き麗れいな花なのさ。あれが枯れて葉が黄き色いろっぽく変色してきたら収しゆう穫かく時どきだ。粉こ吹ふき芋いもでも作って食うのかな……なんて、料理人としてはどうしても想像しちまうわけだ」

　そう、このじゃがいもは施設の子供達が育てた物なのだ。

　赤座伊い衣い子こから昨夜ゆうべ聞いたキーワード『土星の輪』──九森署との地理的な位置関係から、この施設が連想された。そう言えば、あそこにじゃがいもの畑があったなと気づいてしまえば結けつ論ろんに辿たどり着くのは難むずかしい事ではなかった。白く、冷たく、とろりとしていて、それでいて滑らかでさっぱりしている──赤座の父が述べていた全すべての特徴に適合しているのはじゃがいもの冷製スープ・ビシソワーズである、と。

「良かったね、お父とうさん。記き憶おくが戻って……」赤座伊衣子が言う。

「何もかも伊衣子のおかげだ。お前が頑張って作ってくれたこのスープのおかげだよ。ああ、お父さんは幸せ者だなあ。優やさしい娘に恵まれて日本一の果報者だ」

　このスープ、美お味いしい。美味しいなあ……。

　赤座の父は汗をタラタラ流してスープを啜すすり続ける。最初は若干不安げな雰囲気が漂っていた赤座伊衣子だが、父が元気になって安心したのだろう、心から満足そうな笑えみを浮かべた。

「じゃあ、わたしもちょっと味見」

「あ？　伊衣子──」

「いいじゃないの、親子なんだし」

　夜通し特訓したのだから当然だが、このビシソワーズは余程うまくできたに違いない、と赤座伊衣子は嫌いやがる父のグラスから素す早ばやくスプーンで一さじ掬すくい、ちゅぷっと口に含んだ。

　途と端たん、眉み間けんに深い皺しわが寄る。

「……え？　何、これ」

　にこやかだった彼女の表情が急きゆう激げきに歪ゆがんでいく。舌を出して顔をしかめた。

「美味しくないっ？　ていうか、まっずうううう！」

　あまりの衝しよう撃げきに蒼そう白はくと化した彼女、ぺっぺっと噎むせ返って慌てふためく。

「まずいどころか、吐きそうかも。うっぷ！　……喉のどの辺りに何か込み上げてきた」

　赤あか座ざ伊い衣い子こは玄人くろとに摑つかみ掛かった。

「玄人さん、どうしてっ？　何な故ぜこんな変な味にっ？　ていうか、昨晩玄人さんと作ったやつは、あんなに美お味いしかったじゃないですかっ……！」

　ふん、と玄人は鼻を鳴らした。

「お前、さっき見てた限りじゃ余計な物を入れてたぞ。何か、最後に酢を入れてた」

「酢……？」彼女はぎょっとした顔で、「ど、どうして酢なんか……？」

「俺おれに訊きくなよ。自分で入れたんだろ」

　傍はたから見ていても危なっかしい手際ではあった。徹てつ夜やで特訓したはいいが、そのせいで赤座伊衣子は意い識しきが朦もう朧ろうとしていたのだろう。今日きようは朝からふらふら、裏ごししたじゃがいもに生クリームを入れた後、豪快にどばどば酢を投入していた。

「分かっていたなら、止めてくれれば良かったのに……」

　赤座伊衣子は強く唇を嚙かみ、それからバッと父に向き直った。

「お父とうさんっ、こんなまずいの無理して食べないで！　おなか壊こわすから！　体に悪いよ！」

　だが赤座の父はその手を止めない。苦く悶もんの笑え顔がおでスープを啜すすり続ける。

「そうか、隠し味に酢ねえ……。そのせいでこんなに美お味いしくなってるのか。伊衣子は本当に料理上手じようずだなあ。酢は体に良いって昔からよく言われる。ありがたい。お父さん、おかげでどんどん元気が湧わいてきた」

「お父さん……」

　赤座伊衣子の瞳ひとみにじわりと涙が滲にじんだ。土つち気け色いろの顔をした父──過剰なリアクションと大量の汗はまずさを堪こらえるためだったのだ。強こわ張ばった笑顔でスープを啜る父の姿に、彼女は静かに肩を震ふるわせる。

（まあ、止めようと思えば本当は止められたんだが）

　玄人は思う。

（止めなかったからこそ、この結果を引き出せた）

　詳細なレシピ、最良の食材、完全な調ちよう理り方法──それらが料理の全すべてかと言えばそういうものとも限らない。美味しさを決めるのは食べる人だからだ。大人おとな、子供、男性、女性で好む味は違ってくるし、個人の味覚の差はそれ以上に大きい。

　だから料理術は突き詰めると、食べ物で相手の感情を効果的に動かす術だとも言える。要は食べさせる側と食べる側の相互作用──それがうまく機き能のうすれば、剣術よりも強く、忍術よりも変幻自在に対象に働きかけるのだ。記き憶おくくらいは簡かん単たんに引き出せる。

（俺が最高のビシソワーズを作るより、赤座伊衣子が頑張って作った……自分の夢を投げ打ってでも父に食べてほしいと願ねがったビシソワーズの方が──）

　美お味いしいという反応を引き出せると玄人くろとは判断した。酢が入っていようが、醬しよう油ゆが入っていようが、今回のケースにおいては問題ではなく、むしろスパイスとして機き能のうするのだ。

「なあ、伊い衣い子こ」

「何？　お父とうさん……」

「進路の件は好きにしなさい」

「えっ？」

　赤あか座ざの父はぼたぼた脂汗を流しながらも、スープを啜すする手を止めずに言う。

「お父さん、ずっと謝あやまりたかったんだ……。あの時は感情的になって悪かった。まあその、警けい官かんをやってると、多かれ少なかれ危険な事があるんだよ。お父さん、普ふ段だんはのほほんとしてるが、事件が起こればそうじゃない。全力で打ち込む。色んな事がある。地ち域いき課かの巡査だって命の危険を感じる事もある。そこは多た分ぶん伊衣子が思ってるより、ずっと厳きびしい世界でね。見せかけの格好良さとは無む縁えんの場所だよ。縦たての関係があり横の関係がある。綺き麗れい事ごとばかりに拘こだわってもいられない。私も若い頃ころは葛かつ藤とうした。だから……まあ社会に出るというのはどんな職しよく業ぎようであれそうだと思うが、一人ひとり娘むすめにもう少しだけ平へい穏おんな道を選んでほしくてね。分かるだろうか？」

「分かってる……。心配してくれてたんだよね」

「ああ。だが、お前がどうしてもやりたいというのであれば──」

　もう止めない、と赤座の父は穏おだやかに言う。私もこの仕事に誇りを持ってるからね、と。

「険しい道だからこそ、事を成し遂げた喜びがある。厳しい事があればこそ、平穏な日々がより心地ここち良よいものに感じられる。仕事が終わって家に帰ると、ホッと安心するんだ。伊衣子の姿を見ると心から幸せな気分になる」

「お、お父さん……」

　赤座伊衣子の瞳ひとみから今にも涙が溢あふれそうだった。

「伊衣子、頑張りなさい」

　そこでポロッ。堪こらえきれなくなり大粒の涙が零こぼれ落ちた。ひっく、えぐっ……と食堂に嗚お咽えつが響ひびく──が、それを発していたのは意外にも赤座伊衣子ではなかった。

「お、お父さぁん、ほんとにありがとう……ひぐっ、えぐっ、おぐっ！」

「えええええ？　何でお前が泣くんだっ？」

「だってぇ」

　ポロポロと涙を流し、しゃくり上げているのは葉は月づき未み百ゆ合りなのだった。自分の事でもないのに何やってんだ、と玄人の顔には大量の縦たて線せんが引かれているが、どうやら感情移入して事態を見守るうちに感極まってしまったらしい。周囲の幼児達によしよしと撫なでられている。

「……まあいい。これで一件落着だ。この料理事件は片が付いた！」玄人は腕組みした。

　ＵＦＯの謎なぞと宇宙のミルクの謎を解き、赤座伊衣子の父親の記き憶おくを取り戻し、そして父娘を仲直りさせた。料理で言うとフルコースである──誰だれかにご馳ち走そう様さまの挨あい拶さつをしてほしい。

「ねえ、ちょっと待って本ほん間ま君」

　そこで血ち倉くらが何かに気づいた。

「確たしかに最大の謎なぞは解けたわ。赤あか座ざ先せん輩ぱいのお父とうさんが飲んだのはビシソワーズだったのよね。でも、まだ一つ解けてない謎がある。そのビシソワーズをお父さんに渡した宇宙人って結局は何だったの？　というか、そのせいで宇宙のミルクだと勘違いしてしまったのでしょう？」

「ああ、それはだな……」

　玄人くろとは携帯のメールで合図をした。

　キョトンとした顔の一同が黙もくしていると、廊下から奇妙な音が聞こえてきた。どこかで聴きいたようなＢＧＭである。それに合わせて、やがて全身銀ぎん色いろのスーツをまとった奇怪なヘルメットの宇宙人が食堂に入ってきた。

「シューッ、シューッ……」

「何かヘンなの来た！」と血倉。

「何かヘンなの来た！」と未み百ゆ合り。

「こいつだあーっ！」赤座の父がガタンと立ち上がった。「私があの日遭遇したのはこいつなんだよ！　性しよう懲こりもなくノコノコと……。おい、そもそもお前は何なんだっ？」

　銀色スーツのそいつはもったいぶった沈ちん黙もくの後で言った。

「ワタシハ、宇宙人ダ！」

　……その場の全員がドン引きしていたが、宇宙人は頓とん着ちやくする事なくＢＧＭに合わせて踊り始めた。奇妙な動きだが案外切れは良く、そういうダンスだという事が分かる人には分かる。

「ワタシは宇宙人。ソシテ、マタノ名ヲ……」

　不意に宇宙人がヘルメットを勢い良く取り、

「レディー・シロナ！」

　そこに現れたのは凄すさまじいばかりのどや顔──。

　城じよう之の内うち白しろ奈なであった。

「れでぃー、しろなああ？」

「ほっ！」両手でハートマークを作ったりする。

　血倉と未百合は白目を剝むかんばかりに呆あきれていたが、白奈はどや顔でガーガーシロナーと踊るのに夢中。聞き覚えのあるＢＧＭだと思ったら、有名なアメリカ人女性ミュージシャンのあれだった。レディー・シロナならもっとポーカーフェイスでも良さそうなものだが、残念な女だから仕方ない。事態を収拾するべく、玄人は眉み間けんを揉もみほぐしながら解説を始めた。

「……や、最近白奈のやつ、何か用があるとかで全然部活に顔を出さなかっただろ？　その用ってのがこれなのさ。ボランティア活動──」

　地域のボランティア活動の一いつ環かんで、白奈はこの施設に料理を教えに来ていたのだ。畑でじゃがいもが獲とれると聞き、それを使った料理を子供達にレクチャーしていたらしい。

　じゃがバター、煮っころがし、カレー、ビシソワーズ……。

　と、そこまでなら人助けが好きな白しろ奈ならしい美び談だんなのだが、基本的にこの人、サービス精神過剰である。子供達を喜ばせてやろうと、しなくてもいいパフォーマンスを敢行。この学園にちなんだ自作の衣装──斬ざん新しん奇抜な宇宙人のコスプレをして子供達を楽しませていたのだ。

「食ッチマウゾー」

「わーい、こわいよー！」嬉うれしげに。

「ダッタラ、コレヲ食エー」

　と、ごっこ遊びの延長で敷しき地ち内ないを逃げ回る子供達を見て、赤あか座ざの父はまんまと勘違いしてしまったわけだった──。

「ていうか、俺おれもこの施設に来るまでは全く知らなかったんだがな……。今日きよう赤座と一いつ緒しよにここに来て、白奈を見つけた時は心底ぶったまげた。いや、ほんと、流石さすがは腐っても料理事件部部長だ。ここまで散々引っ張っといて、最後の最後でリンクしてくるとは……」

　ある意味白奈こそが全すべての端たん緒しよだったのだ──未み百ゆ合りから事件のあらましを聞いていながら自分の事だと気づかない天然ぶりはまさしく宇宙規模。銀河料理渦の中心と呼んであげたい。

「宇宙人の正体は白奈さんだったのね」血ち倉くらが啞あ然ぜんとした顔で言う。「でも、何か納得」

「まあ、こんな服をデザインするのが白奈くらいなら、着こなせるのも白奈くらいのもんだ」

　銀ぎん色いろの全身スーツが結構似合うのである──見た目スーパーモデルの面めん目もく躍やく如じよだ。

「あ、あの、玄人くろと君……」

　と、不意に未百合が玄人の服を指で摘つまんでちょいちょいと引っ張った。

「どうした？」

「あなたって……その、全身タイツが似合う女の子が好きだったり……するのよね？」

「するわけねえだろ！」

「そんな、噓うそよ……っ」

　吐息のような声で言い、顔を伏せると、未百合は切なげに体を震ふるわせる。得意の勘違いモードに入ったようだ。全身スーツを着用した自分を想像しているのだろうか、少し顔が赤らんでいる。……もう放っておこう、と玄人は汗をかいて思った。

　そうこうしているうちにＢＧＭが終わり、元気よく白奈が玄人に目配せした。

「さあボス！　ダンスも終わったところで本番に行くとしようか。諸姉諸兄の皆様方に美お味いしい物をがっつりご馳ち走そうしてやろう。くふふ、まだまだ沢たく山さんじゃがいもはあるんだよ」

「おー、いいっすね。やりますか。部長の顔を見てたら料理したくなってきました」

「あれ？　でも玄人さん」赤座伊い衣い子こがはっとして言う。「あなた右手が……」

「ふん、俺はスイッチ料理人だ。その気になれば実は左でも包丁を使えるんだよ。お前に調ちよう理りさせたのはあくまでも親おや父じさんが相手だったからだ。まともにやりゃあ、左だけでも俺の方が美う味まい物を……って、ちょっと部長。何やってんですか？」

　人差し指を立てながら白しろ奈なが目配せしているのだった。何の真ま似ねかと玄人くろとが問うと、

「やろうか、ノリノリポーズ」ニヤッ。

「ここで!?」

「当然。だって料理事件部のルールだろう？」

「や、そりゃそうですけど……。部長、見てください。俺おれは右腕を怪け我がしてるんですよ？」

「くふふ、そんな事は問題じゃない。ノリノリポーズは腕の動きよりも、お尻しりとお尻をくっつける事に意味があるんだ。くの字に曲がった二人ふたりの体が吸い付き、Ｘの字を象かたどる時、そこから奔ほん流りゆうの如ごとく料理の力が引き出される。それがノリノリＥＸ理り論ろんさ。エクストリームだ」

「噓うそつけ！」

　心底どうでもいい、と玄人は思った。

　だが白奈は聞く耳持たずだ、と言うより、その後付け設定に夢中だ。……仕方ない……。すったもんだの末、二人はヒップアタックのように臀でん部ぶを密着させるとＸの字を描いた。玄人は羞しゆう恥ち心しんのあまり半泣きである。

「美お味いしい物を食べれば誰だれもが笑え顔がおさ。そうだね、ボス？」

「……うぃーす、部長」

「「わたし達は料理事件部っ。美味しい物をご馳ち走そうするのが何より好きなのさっ！」」

　しーん。

　何だろう、この恥ずかしい二人組は。その場のほぼ全員が大きく口を開けてドン引きしていたが、未み百ゆ合りと血ち倉くらは玄人に気を遣い、気まずげに目を逸そらしていた……。




　　　　◆　◇　◆




　そして。

「うんまああーい！」

　空そら星ほし学がく園えんの食堂に大勢の歓声が響ひびいていた。

　子供達や職しよく員いん、赤あか座ざの父娘に、未百合に血倉、色んな人々が料理に舌した鼓つづみを打っている。

　テーブルにはじゃがいもを使った様々な料理が置かれていた。ビシソワーズを始め、粉こ吹ふき芋いも、じゃがバター、ハッシュドポテト、カレー、その他色々。簡かん単たんに作れる物ばかりだが、玄人と白奈が作れば、大抵の料理は有名店で出される物と遜そん色しよくない、びっくりする程美味しい物になる。怪しく見られがちな料理事件部だが、腕は確たしかなのだ。

　料理を作り終えた玄人と白奈はテーブルを順次回りながら様よう子すを見ていた。

　まずは未百合だ。

　彼女はビシソワーズをスプーンで口に運び、うっとりと恍こう惚こつの笑えみを浮かべていた。

「美味しいわぁ……」幸せそうに目を細めて、「冷たくてさっぱりしてて、夏の暑さが吹き飛んじゃう。それなのにトロトロしてて濃のう厚こうなの。芳ほう醇じゆんでクリーミィ！　どこまでも優やさしくて爽さわやかな口当たりは飲んでて心地ここち良よいわ。わたし、こういう味好きっ。風味もじゃがいもとは思えないくらい上品で、ああどうしよう……。何だかわたし、貴婦人になった気分っ」

「ほっ！　メルシーボクー」

　と、白しろ奈なは意味もなくフランス語で言う。いや、ビシソワーズは本来フランス料理なので実は意味があるのかもしれないが、白奈の事だからどうなんだか、と玄人くろとは思いつつ、

「まあのんびり食えよ。まだ沢たく山さんあるし」

「そうするわ。わたし、ゆっくり味わうのが好き！」

　ありがとう優やさしい玄人君っ、と未み百ゆ合りは頰ほおを赤らめ嬉うれしそうにひとりごちるのだった。

　次は血ち倉くらである。

　彼女は目を爛らん々らんと輝かがやかせてカレーをぱくついていた。大きめに切った茄な子すやカボチャ、赤と黄き色いろのパプリカが色いろ鮮あざやかなそれは、夏野菜をこれでもかと使った血倉用のカレー──肉が入っていないからアレルギーでも大丈夫だ。

「美お味いしい！」顔を上げた血倉は子供のように無邪気な笑え顔がおだった。「未百合さんみたいに表現力は豊かじゃないけれど、わたし、今本当に嬉しいのよ。わざわざわたしのために特別メニューを作ってくれるなんて……。野菜の香ばしさと甘みがよく出ていて、それでいてルウはぴりっと辛いエスニック！　カレーの味が深いわ。まるであなたみたいね、本ほん間ま君っ」

「カレーなる腕前だって言ってるよ、ボス」

「やめろ部長！　メシがまずくなる！」

　お次の赤あか座ざ父娘はベイクドポテトを食べていた。オーブンで焼いたじゃがいもに十字の切り込みを入れ、そこにバターを仕込んだ物である。

「はい、お父とうさん。あーん」

「ぱくっ！　アツアツ、ほふほふほふ……ごくんっ。んー、うまいゾ！　やはり伊い衣い子こに食べさせてもらう料理は絶品だ。ほくほくのじゃがいもにバターの旨うま味みがじゅわっ。最高だ。夏バテ気分も吹っ飛んだし、これからはモリモリ食べてメタボになるぞおっ！」

「わたし、カロリーの高い料理をいっぱい作るね」

　玄人は思う。この父娘はいつもこんな感じなんだろうか……？　仲直りした喜びで今日きようはたまたまこういうノリなのか？　まあ仲が悪いよりは良い方がいい。放っておこう。

　食堂に溢あふれる皆の笑顔を見ながら、玄人と白奈は満足げに言う。

「はは、何かいいっすね」

「そうだろう、ボス？　やはり料理は最高だ。本当に美味しい物を心ゆくまで食べさせれば、どんなトラブルも解決できる！」

　それは白奈が常つね日ひ頃ごろ唱えている料理事件部のコンセプトだ。今までは適当に聞き流していた玄人だが、この光景を見ていると意外とそうなのかもしれないと思えてくる。

　美お味いしい、嬉うれしい、心地ここち良い、人を喜ばせるのは楽しい事だ──料理はそれを可能にするシンプルにして最良の方法なのだと白しろ奈なは胸を張って言う。

「くふふ、これからも数多あまたの料理事件が我々を待ち受けている事だろう……。だが、恐れる事なかれ。料理事件部に城じよう之の内うち白奈と本ほん間ま玄人くろとがいる限り、この町に災いがはびこる可能性は皆かい無むなのだ。どんな怪物が相手でも我々料理人の敵ではないっ」

「……あ、あのー。部長？」

「行け、城之内白奈！　負けるな、本間玄人！　九く森もり町ちようの幸せは料理事件部が守るっ！」

　おいおい、と玄人は思う。こいつ、何か一人ひとりで盛り上がってやがる。

　料理が好評なので、どうも白奈はテンションが上がってしまったらしい。取って付けたような決め台詞ぜりふをその後も連発しまくった。何というか、最後の最後に出てきて美お味いしいところをかっさらっていった感が漂っているが、とはいえ、玄人も誰だれかが喜ぶ様を見るのは嫌いではない。笑え顔がおを安売りするタイプではないが、誰かの笑顔を見るのは実は結構好きである。

（まあいいけどよ）

　玄人は頭をボリボリ搔かいて言った。

「とりあえず部長、料理も残り少なくなってきたんで、デザートでも作りません？」

「いいね！　だったらどちらが美味しい物を作るか勝負しないか？」

「面おも白しろい。その勝負、受けて立ちます」

　二人ふたりはニヤッと笑んで拳こぶしをぶつけると、我先にと競きそうように厨ちゆう房ぼうに走り出すのだった。

　この後玄人は恐るべきハードボイルドなデザートを作り、白奈はとんでもなくフリーダムなデザートを作成。判定は食堂に集まった一同に委ゆだねられるのだが──凄すご腕うで料理人同士の真剣勝負は果たしてどちらに軍配が上がったのか？　それはまた別のお話だ。





【件名】：宇宙人事件　　　　　　　　　

【お客様】：赤あか座ざ伊い衣い子こ、伊衣子の父　　

【料理】：ビシソワーズ　　　　　　　　

【達成度】complete　　　　　　　　　　
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　　　あとがき




　こんにちは、似に鳥とり航こう一いちです。『白しろ奈なさん』、美お味いしくいただけましたでしょうか。そうであれば幸いです。というのも、一般的なヒロインならしないであろう事を今回は割とやりたい放題やらせてしまったので。白奈は立ち位置的に特殊な場所にいるので、相当とんでもない事でも普通にさせる事ができ、自分としても重宝しています。キャラ的にもアリと言いますか、焼肉に例えるならタン塩系と言いますか……あ、この話には大勢のヒロインが出てきますが、料理ラブコメという事にちなんで焼肉に例えると、白奈がさっぱり風味のタン塩、葉は月づき未み百ゆ合りがカルビ、血ち倉くら知ち里さとがハラミ、赤あか座ざ伊い衣い子こがホルモンという感じではないかと思ってます。あのー、それってどういう事ですか……？　そんな疑問が湧いた方は実際の焼肉屋さんで食べながら考えると何となく解わかっていただけるかもしれません。あ、僕は決して焼肉屋さんの回し者ではなく、おそらく今、夜もいい感じに更けて小腹が空すいてきたせいでしょう。アドレナリンで眠気が食欲に転化したのか、モヤモヤと頭の中が美味しい物でいっぱいになってきただけですので、何なに卒とぞご容よう赦しや下さいませ……。

　何はともあれ、この話。どのキャラも書いていて楽しく、色とりどりの味わいという事で自分でも気に入っています。料理の味は千差万別、種々様々、物の豊かさを示す尺度は多様性なのだそうです。美味しいところを颯さつ爽そうと持っていく白奈は勿論の事、他の人達の今後もどうか優やさしく温かい目で見守っていただければと思います。何卒宜よろしくお願ねがいします。

　以下より謝辞になります。

　的てき確かくな指摘と助言をしてくれる担当様、ありがとうございました。いつも大変勉強になります。一いつ緒しよに物作りができる事の幸福をひしひしと感じつつ、次巻も全力で頑張ります。

　素す晴ばらしいイラストを描いてくださった瑠る奈な璃り亜あ様、感かん謝しやしております。ヒロイン達が滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいく、それでいて軽やかな感じがして好みです。心からお礼を申し上げます。

　そしてここまで読んでくださった心優しい読者の皆様、とても感謝しています。世の中何かと色々ありますが、読んで少しでも幸せなほっこり気分を味わっていただけたなら、これ以上の喜びはありません。本当にありがとうございました。

　それでは二巻でまたお会いできる事を願いつつ。





似鳥航一
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似に鳥とり航こう一いち

東京在住。趣味はグルメ漫画を読む事で、基本ほのぼの系、まったり系が好きです。対決系も嫌いではありません。むしろ好き。特技はゲームを作る事。別名で色々作ってます。ジャンルはばらばら、主にＤＳ関係。
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イラスト／瑠る奈な璃り亜あ

１９８５年生まれ。ゲーム原画、小説の挿絵などを主に手がけるみそっかすイラストレーター。生え際の後退が気になりサクセスに手を出すも、すでに手遅れ感が漂っている。
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白しろ奈なさん、おいしくいただいちゃいます








似に鳥とり航こう一いち
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